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　一体、どうしてこうなったんだろう？

　風ふ呂ろ場ばの天井を見あげながら、オレは胸中で首を傾かしげる。

　右に視線を向ければ、赤髪の美少女。左に視線をやれば、銀髪の美少女。

　ふたりの美少女に挟まれるようにして風ふ呂ろに浸つかっているわけだけど、タオル越しながらも、右からは豊かな双胸が、左からは小ぶりだが非常に柔らかい膨らみが、それぞれ腕に押し当てられている。

　その上、ふたりの美少女は「狭いわね」、「詰めてくれ」と、オレを挟んで押し合いをはじめ、互いの整った顔が間近に迫り、吐息が左右の耳たぶをくすぐる。

　これはやばい。

　理性が崩壊するような音が頭の中で響き、オレは頭を抱えたのだった……。



    

  
    
      


第一章　家なき子エルニ



「あっ、いや、だめ……」

　外から聞こえてくる雨音に混じって、妙に色っぽい声が部屋に響く。

「やっ、そんな……ずるいわよ……」

　思わずオレは手に持ったシャープペンを強く握り締め、机から顔をあげる。

　後ろからあんな悩ましい声を出されては、宿題に集中できない。ため息を吐いて振り返り、音の発信源に目を向ける。

　まず目につくのは、パタパタと揺れる長い美脚。腰まで届く赤い髪。そして、短いスカートからチラリと覗のぞく白のパンツ。

　……別に、オレのベッドの上でゲームして遊ぶのはいいのだが、無防備すぎるだろう。

　ベッドにうつ伏せに寝転がり、枕まくらに顎あごを載せ、オレの妹のなずなから借りた携帯ゲーム機に熱中している彼女は、自分の体勢に注意が向いていないようだ。脚が揺れるたび、丸みを帯びたヒップラインから、チラリチラリとパンツが見えてしまっている。

　その上、「あっ、あぁん……」という色っぽい声も健在である。オレはパンツからそっと目を逸そらし、口を開いた。

「マキナ、もう少し静かにやってくれないか」

　赤髪の少女――マキナ・リーベライ・オランジェロに声をかけると、奴やつはオレの声に反応してか、軽く上体を起こして振り返る。

　途端、長い赤髪が揺れ、つり目がちの琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに怜れい悧りに整った顔立ち、均整の取れた抜群のプロポーションが目に飛び込んでくる。

　どこか女王然とした佇たたずまいでオレを見つめてくるマキナは、うちの居候の金髪美女・ルナの義理の妹で、半人半魔の悪魔である。

　出会った当初、マキナは姉であるルナを人間界に呼び出したオレに腹を立てていたようで、オレを自分の奴ど隷れいにしようと目もく論ろみ――その結果、ちょっとした騒動が起きた。

　その騒動で怪け我がをしたオレは、少しの間、病院で入院することになったのだが、どうにかマキナとは和解できた。

　病院からの退院後は、マキナを我が家に招き入れ、一緒に生活するようになったのだけど……どうしてか、マキナはことあるごとにオレの部屋に遊びにきて、漫画を読んだり、ゲームをしたり、そのまま寝てしまったりもする。

　気を許してくれているのだろうが、もう少し警戒心を持って欲しい。

　というか、マキナがオレのベッドを自分の定位置にするものだから、最近、寝ようとすると、ベッドから甘い匂においが漂ってきて落ち着かない。

　今度晴れた日にでも布団ふとんを干そう。そんなことを考えながらオレはマキナに目を向ける。

「ここで遊ぶなとは言わないが、もう少し声を落としてくれ。宿題に集中できないだろ？」

　柔らかい口調で注意すると、マキナはきょとんとしたあと、何な故ぜかくすりとおかしそうに微笑して身体を起こし、ベッドに腰かけながら脚を組む。その様はやはり女王のよう。

「さては忍しのぶ、あんたもあたしがやってるゲームで遊びたいんでしょう？」

「いや、全然」

「そうよね。あたしが楽しそうにしてるの見て忍もやりたくな……え？　ちょっと待って。いま、『全然』って言った？」

「ああ、別にやりたくない。勉強中だから静かにしなさい」

　驚くマキナにきちんと注意する。しかし、マキナは信じられないといった顔をする。

「む、無理しなくてもいいわよ？　面白いのよ、このゲーム」

「悪いが興味ない」

　必死な様子で説明するマキナに再度きっぱりと告げる。すると、何故かマキナは泣きそうな顔になってしまった。

「そんなこと言わないでやってみなさいよ！　ほら、こっち来なさいよお！」

　命令というよりも懇こん願がんに近い。涙目でぽんぽんと自分の隣を手で叩たたくマキナ。

　宿題に集中したかったのだが、ちょっと可哀かわい想そうなので気分転換がてら付き合ってやろう。オレは椅い子すから立ちあがり、ベッドに腰を降ろす。途端、マキナは笑顔になり、オレに携帯ゲーム機を差し出してくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　ゲームはアクションＲＰＧで、プレイヤーの操作力が重視される。

　こういったゲームは苦手ではないので、普通にやればクリアできる……はずなんだが、

「けっこう、難しいわよ？」

　マキナがくっつくようにオレの隣に座り、覗のぞき込むように手元のゲーム機を見てくるので、全然ゲームに集中できなかった。

　オレの太ももとマキナの太ももが触れ、大きく柔らかい胸が二の腕に当たっており、甘い香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　マキナが身じろぎしたり、オレがわずかに腕を動かすたびに、二の腕に押し当てられた胸の感触を強く感じ……ゲームどころではなかった。

　上の空でプレイしていたためだろう。一分も経たたないうちに、ゲーム機の液晶画面に『ゲームオーバー』の赤い文字が躍った。

「……下手ね」

「待て。オレの方が角度的に太陽が眩まぶしかったんだ」

「……雨降ってるわよ？」

「オレの心にもな」

　窓を指差すマキナに適当なことを言って返しつつ、「もう一度だ」とリプレイボタンを押そうとするものの、そっと伸びた手にそれは止められる。

「忍しのぶ、あたしが教えてあげようか？」

　顔をあげると、マキナは得意げな表情で顔を寄せてくるが、距離が近い。彼女の吐息を感じるほどだ。思わずオレはゲーム機に視線を落とし、「結構だ」と断った。しかし、

「いいから聞きなさいよ」

　マキナはさらに身体を寄せ、上機嫌な様子で説明をはじめる。

　おそらくは、自分がオレより上う手まくゲームを操作できることを自慢したいのだろうが、さっきより強く胸が押し当てられ、マキナの綺き麗れいな顔が間近に迫り、オレの胸は高鳴った。

　綺麗な二重、桜色の艶つややかな唇に嬉うれしげな表情。

　ついつい、その表情に見惚れてしまったオレは、マキナの説明を聞き流してしまった。

「どう？　わかった？」

　だから、そんな風に笑顔で訊きかれても、なにもわかりはしなかった。

「すまん。全然聞いてなかった」

「な、なんでよお！」

　素直に謝るものの、怒られてしまう。

　ただ、マキナも眉まゆを寄せて怒ってはいるが、本気じゃないと、なんとなくだがわかる。なぜなら、その表情は全然怖くなくて、むしろ拗すねているようで、どこか愛らしくさえ見えたからだ。

「……お前、可愛かわいいな」

　はじめのうちはこんな表情を見せてくれなかったことを思い返し、心を許してくれているんだと思ったら少し嬉うれしくなって、うっかり本音がもれてしまった。すると、オレの言葉を受けてか、マキナの頬ほおがかぁあっと朱に染まる。

　その様子を見ていたら、不意に悪戯いたずら心が湧わいてきた。

「なんだ？　照れてるのか？」

　からかうように、つんつんとマキナの頬ほっぺたを突っついてみる。

　瞬間、指先からマシュマロのような柔らかい感触が返ってくる。

　おお、すごいな。女の子の肌ってどうしてこんなにも柔らかいのだろうか。驚きつつも、オレはマキナの反応を窺うかがう。

　さすがにからかわれてマキナも怒ると思ったのだが……予想外だ。マキナは赤い頬のまま特に抵抗もせずに、上目遣いでオレを見つめてくる。

「もう……バカ……」

　恥ずかしそうにそんなことを言うもんだから、思わず、マキナの頬を突っついていた指が止まる。慌てて指を離そうとするものの、マキナは桜色の唇を寄せ、挨あい拶さつでもするように、ちゅっと、軽くオレの指先に口付けをする。

　その上、形の良い唇はかすかに開かれ、オレの人差し指は、マキナの上唇と下唇に挟まれてしまう。

　柔らかくてふんわりとした唇の感触。背筋を痺しびれさせる温ぬくもり。唇に包まれた指先が熱を持ち、その熱が頬にまで伝染する。マキナは悪戯っぽく笑って、上目遣いのまま舌先で軽く指を舐なめたあと、口を離す。

「次は噛かむからね」

「……オレは食えん男だぞ？」

　平静を装いながらクールに答えると、マキナは何な故ぜか眉まゆを寄せ、いきなりオレの指に噛みついてきた。

「痛いてえ！　まだなにもしてねえぞ！」

「なにかしてからでは遅いのよ」

　ひどい言い草だ。オレは犯罪者予備軍かなにかか？　噛まれた指をさすっていると、マキナは不機嫌そうにそっぽを向き、小さく呟つぶやく。

「……あたしだけドキドキしてるなんて、ずるいわよ」

「なんだって？」

　小声で聞こえなかった。聞き返すものの、マキナはオレから背を向けてベッドにうつ伏せになる。そして枕まくらに顎あごを載せて、拗すねた様子で答えた。

「なんでもないわよ。忍しのぶのバカ……」

　よくわからんが、怒らせてしまったようだ。

「悪かったよ。謝るから許してくれ」

　頭を下げると、マキナはチラリと横目でオレを見る。

　拗ねた顔もけっこう可愛かわいいな。などと考えていると、マキナはわずかに躊躇ためらったあと、口を開いた。

「……今度はあたしの説明、ちゃんと聞く？」

「ああ、聞くよ。このままではゲームがクリアできん。教えてくれ」

「仕方がないわね」

　頼むように言うと、マキナは満まん更ざらでもない様子で頷うなずき、身体を起こす。そして、わずかに口元を緩ませながら再びオレの隣に座って身体を寄せると、ゲームの解説をはじめる。

　だんだんと強くなっていく雨音をＢＧＭにして、マキナの説明に相あい槌づちを打って答えていると、不意に部屋の扉がノックされ、「忍さん、入ってもいいですか？」と、鈴を転がしたような美声が聞こえてきた。

　あの声はルナだな。

「おう、入ってこいよ」

　オレが答えると、部屋の扉が開き、絶世の美女が顔を覗のぞかせた。

　真まっ直すぐに伸びた輝く金の長い髪を揺らしながらオレに近づいてくる、清せい楚そな雰囲気を身に纏まとったダイナマイトバディのお姉さんの名はルナ。

　オレの隣に座っているマキナの義理の姉で、マキナ同様悪魔ではあるが……まあ、色々とあって、いまはオレの家で居候をしている。

　ルナはいつものように穏やかな笑顔を浮かべ、「巴ともえさんからですよ」と、手に持った電話機の子機をオレに手渡し、マキナの逆隣に腰を降ろしたかと思ったら、笑顔のままぎゅっと抱きついてきた。

　途端、ボリューム感ある大きなふたつの胸にオレの腕が挟まれ、埋もれてしまう。左右から当たるなんとも言えない柔らかい感触、程よい弾力感、温かな体温に脳がとろけるような感覚を覚え、理性にヒビが入った。

　全身から甘えさせてくれるオーラを放っている優しいお姉さんのルナだが、最近はなずなの影響か、それとも以前オレが言った、『オレになら甘えてもいいぞ』という言葉が原因なのか、たまに笑顔で抱きついてくるようになった。

　しかし、そんなことをされたら色々とまずい。なんとか平静を保とうとするものの、マキナが覗き込むようにオレを見て、

「忍、顔が赤いわよ？」

　からかうように笑い、ルナ同様ぎゅっとオレに抱きついてきた。二の腕に押しつけられたマキナの大きな胸は、ふにゅっと形を変えて、柔らかさと弾力感を腕に伝えてくる。

　このままではやばい。刺激が強すぎる。そう思ったとき、ルナとマキナがゆっくりと身体を離した。

　おそらく、ふたりにとってハグは挨あい拶さつみたいなものなのだろう。

　心臓に悪いな。オレは胸中で深呼吸をして気持ちを落ち着かせたあと、ルナから受け取った子機に目を落とす。

　ルナは母さんからだと言っていたが、なんの用だろうか。

　少し前、なずなが家出した翌日に出掛けて行った母さんだが、なずなが家に戻り、オレが病院から退院しても帰って来なかった。

　数日前に母さんから電話をもらったとき、帰りが遅くなるかも知れないとは言っていたものの、予定では一週間の旅だったはずだ。

　それがずいぶんと延びたな。思わず苦笑をもらしていると、

「……なに？　出ないの？」

「忍しのぶさん、巴ともえさんが待ってますよ」

　マキナとルナに促され、オレは通話ボタンを押して電話に出る。

「おう、オレ様だ。なんか用か、こら」

『……あんまり生意気言うと、帰ったときにぶっ飛ばすわよ？』

「あっ、電波が悪い。母さんがなにを言っているのかよくわからない。ただ、ごめんなさいとだけは言っておく」

　ドスのきいた低い声に肝を冷やしつつも、とりあえず謝ると、母さんは残念そうに言う。

『本当はすぐに殴ってあげたいんだけど、ちょっと事情が変わってね。しばらく帰れそうにないのよ』

「それは良かっ……いや、残念だな」

『アンタいま、「良かった」って言いかけたでしょう？』

「まさか。オレがそんなこと言うわけないだろう。母さん、愛してるぜ」

『気持ち悪い！』

　失礼にも悲鳴じみた声をあげる母さん。

　傷つく反応だ。視界の端で何な故ぜか、ルナとマキナが羨うらやましそうな顔をしていたが、気にせずオレは母さんに訊たずねる。

「それで、いつごろ戻ってこれそうなんだ？」

『う～ん、まだわからないわね。帰れる頃ころになったらまた電話するけど、留守の間、家のことは頼むわよ』

「ああ、それは任された」

　しっかりと頷うなずいて返すと、母さんは話題を変えるように訊きいてきた。

『どう？　そっちは変わりない？』

「……え？」

『ちょっと、なによその「え？」って。アンタ、なにかやったの？』

「い、いえ、なにも……」

　目を泳がせながらオレはシラを切る。

　オレが怪け我がをして入院したことや、マキナを家に置いていることを母さんは知らないし、伝えてもいない。絶対に怒られると思い、なかなか言い出せないでいた。

　母さんはオレの口調からなにかを読み取ったのだろうか、訝いぶかしむように言う。

『……なにかあったの？』

「いや、なにもないぞ。ルナがなずなから借りた少女漫画を読んで夜更かしして寝坊したとき、下着姿にエプロンをつけて朝食を作ろうとしたぐらいだ」

　チラリとルナに目を向けると、恥ずかしいのか両手で顔を覆っていた。

「あのときは寝ぼけていたんです……」

　耳まで真まっ赤かにし、小声で言い訳をするルナ。

　なんだか可愛かわいい。オレはさらに続けた。

「それから、ルナが佐さ藤とうさんところの犬に追いかけられて半泣きに――」

「し、忍しのぶさん！　それは内緒だって言ったじゃないですか……」

　慌ててオレの言葉を遮り、抗議のつもりなのだろうか。ルナはオレの服の袖そでを小さく引っ張ってくる。

「忍さんだめです。それ以上言っちゃいやです……」

　頬ほおを赤くし、上目遣いでお願いするルナ。

　ちょっと色っぽい。オレは頷き、軽くルナの頭を撫なでて電話機を持ち直す。すると、電話機から小さな笑い声が聞こえてきた。

『そっちは変わりないみたいね』

「ああ、まったく変わりない。今日も太陽は東から昇っている」

　そう言いながらも、マキナのことを話すのは、母さんが家に帰って落ち着いてからにしようと決めた。問題を先送りにしているだけかも知れないが、母さんも忙しいみたいだし、いま話すのは得策ではないだろう。

　そう思って何気なくマキナに視線をやると、

「忍、早くゲームしましょうよ」

　どこか甘えたような声を出すマキナ。

　途端、電話越しに母さんが『ん？』と怪け訝げんそうな声をもらす。

『ねえ忍、いま女の子の声が聞こえなかった？　ルナちゃん以外に誰だれかいるの？』

「わたしリカちゃん。いま、忍しのぶくんの後ろにいるの」

　頑張って裏声を出してみた。

『……なんか怪しいわね』

「多少ミステリアスな方が、男は魅力的だろ？」

『全然魅力的じゃない人に言われてもねえ……』

　なんてひどいことを言うんだ。軽くショックを受けつつも、オレはマキナの声が聞こえないよう、そっと部屋を出て母さんの反応を窺うかがう。

　しばしの間のあと、母さんはため息を吐きながら言った。

『まあいいわ。また連絡するわね』

「おう、じゃあな」

　どうにか誤ご魔ま化かせたようだ。安心して電話を切ろうとしたら、

『――あっ、ちょっと待って忍』

　母さんが思い出したように言った。

『そういえば、そっちに台風が近づいてるんだって？』

「ああ、予報だと今日の夜中直撃らしいんだが……」

　オレは階段を降りてリビングに向かい、窓から外の様子を眺める。

「もう来てるのかも知れないな」

　家の中にいても、ビュウビュウと強い風の音が響き、横殴りの雨が窓を叩たたく。

　――季節外れの台風。まだ梅雨に入ったばかりだというのに、ずいぶんと気の早いもので、一足先にやってきた台風五号。

　外の様子を見る限り、今夜と言わず、いますぐにでも暴風警報が発令されそうだ。

　そんなことを考えていると、不意に母さんがからかうように言ってきた。

『忍、今夜ルナちゃんが、「台風怖いです」なんて言って部屋に来たら……そのときは優しくしてあげるのよ？　そうすれば、ルナちゃんも色々と許してくれると思うわよ？』

「色々？」

　オウム返しに訊たずねると、母さんは電話越しにくすりと笑って答える。

『わかっているくせに』

「いや、わからん。さっぱりわからん」

『アンタは本当にシャイね』

「ＯＨ！　バッド・コミュニケーション！」

　憮ぶ然ぜんと返すものの、母さんは笑いながら『またね』とだけ残して電話を切った。

「まったく、変なことを言うなよ……」

　愚ぐ痴ちりながら子機を置き、部屋に戻ろうと思ったちょうどそのとき、玄関の扉が開く音に続いて、「ただいま」という元気な声が聞こえてきた。

　玄関に行くと、大きな瞳ひとみに仔こ猫ねこのように愛らしい顔立ちの女の子――なずなは、雨に打たれたのか、びしょ濡ぬれの姿で立っていた。そしてオレに気がつくと、笑顔で手をあげる。

「お兄ちゃん、ただいま！」

　びしょ濡れでもなずなは元気いっぱいだった。

「おう、おかえり。なんだ、お前傘持って行かなかったのか？」

「ううん、ちゃんと折りたたみ傘持って行ったよ。でもすごい風で壊れちゃったの。直そうと思ったんだけど、ちょっと手を離した隙すきに飛ばされて……星になっちゃった」

　寂しげな顔をしてなずなは「南無南無」と手を合わせる。

「そんなに強い風なのか？」

　驚いて訊たずねると、なずなは大きく頷うなずく。

「すごかったよ。柏かしわ木ぎ先生も部活を中止してね、車で送ってくれるって言ったんだけど、近いからって言って断ったの。でも、思った以上に風が強くて、何度も吹き飛ばされそうになっちゃったよ――プチ天変地異だよ！」

　大おお袈げ裟さなことを言うとなずなは、「わたしも先生に車で送ってもらえばよかったな……」と呟つぶやき、後ろで結んだリボンを解き、軽く首を振る。

　途端、解かれた髪の毛先から小さな雫しずくがぽたぽたとこぼれ落ちた。

「タオル持ってきてやるから、ちょっと待ってろ」

　そう言うと、オレはなずなに背を向け、脱衣所からタオルを持って玄関に戻ってくる。そして、なずなの頭に手を伸ばし、タオルで髪の毛を拭ふいてやる。

　すると、なずなは嬉うれしげに口元を緩めた。

「えへへ、お兄ちゃ～ん」

「――抱きつくなよ？　濡れるからな」

　両手を広げたなずなに牽けん制せいするように言う。すると、なずなはピタリと動きを止め、小さく頬ほおを膨らませた。

「お兄ちゃん、冷たいよ」

「クールだからな」

「でも、心はホット！」

「よくご存知で」

　言いながら撫なでるように優しく髪の毛を拭いてやると、なずなは気持ち良さそうに目を細めた。その仕草はどこか猫に似ていて、微笑ほほえみを誘う。そして、オレはタオル越しになずなの頭を軽く撫でて言った。

「うむ、これでもう水は垂れないな。なずな、今度はシャワーを浴びてこい」

「……もうおしまい？」

「延長には別料金が必要となります」

　名残惜しそうな顔をするなずなに、オレはきっぱり告げるものの、

「おいくらですか？」

　なずなは笑顔でサイフを取り出そうとする。

「こらこら、バカ言ってないで早くシャワーを浴びてこい。風か邪ぜ引くぞ？」

　わっしゃわっしゃと髪の毛をかき回し、頭を鳥の巣にしてやると、なずなは「うぁああ～」と嬉うれしそうに悲鳴をあげてオレの手から逃れ、脱衣所へと向かって歩き出す。

　しかし、不意になずなは足を止めて振り返り、玄関に目を向けた。

「どうかしたか？」

　訊たずねると、なずなは少し不安そうな顔をしてぽつりと言った。

「……エルちゃん、大丈夫かな？」

「ん？　エルニ？」

　聞き返しながらオレは、自分のことを『神』とか言う、ちょっと残念な美少女、エルニのことを頭に思い浮かべる。

　そういえばあいつ、河原の橋の下でテント暮らしをしていたけど……大丈夫だろうか？

　オレはなずな同様玄関に目を向け、扉を開ける。

　瞬間、ビュンと物もの凄すごい勢いで風が家の中に入ってきた。頬ほおに強い風を受けながら、外に目をやると、どっかの店の大きな看板が天高く宙を舞っている姿が見えた。

　呆ぼう然ぜんとその様子を眺めたオレは、無言で玄関の扉を閉めて振り返り、口を開いた。

「これはないわ。さすがのエルニも、こんな日ぐらいはどこかに避難してるだろう」

「そ、そうだよね。あははは」

「はははは」

　なずなと一緒になって陽気に笑ってみたものの……なんか不安だ。

　背を向けたなずなも、「あとでエルちゃんにメールしてみよう」と、ちょっと真剣な声音でそう言い残し、脱衣所へと入っていった。

　オレはなずなの背中を見つめた後、玄関の鍵かぎを閉め、リビングに移動。窓から外の様子を眺めていたのだが、悲鳴のような風の音を聞いているうちに徐々に不安が募っていった。

「電話してみるか……」

　ズボンのポケットから携帯電話を取り出し、エルニに電話をかける。しかし、電話は一向に繋つながらず、留守番電話に転送されてしまう。

「……様子を見に行くか」

　どうにも胸騒ぎが止まらない。すると、ちょうど階段から降りてきたルナと鉢合わせた。

「あっ、忍しのぶさん。もしかして、いまなずなちゃんが帰って来ましたか？」

「おう、なずなならシャワーを浴びに行ったぞ？　雨に降られてびしょ濡ぬれだったからな」

「……そうだったんですか。ゲームに夢中になって気づきませんでした」

　残念そうな顔をするルナ。

　うむ、ルナは基本的に出迎えと見送りが好きな人だからな。

「まあ、こんな日もあるさ」

　ぽんと慰めるようにルナの肩を叩たたくと、オレはそのまま玄関に向かう。すると、すぐに背中からルナに声をかけられた。

「忍さんどこに行くんですか？　マキナが待ってますよ？」

「悪いが、マキナにはゲームはまた今度と伝えてくれ。ちょっと出掛けてくる」

「えっ？　出掛けるって……風も出てますし、危ないですよ？」

　心配そうなルナの声が聞こえてきたが、オレは答えず、黙って靴を履く。そして、

「あの、忍さん……」

　もう一度ルナに声をかけられたところで振り返り、ビシッと親指を立てて言った。

「――アイル・ビー・バック」

　ただこのセリフが言いたかっただけなのだが、ルナはうっとりした表情を浮かべていた。

「忍さん、格かつ好こいいです……」

　ふむ、意外にルナもノリがいいな。

　頬ほおがゆるむのを抑えながら傘を手に持ち、玄関の扉を開けて外に向かう。

　外では激しく雨が降っており、予想以上に風が強い。広げたビニール傘も強風に煽あおられ、ちょっと手を離した隙すきに風で吹き飛び……星になった。

　……なるほど、なずながプチ天変地異と言っただけのことはある。オレは星になった傘を見あげると、渦を巻くような風の音を聞きながら、エルニの家を目指して歩き出した。

　しかし、家を出てから数分と経たたないうちに全身がずぶ濡ぬれになり、オレは額にはりついた前髪をかきあげ、小さく嘆たん息そくする。

「エルニのやつ、避難してるといいんだけどな……」

　子供の頃ころは台風が来たら、不思議な高揚感を覚えたものだけど、いまはそんな気分にはなれそうにない。

　強雨と暴風に辟へき易えきしながら歩き続けていると、十字路の向こうからひとりの少女が肩から大きな旅行バッグをぶら下げてとぼとぼ歩いてくる姿が見えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　エルニだ。珍しいことにいつものツインテールではなく、輝く銀の髪をストレートに流しているものだから気づくのが遅れたが、距離が近づくと、フランス人形のように整った顔立ちに、宝石のような紅の瞳ひとみが確認できる。

「お～い、エルニ！」

　声をかけると、エルニが立ち止まり、視線をオレに向ける。

「忍しのぶ……」

　オレを認めると、エルニは不意に瞳を潤ませたかと思ったら、駆け寄ってきて……そのまま抱きついてきた。

「お、おい、どうした？」

　柔らかい身体の感触に動揺しつつ訊たずねると、エルニは泣き声混じりに叫んだ。

「忍ぅ！　わたしの家がなくなってしまった！」

「……え？」

　まさかのセリフに、意図せず自分の口から素すっ頓とん狂きような声がもれた。



　事情を訊きくと、どうやら台風の影響を受けてテントが強風で壊れ、吹き飛ばされてしまったようだ。エルニは涙ぐみながら説明を続ける。

「台風が来るのは夜中だって聞いてたから、今夜は忍の家に泊めてもらおうと思っていたのに。旅行バッグに荷物も詰めて準備も万端だったのに。今夜のパジャマパーティーに備えて、夜更かしできるようにお昼寝していただけなのに……」

　エルニが異変に気づいて飛び起き、旅行バッグを手に取って外に出た直後、テントは風で吹き飛ばされ、増水した川に落ち、そのまま流されていったらしい。

「大変だったな」

　そっとエルニの頭に手を伸ばす。

「だけどまあ、これからのことは心配するな。大丈夫だ」

　頭を撫なでながらオレは笑いかけてやる。

「エルニ、うちに来いよ。お前ひとりぐらい面倒みてやるからさ」

　行くあてがないようなら、しばらく家に置いてやろうと思ったのだが、さっきの泣きそうな表情はどこへやら。オレの言葉を受け、何な故ぜかエルニはぽっと頬ほおを赤く染めて言った。

「そんな、うちに嫁に来いだなんて……」

「じゃあな」

　冗談に付き合わず背を向ける。

　途端、後ろから「待ってくれ、忍しのぶぅ～！」と涙声に近いエルニの声が聞こえ、背中に、ふにぃと非常に柔らかいふたつの膨らみが押し当てられた。

　心拍数が上昇していくのを感じながらも、オレは小さくため息を吐いた。

「バカやってないで、早く行くぞ」

「うん、わたしと忍の愛の巣へ……」

「……帰ったら、庭に犬小屋作ってやるから、お前はそこで暮らしてくれ」

　ちょっときつめの冗談で返すものの、エルニはケロッとした顔で頷うなずいた。

「ふむ、それは番犬ということだな？　任せておけ忍！　南条家の自宅は、このマッドドッグが全力で警備するぞ！　いま流行の自宅警備員だ！」

「給料は骨でいいよな？」

「ガルルルゥ！」

　イヤなのか、可愛かわいらしい声をあげて威い嚇かくしてくるマッドドッグことエルニ。

　オレは苦笑をもらすと、暴風の中、エルニと冗談を言い合いながら家路を急いだ。
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「……やっと帰って来れたな」

　豪雨と暴風の中を歩いて少し疲れた。

　それはエルニも同じだろう。雨に打たれ、オレと同様に全身びしょ濡ぬれだ。

　このままではふたりとも風か邪ぜを引いてしまう。オレはエルニを連れて家に入る。

　すると、心配そうな顔をしたルナとマキナが玄関に立っていた。ふたりはオレの姿を認めると、ほっと胸を撫で下ろしたような表情を浮かべた。

「おかえりなさい、忍さん」

「もう、びしょ濡れじゃない。どこに行ってたのよ？」

「ただいま。ちょっと、エルニのところに行ってたんだよ」

「エルニちゃんですか？」

　ルナが聞き返すと、オレの背中からエルニが顔を出し、片手をあげて挨あい拶さつ。

「どうも、翼の折れたエンジェル――エルニです」

「相変わらず図ずう々ずうしいわね、あんた……」

　マキナが呆あきれたように言うものの、エルニは気にせず、ぽんとオレの肩を叩たたいて続けた。

「そして、こちらが水も滴したたるいい男です」

「ま、まあ、否定はしないわね」

　しないんだ。マキナの言葉にオレがちょっと驚いていると、エルニはコホンと咳せき払ばらい。

「さてお客さま、このいい男――こちらで召し上がりますか？　それともお持ち帰りでしょうか？」

「え？　それじゃあ持ち帰りで……」

　何な故ぜか乗り気のマキナ。それにエルニは怪しく笑って答えた。

「それではお客さま、お代金は百万円になります」

「わかったわ。じゃあカードで――って、そうじゃないでしょう！」

「そうですよ！」

　マキナが突っ込むと、同意するようにルナも頷うなずき、少し怒ったような顔をして続けた。

「忍しのぶさんが百万円だなんて安すぎます！」

「ええっ？　お、お姉さま？　突っ込むところはそこじゃないと思うんだけど……」

　申し訳なさそうにマキナが言うと、さすがのエルニも少し驚いた顔をして頷いた。

「そ、そうだな。ここは、わたしに忍を売る決定権があることに対しての突っ込みが欲しかったところなんだけど……」

　ふたりの言葉を受け、ルナは恥ずかしそうに視線を逸そらした。そして誤ご魔ま化かすように、そっと手に持ったタオルをオレに差し出してくる。

「し、忍さん。とりあえず、これで身体を拭ふいてください」

「おう。ありがとう」

　ルナは頬ほおを赤くしていたので、余計なことは言わず、オレはタオルを受け取り、濡ぬれた髪を拭く。するとその様子を見ていたエルニが、マキナへと手を向けて言った。

「マキナ、わたしにもタオルをくれ」

「……あんたの分は用意してないわよ。というか、なんであんたがここにいるのよ？　早く自分の小さな家に帰りなさい」

　マキナの冷たい言葉を受け、エルニは頬を膨らませた。そして、怒った様子でマキナに抱きつき、ぐりぐりと濡れた身体を押しつける。

「ちょ、ちょっと、あたしまで濡れるじゃない！　やめなさいよ！」

「神の怒り！　神の怒り！」

　珍しいことにご立腹のエルニ。

　まあ気持ちはわかる。自分の家をバカにされて悔しい上に、その家がなくなってしまったのだ。いまのはマキナが悪いな。

「忍しのぶ！　見てないでなんとかしてよ！」

「いや、お前は少し反省しろ」

　注意すると、マキナはショックを受けたような顔をした。

「……忍はこいつの味方なの？」

　そんな弱々しい声で訊きかれても困る。オレは慌てて説明した。

　エルニの家が台風で吹き飛ばされてしまったこと。エルニに行くあてがないようなら、しばらくうちに置いてやろうと思っていること。

　話を終えると、ルナは自分のことでもないのに悲しそうな顔をした。

「エルニちゃん、大変だったんですね」

「うん、大変だった。もう、わたしには忍の胸しか帰るところが残されていないんだ」

「ちょっと、忍の胸はだめよ。忍の胸はいつでも予約でいっぱいなんだからね！」

「そうだな」

　怒ったように言うマキナにそう返しつつ、オレは何気なくルナに目を向ける。すると、ルナはわりと真剣な顔をして訊いてきた。

「忍さん、まだ予約の受付はしていますか？」

「ん？　ルナなら予約しなくてもいいぞ。いますぐ提供するからな」

　そう言って軽く両手を広げると、エルニとマキナが手をあげて訊いてきた。

「忍、わたしは？」

「あたしは？」

「事務所に訊いてくれ」

　素っ気なく答えると、ふたりにポカポカ叩たたかれた。けっこう痛い……。

　オレはふたりから逃げるように離れて、エルニに目を向ける。

「さて、バカやってないでシャワー浴びてこいよ」

「あっ、そうですね。お風ふ呂ろも沸かしておきましたから、温まってください」

　うむ、ルナはいいお嫁さんになれそうである。オレはぽんとエルニの頭に手を置く。

「それじゃあ、ほら、風呂に入ってこい」

「……でも、忍だって雨で濡ぬれてるぞ？　忍が先に入ったらどうだ？」

「オレはいいから先に入れ。風か邪ぜ引くぞ？」

　軽く頭を撫なでてやると、エルニは胸を張って答えた。

「バカは風邪引かないから大丈夫だ。忍が先でいい」

「おお、そうか」

　その一言には妙な説得力があり、思わず納得してしまったオレは、エルニに背中を押されて脱衣所へと向かい、風呂場に入って温かいシャワーを浴びるものの、

「……ちょっと待て。男としてこの選択はどうなのだ？」

　ふと気づいて首を捻ひねる。

　エルニに勧められるまま風ふ呂ろに入ってしまったが、ここは無む理り矢や理りにでも女の子に先を譲るべきだったのではないか？

「失敗したな……」

　シャワーを止めて小さくため息を吐く。

「さっさとあがろう」

　そう呟つぶやき、身体を洗おうとボディソープに手を伸ばしたところで、

「忍しのぶ～、入るぞ～」

　突然、風呂場のドアの方からエルニの陽気な声が聞こえてきた。

　驚いて振り向くと、ドアのところに細いシルエットが浮かんでいた。

「え？　ちょ、ちょっと……」

　慌ててタオルを腰に巻き、制止の声をあげようとするものの間に合わず、ドアが開き、エルニが姿を現した。

　目に飛び込んでくるのは、雪のように真まっ白しろな肌。ほっそりとした華きや奢しやな手脚。バスタオルから覗のぞくしなやかな太もも。

　バスタオルを胸に巻いたエルニは、目を見開くオレに近づき、笑顔で言った。

「忍、泊めてくれるお礼に背中を流しに来たぞ！」

「い、いや、いい、結構だ。オレの後ろに立つな！」

　バクンバクンと高鳴る心臓の音を聞きながら、エルニから目を逸そらして後ずさっていると、脱衣所から物音が聞こえてきて、不意にドアが開く。そして、

「ちょっと、忍が入ってるのに、なんであんたが入るのよ！」

　エルニと同じようにバスタオルを胸に巻いたマキナが風呂場に入って来た。

　身体に巻いたバスタオルからは、柔らかそうな胸の谷間がはみ出しており、色っぽい太ももが顔を覗かせていた。マキナはオレと目が合うとわずかに頬ほおを上気させたが、すぐに視線を逸らし、睨にらむようにエルニを見た。

「いつの間にかリビングから姿を消したから、怪しいと思って来てみたら……どうしてこんなところにいるのよ？」

　どこか威圧的に訊たずねるマキナだったが、エルニは動じた様子なくにっこり笑う。

「忍が助けてくれて嬉うれしかったから、お礼に背中を流しに来たんだ」

　そう答えると、今度はエルニが首を傾かしげてマキナに訊ねた。

「そういうマキナは、どうしてここに？」

「あ、あたしは、あんたのせいで服が濡ぬれたから、風か邪ぜを引いたら困ると思って、シャワーを浴びに来たのよ。ま、まあ、そのついでに忍の背中を流してあげてもいいかなとは思ったけど……」

　頬ほおを赤くして、チラリチラリとオレを盗み見るマキナ。それにエルニは納得したように頷うなずいた。

「ふむ、そうだったのか。……でも、わたしがいるから大丈夫だぞ？　だから、マキナは先にシャワーを浴びて身体を温めるといい」

「……いえ、あんただとなんか不安だわ。忍しのぶの背中はあたしが流すから、あんたがシャワーを浴びてお風ふ呂ろに入ってなさい」

「むう、わたしだってやればできるんだぞ？　マキナこそお風呂に入っているといい。忍の背中はわたしが流す」

「そんなのだめよ。あたしがやるわよ！」

「いいや、わたしだ！」

「あたしよ！」

　ふたりは徐々に声のボリュームをあげていく。このまま風ふ呂ろ場ばでヒートアップされても目のやり場に困る。オレはおそるおそるふたりに声をかけた。

「ふ、ふたりとも、少し落ち着いたらどうだ？」

　柔らかい口調で注意すると、突然、マキナがビシッとオレを指差した。

「それじゃあ、どっちに背中を流してもらうか忍に決めてもらいましょうよ！　それなら文句ないでしょう？」

「うん、そうだな。忍、どっちがいい？」

「あたしよね？　忍が望むなら……踏んであげてもいいわよ？」

「なら、わたしはスクール水着を着てくる！」

　色っぽく微笑ほほえむマキナに、エンジェルスマイルを浮かべるエルニ。

　どちらも選ばないという選択肢はなさそうだ。オレはふたりから目を逸そらして答えた。

「……じゃんけんで決めるってのは、どうかな？」

　平和的な解決法を提示してみた。

　すると、意外にもふたりは素直に頷く。

「それじゃあじゃんけんね。言っておくけど、あたしは最初に『チョキ』を出すわよ？」

「こ、こら！　心理戦なんて卑ひ怯きようだぞ！　わたしはそういうのが苦手なんだ！」

　妖あやしく笑うマキナに、焦り出すエルニ。

　エルニは必死な様子で出す手を考えはじめたが、マキナがそれを許さず口を開く。

「それじゃあ、いくわよ」

「むうぅ、マキナの卑ひ怯きよう者もの！」

　そこでふたりは『最初はグー』の掛け声のあと、『じゃんけんぽん！』と勝負。

　結果、マキナが『グー』で、エルニが『パー』。エルニの勝利である。

　マキナはエルニの『パー』の手を見て、驚きに目を見開いて叫んだ。

「ちょっとなんでよ！　あたしがチョキを出すって言ったんだから、あんたはあたしの考えの裏をかいて、チョキを出すはずでしょう？」

「……わたしも何な故ぜ自分がパーを出したのか、よくわからない」

「あんたの頭がパーだからよ！　バカ！」

　エルニが不思議そうに首を傾かしげると、マキナは悔しげに叫び、肩を落として浴よく槽そうの縁に腰を降ろす。

　すると、エルニは涙目でオレに視線を向けた。

「……忍しのぶ、マキナがひどいことを言った」

「そうか？　なかなかうまいことを言ったと思うぞ？」

「うまくなんかない！　いいから、忍はここに座ってくれ」

「お、おう……」

　流れ的に逃げ出すことはできそうになかったので、観念してオレはエルニに言われた通り風ふ呂ろ椅い子すに腰を降ろす。

　エルニはオレの真横でタイルに膝ひざをつき、スポンジにボディソープを付けているが、オレの位置からは綺き麗れいな首筋と鎖さ骨こつのラインが視界に入り、バスタオル越しの小さな胸の膨らみもよく見えてしまう。

　綺麗だなと思った瞬間、エルニと目が合った。

「なんだ？」

「い、いや、なにも……」

　微笑ほほえむエルニからオレが目を逸そらすと、マキナが不満げに「エッチ」と呟つぶやいた。

　否定したかったが、言い訳にしかならないだろう。オレは開きかけた口を閉じた。するとエルニがオレの背中に回り、ぽんと肩に手をおく。

　肩に感じる温かい体温。どうして肌と肌が触れ合うとこんなに温かくて心地よく、こんなにもドキドキするのか。

「それじゃあ、洗うぞ？」

　そう言ってエルニがスポンジを使ってオレの背中を洗ってくれるのだが、スポンジを掴つかむエルニの指先が身体に触れるだけで、何故だか胸が高鳴る。

「忍、気持ちいいか？」

「……あ、ああ」

　動揺が隠せず、無口になってしまう。すると、エルニは「そうか」と嬉うれしそうな声をもらすものの、不意に手を休めて言った。

「……それにしても、忍は思った以上に筋肉があるな。それによく見ると、身体のあちこちに傷跡があるじゃないか。どうしたんだ、これ？」

　右肩あたりをエルニが指でなぞりながら訊きいてくる。

　くすぐったい感触を覚えながらオレは答えた。

「そこの傷は確か、爺じいちゃんが投げた棒ぼう手しゆ裏り剣けんで抉えぐられた場所だな」

　当時のことを思い出していると、不意にマキナが不機嫌そうな顔をして立ちあがる。

「もう、背中を流すだけで、どれだけ時間が掛かってるのよ」

　マキナはオレたちを見下ろし、続けた。

「仕方がないから、あたしも手伝ってあげるわ」

「むっ、じゃんけんに勝ったのはわたしだぞ？　背中はわたしが洗うんだ」

　エルニが眉まゆを寄せると、マキナは不敵に笑って答えた。

「ええ、あんたは好きなだけ背中を洗ってなさい。だけど――胸はあたしが洗うわ！」

「……は？」

　思わず、自分の口から間の抜けた声がもれた。しかしマキナはそんなオレに構わず、わずかに頬ほおを赤くして、ボディソープを掴つかんでオレの目の前で膝ひざをつく。

　途端、大きな胸が揺れた。視線を落とすと、見事な胸の谷間が目に飛び込んでくる。

「ちょっと待ってなさいよ……」

　どこか楽しげに言いながら、マキナはボディソープを自分の掌てのひらに付けて泡立てる。スポンジはエルニが使っていて余りがないとはいえ、まさか、手を使って洗うつもりなのか？

　戸惑いながらマキナを眺めていると、予感的中。マキナはゆっくりと手を伸ばし、そっとオレの胸に触れる。

　それだけで心拍数が急上昇した。

　マキナはそこですっとオレの胸きよう骨こつあたりに手を移動させ、少しだけ顔を曇らせる。

「……やっぱり、傷跡残っちゃったわね」

　オレの胸の傷跡を見て、悲しげにマキナはそう言う。

　胸に走る刀傷は、マキナを庇かばった際に負ったものだ。

　オレ自身気にしてはいないのだが、マキナはそうではないらしい。

「もう、痛くない？」

　そっと撫なでるように優しく、胸の傷跡をなぞりながら上目遣いで訊たずねてくるマキナ。

　そんな些さ細さいなことで、どうしてか背筋が痺しびれるような感覚を覚えた。

「へ、平気だから気にしなくてもいいぞ？」

　若干上うわ擦ずった声でそう返すと、マキナは安心したように笑い、両手を伸ばしてオレの胸をゆっくりと撫でるように手で洗う。首筋、鎖さ骨こつ、胸板、腹部にマキナの手が伸びるたびに、自分の頬が熱くなっていくのがわかる。

　その上、マキナが腕を動かすと、ふたつの大きなふくらみが存在を主張するように、むにゅむにゅ揺れるのだ。ふわふわ揺れるのだ。時折、ぷるんとするのだ。胸の深い谷間の影が広くなったり狭くなったりと、大忙しである。

「忍しのぶ……脚も洗いましょうか？」

　オレの太ももに手を乗せ、からかうように色っぽく微笑ほほえむマキナ。

　さすがにそれは色々とまずい。

　後ろではエルニが、背中の次はオレの腕に手を伸ばして洗ってくるし。エルニは鼻はな唄うた混じりで機嫌良さげだが、背中に胸が当たっている。バスタオル越しだけど、非常に柔らかい控え目な膨らみ。ぷにぷにである。後ろはぷにぷに、前はぷるんぷるんである。

　……これはいかん。オレは無言で立ちあがり、片手をあげてふたりに背を向ける。

「それじゃあ、そういうことで……」

「え？　どこに行くのよ？」

「――時が来た。それだけだ」

　戸惑ったようなマキナの声に、適当なことを言って誤ご魔ま化かすと、オレは風ふ呂ろ場ばの扉に向かおうとした。しかしそれは叶かなわず、がしっと両手を掴つかまれた。

「忍、ちゃんと温まらないと風か邪ぜを引くぞ？」

「そうよ。大人おとなしくお風ふ呂ろに入ってなさい」

　右手はエルニに奪われ、左手もマキナに奪われてしまった。ふたりの手を振り払うこともできず、エルニとマキナに背中を押されるまま、ふたりから背を向けるようにして湯船に浸つかるオレ。先客は湯船に浮かんでいたアヒルの玩具おもちや。

「忍、ちゃんと肩まで浸かって百数えなさいよ？」

　なんという子供扱い。お前はオレのお母さんか。からかうような口調のマキナに、文句のひとつでも言ってやろうと振り向いた途端、目の前に広がるは肌色の世界。

　身体を洗うためだろう。エルニはバスタオルを解いており、一いつ糸し纏まとわぬ姿。白はく磁じのような肌。慎つつましやかな胸。小さなお臍へそが目に飛び込んできて、オレは慌てて視線を逸そらす。

　しかし、視線を逸らした先にはマキナ。彼女はオレの視線に気づいていないのか、バスタオルに手を伸ばし、躊ちゆう躇ちよなくそれを解いてしまう。

　瞬間、自らの威容を主張するように、豊かな双胸が大きく揺れる。それと同時に、くびれた腰や、すらっとした脚線美も見えてしまい、すぐさまオレはふたりから背を向け、湯船に口まで浸かる。

　あのふたり、無防備にもほどがあるだろう。

　さきほど見たエルニとマキナの裸身が頭から離れず、ひとり悶もん々もんとしていると、そのふたりは浴よく槽そうにオレがいることを忘れているのか、キャッキャッと騒いでいる。

「マキナは胸が大きいな……」

「あんたも肌綺き麗れいじゃない――って、やぁん。ちょっと、勝手に触らないでよ。この……」

「ぁああっ……む、むうっ、お返しだ」

「だ、だめよ。んあっ……」

　ふたりは一体なにをやっているんだ？

　背中の向こうから色っぽい声が聞こえてきて、非常に落ち着かない。ふたりがなにをしているのか、かなり気になる。しかし、覗のぞき見るわけにもいかないだろう。

　再びひとりで悶もん々もんとしていると、不意にマキナが声を荒らげた。

「もう、いい加減にしなさいよ！」

「痛い！　……ひどいじゃないか。なにも頭を叩たたくことはないだろう？」

「うるさいわよこのバカ！　気安く触らないで！　あたしの身体を触っていいのは、あたしとお姉さまと忍しのぶとなずなとそれから……」

「エルニ」

「そう、エルニね。忍と一緒でちゃんとお願いしたら触らせてあげてもいいけど――って、違うわよ！　あんたはダメよ！　手を伸ばさないでよ！」

「痛い！　またマキナが叩いた！　どうしてすぐに手をあげるんだ！」

　……んん？　なにやら雲行きが怪しくなってないか？　そんなことを考えていると、バタバタとエルニとマキナが騒ぐ音が聞こえ、

「うわぁあああ！　冷たい！　なにをするんだ！」

　シャワーの音が響いたかと思ったら、エルニが悲鳴をあげた。おそらく、マキナが冷水をエルニに浴びせかけているのだろうが……本当になにやってんだ、あいつら。

　思わず呆あきれていると、今度はマキナが悲鳴をあげた。

「きゃあああ！　ちょっとやめてよ。抱きつかないで！　冷たい！　冷たいわよ！　いやぁああん！　やめ、やめてぇ……」

「マキナこそシャワーを止め、ひゃあああん！」

　な、なんで、そんな艶つやのある声をもらすんだ、あのふたりは。ドキドキしながらもオレはコホンと咳せき払ばらい。

「ふたりとも風か邪ぜを引くぞ？　もうやめたらどうだ？」

　背中を向けたまま控え目に提案するものの、ふたりはオレの声が聞こえていないようだ。シャワーは止まらず、ふたりの声がまるで嬌きよう声せいのように風ふ呂ろ場ばに響く。

　なんでこんなに恥ずかしいんだろう。オレはそっと両耳を塞ふさぎ、ふたりの声を遮断した。

　……しばらくすると、不意に、左右から長い脚が伸びて湯船に入って来た。

　え？　ちょっと待ってくれ。なんでふたり同時に入ってくるんだよ。

　身体を洗っているときにでも纏まとめたのか、マキナは髪をアップにしており、またエルニは髪を下ろしていて、ふたりともいつもと雰囲気が違って非常に色っぽい。

　オレは混乱した。左肩にエルニの肩が、右肩にマキナの肩が触れ、浴よく槽そうから湯が溢あふれ出る。ふたりは湯船に浸つかると、それぞれ色っぽい吐息をもらす。その上、ふたりの身体を隠しているのは小さなタオルのみ。

　そんな布切れだけでは隠しきれるはずもない。半透明の湯から覗のぞく、エルニの張りのありそうな眩まぶしい太もも。そして、タオルからはみ出ている、弾力ありそうなマキナの横乳。

　大事なところは見えてはいないのだが、この恥ずかしさに耐えられそうにない。

　オレは黙ったままそっと腰を浮かそうとするものの、

「ちょっと、まだだめよ忍しのぶ。ちゃんと温まってからにしなさい」

「そうだぞ忍。まだ入ったばかりじゃないか」

　マキナとエルニはオレの両腕を掴つかみ、そのまま湯船に引き戻す。

　こうしてオレの逃走は失敗に終わり、状況はさらに悪化した。

「それにしても狭いわね。あんた、ちょっと詰めてよ」

「むう、わたしだって狭いんだぞ？　マキナこそ詰めてくれ」

　ふたりは身体の向きを変え、オレを挟んで互いに押し合いをはじめる。

　右腕にはたわわに実った水すい蜜みつ桃とう。左腕にはぷにぷにのマシュマロ。

　それらが両の二の腕に押し当てられ、さらに、マキナの綺き麗れいな顔とエルニの愛らしい顔が間近に迫り、頭が真まっ白しろになった。

　これは本当にやばい。オレは勢いよく立ちあがった。

「……あがる。色々ともう無理だ。誰だれがなんと言おうとオレはあがるぞ！」

　声高らかに宣言したところで――プツンという音が響き、いきなり浴室が暗くら闇やみに包まれた。停電である。これ幸いとオレは暗がりに乗じて逃げ出そうとしたのだが、

「うわっ、なんだなんだ？」

　左隣から焦ったようなエルニの声と共に、腰に体当たりをくらったかのような衝撃を受けた。おそらく、エルニが立ちあがろうとした際にオレにぶつかったのだろう。

　暗いから仕方がないとはいえ、驚いたオレは足を滑らせ、体勢を崩し、ザバンと音を立てて……なにか非常に柔らかい物体に頭から突っ込んだ。

　可愛かわいらしい「きゃあ」という悲鳴。ふよんと両頬に感じるなんとも言えない柔らかさと弾力感。そして甘い匂におい。それだけでも色々と限界なのに、背中に感じるこれまた筆舌に尽くし難いふたつの柔らかい物体。

　まさか、マキナとエルニにサンドイッチにされている……？

　頭にそんな考えがよぎったところで、パッと電気が点つくような音が響き、周囲が明るくなったような感覚があるが、オレの視界は真っ暗である。

「もう、早く忍から離れなさいよ、あんた。忍が身動き取れないじゃないの」

　頭の上からマキナの怒ったような声。

　やはり、ふたりにサンドイッチにされているようだが……息ができない。背中からエルニに体重をかけられ、顔がマキナの大きな両胸にすっぽり埋もれてしまい、呼吸が怪しい。

　事故だとわかっているのか、マキナはオレの肩に手を乗せているだけで、怒って押しのけたりはしない。

　それは良かったのだけど、苦しい。胸の感触は気持ち良かったりするのだが、やはり息苦しい。そろそろ空気が恋しくなってきた。

　エルニのやつ、早いとこどいてくれないかな。

　胸中でそんなことを考えていると、不意に脱衣所から物音が聞こえてきた。そして、

「忍しのぶさん、お着替え持って来ましたよ」

　ルナの優しい声が響く。

「さっきは停電でびっくりしましたね。忍さん、大丈夫でし……あ、あら？　これはエルニちゃんとマキナの服……？」

　――やばい。誤解される。絶対に誤解される。

「エ、エルニ、早くどけ。どいてくれ！」

「……忍って、背中大きいな」

「なに呑のん気きなこと言ってんだよ！　いいから離れてくれ！」

　この状況をルナに見られたら色々と終わってしまう。オレがマキナの胸の中でもがくと、

「やぁん。し、忍。胸の中で暴れちゃ……ひゃあん、だ、だめよ……」

　マキナが艶つやのある声をもらし、事態は悪化した。

　途端、ルナが脱衣所から驚いたような声をあげる。

「ええっ？　む、胸の中で暴れる……？　ま、まさか、忍さんとマキナは……」

　さぁーっと血の気が引いていく中、ルナは悲しげな声をあげた。

「お、おじゃましました～！」

「待ってくれルナ！　誤解だ！　勘違いするな！」

　無む理り矢や理りにエルニとマキナの間から抜け出し、オレは慌てて風ふ呂ろ場ばの扉を開ける。

　すると、脱衣所の扉に手を掛けていたルナが振り返り、

「きゃ、きゃあああああ！」

　いきなり悲鳴をあげた。

「な、なんだ？　どうした？」

　首を傾かしげて近づくと、ルナは頭から湯気が出るんじゃないかと思うほど顔を真まっ赤かにし、激しく目を泳がせ、壁に背を預けながら口を開いた。

「あ、あの、忍さん、え、えっと、私はどうすればいいんでしょうか？　私も脱げばいいんでしょうか？　そういう意味なんでしょうか？」

　混乱しているのか、早口でよくわからないことを言うルナ。真っ赤になりながらも、妙に真剣な顔をしているのが不思議だった。

　なにをそんなに慌てているのだろう？

　再び首を傾かしげると、後ろから「忍しのぶ！　忍！」と慌てたようなエルニの声。

「ん？」

　ゆっくりと振り返ると、珍しいことにエルニもルナみたいに真まっ赤かになって、「これ！」と手に掲げたタオルを指差す。

　うむ、あのタオルは確か、オレが腰に巻いていた――って、ちょっと待て。

　すべてを理解した瞬間、不意にルナと目が合った。

「えっと、あの、私、なにも見て……ひゃあ！」

　オレから目を逸そらし、視線を落とした途端、ルナは高い声をあげる。

「ご、ごめんなさい、見ちゃいました！　でも忘れます！　忘れますから！」

　そう叫ぶと、ルナは真っ赤な顔のまま脱衣所を飛び出して行った。

　……なんだろう。すごく恥ずかしい。顔から火が出そうだ。

　脱衣所に置いてあったバスタオルを腰に巻いて振り返ると、マキナとエルニはルナ同様、耳まで真っ赤にしてオレから目を逸らしていた……。
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　風ふ呂ろあがり。オレとエルニとマキナはリビングのソファーに座り、晩ご飯ができるまでテレビを見て時間を潰つぶしていた。

　テレビでは心霊番組の特集をやっており、出演者たちが自分の恐怖体験を語っている。

　はじめは退屈しのぎで見ていたものの、聞いているうちに話に引き込まれ、黙ってテレビを見つめていたのだが、不意にピッという音が響き、チャンネルが変わってしまう。

「おいおい、マキナ。いいところだったんだから、チャンネルを変えないでくれよ」

　リモコンを持ったマキナに愚ぐ痴ちるように言う。

　すると、マキナはどこか焦ったような顔をして答えた。

「み、見たい番組があるのよ……」

「そうか。録画しといてやるから、早くチャンネルを戻してくれ」

「だ、だめよ。いまこの瞬間に見たいのよ。リアルタイムで楽しみたいのよ。番組の視聴率に貢献したいのよ！」

「……ニュース番組にそこまで情熱を燃やしているのか、お前は？」

　オレが呆あきれながら突っ込むと、マキナの対面に座っていたエルニが陽気に訊たずねた。

「もしかして、マキナは幽霊が怖いのか？」

　途端、マキナの頬ほおが赤く染まる。

「バ、バカにしないでよ！」

　大きな声で否定すると、マキナは誤ご魔ま化かすように脚を組んで胸を反らす。

「こ、この、あたしが幽霊なんて怖がるわけないでしょう？　お化けだの、呪のろいだの、あれはみんな、うろたえた女子供の目の錯覚よ。幽霊なんてこの世に存在しないわよ！」

　強がってはいるものの、マキナは頬ほおをわずかに引きつらせていた。

　というか、女子供の目の錯覚って……お前、女の子じゃないか。

　言いたいことは色々とあったが、早く番組の続きが見たい。オレはそっとマキナからリモコンを奪い返し、チャンネルを戻す。

「ちょ、ちょっと、忍しのぶ？」

「怖くないなら平気だろ？」

「もちろん、へ、平気よ……？」

　確認するように訊きくと、不安げな顔で頷うなずくマキナ。

　ふむ、本人が大丈夫だと言っているのだから問題ないだろう。オレはテレビ画面に視線を戻し、話に耳を傾ける。

　と、そこで不意に、エルニが腰をあげた。そして、すっとオレが座っているソファーに移動すると、そのまま隣に腰を降ろす。

「ん？　どうした？」

　不思議に思って訊たずねると、何な故ぜかエルニはどこか青い顔をして、オレの手をぎゅっと握って答えた。

「……ぬ、ぬくもりが欲しい年とし頃ごろなんだ」

「複雑な年頃なんだな」

　小さく温かいエルニの手の感触に少しドキドキしながら、テレビに視線を戻そうとしたら、今度はマキナが動いた。

　マキナはエルニ同様、オレの隣に腰を降ろす。そして、やはり青白い顔をして、ぎゅっと腕にしがみつき、オレが口を開くより早く、誤魔化すように叫んだ。

「ク、クッションがないから、忍がクッション代わりよ！」

「いや、クッションならそこにあるけど……？」

　床下に転がるなずな用の猫柄のクッションを顎あごで示すものの、

「忍がいいのよ！」

　何故か怒られてしまった。

　ため息をついて今度こそテレビに視線を戻すが、左手はエルニの小さな手に握られ、右腕にはマキナの豊満な水すい蜜みつ桃とうを押し当てられ、なんだか落ち着かない。

　というか、ふたりとも幽霊が怖いんだな。

　エルニは「うわぁ……」と、か細い悲鳴をあげ、マキナはカチカチと歯を鳴らして、さらに強くオレの腕にしがみついてくる。

「そんなに怖いなら、チャンネルを変えようか？」

　助け舟を出すようにそう提案するものの、エルニとマキナは同時に首を横に振った。

「か、神は怖いながらも楽しんでいるから、平気だ」

「あ、あたしは怖くないから大丈夫よ。むしろ、楽しんでいるわね。あはははは！」

　小さくぷるぷる震えるエルニに、明らかに無理をした顔で乾いた笑い声をあげるマキナ。

　オレは「ふむ」と頷うなずくと、試しに窓を指差し言ってみた。

「おっ、窓の外に血ち塗まみれの女が立って――」

「うわぁああああ！」

「いやぁああああ！」

　オレの言葉が終わらないうちに、大きな悲鳴をあげるエルニとマキナ。

　……うむ。悪いとは思うが、ちょっと面白い。

　真まっ青さおな顔で慌てるふたりがなんだか可愛かわいくて、オレは真面目まじめな顔をして続けた。

「……おいおい、今度はリビングのドアから包ほう丁ちようを持った男の幽霊が現れたぞ？」

「怖いぃいいいいっ！」

「もうやだぁあああ！」

「ふむ、残念ながらイヤでも出てくるんだから仕方がない。おっと、今度はダイニングから金髪お姉さんが現れたぞ？」

　ちょうど、ルナが「ご飯ですよ」と笑顔を見せたので指を差してみた。瞬間、



「「きゃああああああああ！」」



　ルナを見たエルニとマキナは、見事なハモリをみせて絶叫した。

　ふたりの様子にショックを受けたのか、ルナはじわっと瞳ひとみに涙をためる。

　エルニとマキナはそれに気づかず、頭を抱えて床にうずくまり、怖がっていた。

「……忍しのぶさん、私ってそんなに怖いですか？」

「いや、このふたりのことは気にするな。心霊番組を見てちょっと動揺してるだけだよ」

「あっ、そうだったんですか」

　ほっと安心した表情を浮かべて近づいてくるルナだったが、それを見た途端、エルニとマキナは悲鳴をあげてリビングを飛び出して行った。

　……どれだけ怖がってんだよ、あいつらは。

「し、忍さん……」

「待て、早合点するな。ふたりとも動揺してただけだ」

　瞳を潤ませはじめたルナに慌ててフォローをする。

「あのふたりもバカだよな。こんなに可愛い女性をお化けと間違えるだなんて……。うむ、よっぽど心霊番組が怖かったとみえる」

　言いながらルナに目を向ける。すると、ルナは戸惑ったような表情を浮かべていた。

「あの忍しのぶさん、『可愛かわいい女性』って……私ですか？」

「ん？　ルナ以外にいないだろう」

　さらっと答えたオレだったが……ちょっと待て。よく考えればけっこう恥ずかしいこと言ってないか、オレ？　頬ほおが熱くなるのを感じていると、

「忍さん……」

　ルナは潤んだ瞳ひとみのまま、こちらがドキッとするような微笑ほほえみを浮かべたかと思ったら、いきなり抱きついてきた。

　しかも、オレがソファーに座っていたため、いつもの身長差はなくなり、顔面にメロンのように大きな双胸を押し当てられてしまった。

　ルナは上機嫌な様子でオレの後頭部を両手で抱き寄せ、ぽよんぽよんと張りのある両の胸を押しつけてくる。両頬どころか顔全体に感じる柔らかさと温ぬくもり。唯一の難点は、ほとんど呼吸ができないことだろうか。

　オレを抱きしめながら、ルナは耳元で囁ささやくように言った。

「あの、忍さんも格かつ好こいいですよ」

　……なんだろう。その言葉はすごく嬉うれしかった。

　ルナの胸で窒息するかとも思ったのだが、それはそれでいいんじゃないだろうか、などと一瞬考えてしまうほどだった……。
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　夜、時計が二十三時半を回った頃ころ。不意に部屋の扉がノックされた。

　誰だれだこんな時間に。首を傾かしげていると、扉の向こうから怪しげな女の声が聞こえてきた。

「すみませ～ん、エルニ新聞で～す。南なん条じようさん、うちの新聞に切り替えませんか？　いまなら、サービスでわたしのキスがついてきますよ？」

「そんなものはいりません。とっとと帰ってください」

　にべもなく断ると、ガチャッと扉を開けてエルニが顔を出す。

「そんなこと言わず、ね？　お願いしますよ」

　言いながらこそこそとエルニはオレの部屋に入り、きょろきょろとあたりを見渡したあと、忍び足でオレのベッドに近づき、布団ふとんの中に入る。そして、ツインテールを解いて髪をストレートに流すと、服の中から黄色のナイトキャップを取り出し、頭に被る。

「――これでよし」

「いや、よくねえよ。なにしてんだよ、お前は」

　エルニの頭に軽くチョップを落とし、そのままナイトキャップを奪って頭に被ってみる。

「こら返せ。わたしは寝るときはいつもそれを被るんだ」

「そうか。だがここで寝るな」

「……その帽子を貸してあげるから、ここに置いてくれないか？」

　オレは自分の頭からナイトキャップを外すと、エルニに装着させ、「帰りなさい」と部屋のドアを指差す。しかし、エルニはオレのベッドから一歩も動かない。

「いいじゃないか、忍しのぶ。わたしのことは家具だと思ってくれたらいい。きっと役に立つ」

「……なんの役に立つんだ？　αアルフア波でも出してくれるのか？」

「ううん、酸素を吸って二酸化炭素を出す。きっとこれが温暖化の元凶」

「迷惑な奴やつだな」

「うん、人は生まれながらに罪深いのだ。でも安心してくれ。わたしはスポットライトを浴びたら光合成するからな」

「すごいなお前。よし、そんな自給自足ができるのなら、今度からお前の飯は光と二酸化炭素だけで充分だな」

「そ、そればかりはお許しを～！」

　笑顔で言うと、エルニはわりと真剣な顔で謝ってきた。

　オレは小さくため息を吐くと、エルニの頭に手を乗せる。

「それで、なんでオレの部屋に来たんだ？　女の子同士でパジャマパーティーするんじゃなかったのか？」

　数時間前、楽しげに「パジャマパーティーだ！」と笑って、なずなの部屋に向かって行ったエルニの姿を思い出す。

　確か、ルナとマキナも参加していたはずだけど……。

「なんでこっちに来たんだ？　みんなにバカとか言われていじめられたのか？」

「そんなこと言うのはマキナだけだ。なずにゃんとルナは一緒に遊んでくれた。だけど、なずにゃんがウトウトしだしたから、それでパーティーはお開きになってしまったんだ」

　エルニは寂しそうな顔をして続ける。

「わたしはお昼寝したから眠くないのに、ルナもマキナも自分の部屋に戻って行くし、なずにゃんはわたしを置いてひとりで寝てしまうし、目を閉じると、テレビで見た幽霊の姿が頭に浮かんでくるしで……不安だったんだ」

「なんだ、じゃあ一緒に寝るか？」

「うん、一緒に寝る」

　冗談で、からかうように訊きいたものの、エルニは笑顔で即答。オレの枕に頬ほおを預け、すっと目を閉じる。その姿は反則的なまでに可愛かわいかったのだけど……これは困った。軽く頭をかき、どうしたものかと思案していると、不意に部屋の扉がノックされた。

「……忍、まだ起きてる？」

　窺うかがうようなマキナの声。

「起きてるけど……どうした？」

　扉越しに声をかけると、ドアノブが回り、そっとマキナが顔を覗のぞかせる。

　マキナはどこか不安そうな表情で、胸に枕まくらを抱えて部屋に入ってくる。そして、エルニと同じようにきょろきょろとあたりを見渡し、オレのベッドに近づくが、

「ちょっと、なんであんたがここにいるのよ！」

　オレの枕に頬ほおを載せているエルニに気づき、怒鳴り声をあげるマキナ。

　対して、エルニはにっこり笑って答えた。

「わたしと忍しのぶは仲良しだからな、一緒に寝るんだ」

　どこか自慢げにエルニが言った瞬間、マキナが動いた。

　マキナはエルニに近づき、胸に抱えた枕をだんと両手でベッドに置き、叫ぶ。

「あんたよりあたしの方が忍と仲いいわよ！　それに、そこはあたしの場所よ！」

　いえ、そこはオレの寝ね床どこです。

　一瞬、否定の言葉が喉のどから出かかったが、余計なことは言わない方がいいかも知れない。

　マキナはなんだかピリピリしているし、エルニもどうしてか、むむっと眉まゆを寄せている。

「ここは忍のベッドで、マキナの場所じゃないぞ？　それに、わたしはマキナに負けないくらい忍と仲良しだ。だから一緒に寝る。マキナは幽霊が怖くないんだから、ひとりでも平気じゃないか。わたしは怖いからここにいる。マキナは部屋に戻るといい」

「あ、あたしは別に怖くないけど、忍が怖がっているかも知れないと思って、来てあげたのよ。忍は照れ屋だから、自分の口から『怖い』なんて言わないだろうけど、本当は怯おびえているはずよ。ね、忍？」

「……お化けだの、呪のろいだの、あれはみんな、うろたえた女子供の目の錯覚だ。幽霊なんてこの世に存在しない」

「そんな風に強がらなくてもいいのよ、忍。あたしが一緒に寝てあげるからね」

　いや、妙に優しい口調はけっこうなのだが、いまのはお前がリビングで言っていたセリフをリプレイしただけだぞ？　というか、一緒に寝る……？

　エルニとマキナと一緒に寝るシチュエーションを想像してみたが、結論は一瞬で出た。――絶対に無理だ。こんな美少女たちが隣で寝ていたら、緊張して寝るどころではない。

　……よし、逃げよう。胸中で呟つぶやくと、オレはエルニとマキナに目を向ける。

「なあ、怖いのならお前らふたりで一緒に寝たらどうだ？　ベッドなら貸すぞ？　オレはリビングのソファーで寝るから、気にせずふたりでベッドを使うといい」

　作り笑いを浮かべながらゆっくりと後ずさると、マキナが慌てて叫んだ。

「そ、そんなのだめよ！　もし幽霊が出たらどうするのよ！」

「ん？　そのときはエルニが吠ほえて追い払ってくれると思うぞ？　なんせ、エルニはいま流行の自宅警備員らしいからな」

　エルニに視線をやると、奴やつは目を逸そらして言った。

「……神、本日このときをもって自宅警備員を卒業します」

「そうか、それはおめでとう。次は地域警備員でも目指して頑張ってくれ」

　言いながらオレはさっとエルニとマキナに背を向け、扉へと向かう。しかし、

「だめよ。忍しのぶも一緒に寝るの」

「うん、忍に傍にいて欲しい」

　両腕をふたりに掴つかまれてしまった。

「えっと、ベッドに三人も入ったら狭いと思うぞ？　オレのことは気にせずふたりで一緒に寝ろよ。ふたりなら怖くないだろ？」

　諭すように言いつつ、オレはふたりの手から逃れようとした。だが、ふたりはさらに強くオレの腕を掴んで離さない。

「いいから、こっちに来なさい」

「そうだ大人おとなしくしろ！　騒ぐとこいつが火を吹くぜ！」

　エルニが『こいつ』とマキナを指差す。途端、マキナがすっとオレの耳元に唇を寄せ、

「ファイヤ～――って、火なんか吹けないわよ！」

　ふぅっと色っぽく、オレの耳たぶに温かい吐息を吹きつけたあと、我に返って怒り出す。

　ただ、なんとも言えない甘い吐息に背筋が震え、身体から一瞬力が抜けた。

　その隙すきを狙ねらってか、エルニがオレの腕を引き、マキナもそれに続く。

　結果、オレはずるずるとベッドに引きずり込まれてしまった。

　お、おのれ、ふたり掛かりとは卑ひ怯きような。

　オレは必死で戦った。しかし暴れると、「もう、変なとこ触らないでよ」とマキナに赤い顔で言われ、「エッチ」と笑顔でエルニにも注意された。

　その言葉により、身動きを封じられたオレは、ベッドの上に仰あお向むけに寝転がされた。

　左隣にはエルニ、右隣にはマキナである。

　エルニはオレの腕を枕まくらにして、頬ほおを緩めて目を閉じる。その上、オレの身体の上に自身の太ももを乗せ、そっと胸板に手を乗せてくる。

　それだけでも落ち着かないのに、右隣にはマキナもいる。

　マキナは自分が持ってきた枕に頭を載せ、オレから背を向けてベッドに横になる。しかし、弾力ある柔らかいマキナのお尻しりが当たり、ドキドキが止まらない。

　しかも、ふたりからは女の子特有のいい匂においがして、さらに心拍数が跳ねあがる。

　これは眠れないだろうな。オレが小さくため息をもらすと、マキナは立ちあがって部屋の電気を消し、あたりが暗くら闇やみに包まれる。

　ほどなくすると、エルニがすぅすぅと穏やかな寝息を立てはじめた。

　……おいおい、お前は昼寝したから眠れないんじゃなかったのか？

　呆あきれつつも、オレも早く寝てしまおうと目をつぶり、努力はしてみるものの、意識は妙に冴さえ渡わたり、一向に眠気が訪れない。

　暗くら闇やみのなか目を開け、どうしたものかと天井を眺めていると、

「……ねえ忍しのぶ、まだ起きてる？」

　不意にマキナが声をかけてきた。

「ん？　なんか用か？」

　チラリとマキナに目を向ける。マキナは背を向けたまま、「えっと、あの……」と言い淀よどんだあと、小さな声で言った。

「あのね、隠してたんだけど、本当はあたし……幽霊が怖いの……」

　打ち明けるように告げるマキナだが、そんなことはとっくに気づいている。

「……いや、隠すもなにも、バレバレだったぞ？」

　苦笑しながら突っ込むと、マキナはどこか照れたような声音で答えた。

「やっぱり、忍にはバレちゃうのね。忍はあたしのこと、よく見ててくれるから……」

「そ、そうか？」

　胸中で首を傾かしげながら訊たずねると、マキナはきっぱりと断言する。

「そうよ。だって、エルニもなずなも気づかなかったもの」

　うん、それはエルニとなずながちょっとバカ――もとい。ちょっと抜けているからだと思う。普通なら誰だれでも気づくだろう。ただまあ、こうして打ち明けてくれたことは素直に嬉うれしかった。だから、

「マキナ」

　腕を伸ばし、そっとマキナの頭を撫なでる。

「……この前、お前のことは守ってやるって言っただろ？　なにかあったら、助けてやるから……安心して寝てろ」

　マキナがこっちを向いていないから言えた恥ずかしいセリフ。しかし、マキナはノーリアクション。頬ほおが熱くなるのを感じ、言わなきゃよかったと後悔していると、不意にマキナが動いた。彼女は横になったまま振り返り、ぎゅっとオレに抱きつき、そして一言。

「ありがとう」

　う、うん、やっぱり言わなきゃよかった。

　むにゅんと押しつけられた大きな双胸に、胸板に乗せられた温かい手。脚に乗ったマキナの太もも。

　あっという間に状況が悪化し、さらに目が冴え渡る。

　しばらくすると、マキナは寝息を立てはじめたが、オレはそれどころではない。

　左隣のエルニはエルニで、寝ね惚ぼけているのか、妙に艶つやのある吐息をもらしながら、細く華きや奢しやな脚を絡ませてくる。マキナもエルニ同様、色っぽい吐息をもらし、オレの肩に手を伸ばし、強く抱きついてくる。

　女の子の匂におい、柔らかい身体の感触、温かい体温は確かに心地良いものだけど、それ以上に緊張してしまい、眠気はどんどん遠のいていく。

「……これはダメだな」

　オレは寝ることを諦あきらめ、時計の秒針の音と、穏やかなエルニとマキナの寝息を聞きながら、ぼんやりと天井を眺め続けた。



　……どれほど時間が経たっただろうか。部屋が微かすかに明るみはじめた頃ころ、不意にエルニが動いた。はじめは寝惚けているのかと思ったのだが、様子がおかしい。うなされているのか、呼吸は荒く、小さく身体が震えている。

「エルニ？」

　大丈夫かと、そう声をかけるつもりだった。しかし、覗のぞき込むようにしてエルニの顔を見た途端、オレはなにも言えなくなってしまう。

　泣いていたんだ。苦しげに眉まゆを寄せ、伏せた瞳ひとみから涙を溢あふれさせ、エルニが泣いていた。

　こんなエルニの表情は見たことがない。いつも陽気に笑っていたから、こんなにも悲しい表情をするなんて思いもしなかった。

　――不意に、エルニがオレの腕にしがみついてきた。痛いくらいに強く。なにかに耐えるように小さな手を震わせながら、しがみつく。そして……消え入りそうな声で言うのだ。

「……お母さん……」

　実際、聞き取れた単語は少ない。ただ、エルニの口から聞き覚えのない人たちの名前が次々にこぼれ落ち、頬ほおを伝う涙は止まらない。

「みんなの……バカ……」

　それはほんとうに小さな囁ささやき。だけど、まるで泣き声のようだと思った。

「……わたしを……ひとりにしないでくれ……」

　エルニが強くオレの腕を握るたび、胸が締めつけられるように痛んだ。

　こいつはいつもひとりで泣いていたのだろうか。みんなの前では笑みを浮かべながら、ひとりになると、こうして……。

「大丈夫だからな……」

　思わず自分の口からもれた声。

「大丈夫だから」

　安心させるように繰り返し、オレはエルニの頭を撫なで続ける。エルニが再び穏やかな寝息を立てるまで、ずっとずっと……優しく……。



    

  
    
      


第二章　激突！　女王とマッドドック……あと猫



「ひゃああ！」

　不意にあがった高い声で目が覚めた。

　なんだ？　瞼まぶたを開けると、目に飛び込んでくるのは金髪の綺き麗れいなお姉さん。

「……ルナか」

　なにやら目を見開いて驚いているようだが、オレはまだ眠い。せっかくの休日だ。たまには惰眠を貪むさぼるのも悪くない。

「すまんが寝かせてくれ。昨夜は寝るのが遅かったんだ……」

「お、遅くまでなにをしていたんですか？」

　動揺したように震えるルナの声。

　さっきからルナはなにを驚いているのだろうか。不思議に思いつつも、寝返りをうった途端、オレの目と鼻の先の距離に、赤髪の美少女がいた。

　マキナだ。長い睫まつ毛げになめらかな頬ほお、艶つやのある形の良い唇が間近に迫る。その上、不意に背後から「んんっ」と寝ね惚ぼけた声があがり、誰だれかが背中に抱きついてきた。

　ふにっと柔らかい感触と温かい体温を感じ、おそるおそる首を回して振り向くと、そこには銀髪の美少女の姿。

　エルニだ。明け方はうなされていたが、いまは落ち着いているようだ。涙のあとはなく、あどけない寝顔をさらしている。

　うん、それは良かったのだが……この状況は非常にやばくないか？

　額に脂あぶら汗あせが滲にじむのを感じつつルナに目をやると、案の定、誤解してしまったようだ。じわっと目に涙をためはじめ、

「……やっぱり、私だけ仲間外れなんですね！」

　言葉と共にルナは踵きびすを返し、「ふぇええ～ん」とか言いながら飛び出して行った。

「いや、ちょっと待てルナ！　誤解だ誤解！」

　慌ててベッドから跳ね起き……掛け布団ぶとんをきちんとマキナとエルニにかけつつも、オレは急いで部屋を出てルナのあとを追う。階段を駆け下り、リビングに入り、背を向けたルナに声をかける。

「ルナ、オレの話を聞いてくれ。あれは誤解だよ。ほら、あいつら昨日心霊番組見て怖がってただろう？　それで夜に部屋に来て、オレのベッドで勝手に寝たんだよ。オレも抵抗したんだけど、ふたりともベッドから離れなくて……」

　必死で説明するものの、振り返ったルナは珍しく拗すねているのか、形の良い眉まゆを寄せ、わずかに頬を膨らませていた。

　そんな表情もちょっと可愛かわいい。場違いなことを考えていると、ルナはぽつりと言った。

「……最近、忍しのぶさんは私のことを仲間外れにします」

「え？　そうかな？」

　特に心当たりはなかったのだが、ルナは「そうですよ」と、小さく唇を尖とがらせる。

「昨日も、マキナとエルニちゃんと一緒にお風ふ呂ろに入って、すごく楽しそうでした……」

「あ、あれは、あいつらが勝手に入ってきただけで、別にルナを仲間外れにしたわけじゃなくてだな……」

　なんとか弁解しようとするものの、ルナはじっとオレを見つめて言う。

「それだけじゃないですよ。忍さん、エルニちゃんやなずなちゃんが抱きついたら、笑いかけたり、頭を撫なでてあげたりしてるのに……私にだけ、なにもしてくれません……」

　いや、それはルナに抱きつかれたら頭が真まっ白しろになって、それどころの話ではないのだから仕方がない。

　しかし、ルナは落ち込んだ様子で目に涙をためていた。

「えっと、ルナ……」

　なんとか機嫌を直してもらおうと、ルナに向かって一歩足を踏み出したそのとき。不意になにかに足を取られ、躓つまずいてしまう。

　慌てて体勢を立て直そうとするものの、目の前にいたルナとぶつかってしまい、そのまま転倒。ソファーにルナを押し倒すような形となり、その上、転んだ勢いが止まらず、気づいたときにはもう遅かった。

　眼前にルナの綺き麗れいな顔が迫り、オレの唇がルナの頬ほおに触れてしまった。

　それは本当に一瞬の口付けだった。すぐに身を引いてルナの頬から唇を離すものの、当然ながら冗談で済む問題ではない。

　唇に残るルナの頬の感触は間違いなく夢ではなく、顔を真まっ赤かにしているルナもまさしく現実である。

　ど、どうしよう？　事故とはいえ女の子に無む理り矢や理りキスをしてしまった。

　動揺しつつも、とりあえず身体を起こそうとソファーに手をついたところで、ふと掌てのひらに違い和わ感かんを覚えた。

　ふにゅんと、なんとも言えない柔らかい感触。首を傾かしげて掌を動かすと、心地良い弾力感が返ってきて、「んあっ」と、ルナの口から色っぽい声があがった。

　こ、この感触はまさか……？　驚き、おそるおそる視線を落とすと、予感的中。オレはルナの胸を思いっきり揉もんでいた。

　だが、ルナの大きな胸は片手ではおさまりきらず、掌から溢あふれ出てしまう。しかも、ルナはなにも言わず、恥ずかしそうに潤んだ瞳ひとみをオレに向けてきたので、一瞬、意識が飛びそうになった。しかしすぐに罪悪感で胸がいっぱいになり、慌ててルナから離れる。

　最悪だ。キスだけではなく、胸まで揉もんでしまうなんて……。

「す、すまん。わざとじゃない！」

　胸を揉んだ右手を掲げ、焦って言い訳じみたことを口走るオレだが、ふと思った。

　この言い方だと、キスはわざとしたみたいじゃないか？

　墓ぼ穴けつを掘ってしまった。このままではルナに嫌われてしまう。胃が痛くなるのを感じつつ、窺うかがうようにルナを見ると……あれ？　予想外だ。

　ルナは赤い頬ほおのままオレの顔を見つめていたかと思ったら、不意に花が咲いたように可か憐れんな笑みを浮かべ、すっとオレの首に手を回す。

　瞬間、ふわりといい香りが身体を包み、それと同時に、薄桃色の形の良い唇がゆっくり近づき、ちゅっと、オレの頬に軽くキスをする。

　柔らかい唇の感触を受けて、まるで全身に電流が走ったような衝撃に襲われ、オレはなにひとつ言葉を発することができなくなってしまう。

　ルナは微笑ほほえんだままソファーから立ちあがり、

「朝ご飯の準備しますね」

　と言い残して、上機嫌な様子で鼻歌を歌いながら、ダイニングキッチンへと消えていく。

　……そういえば、海外ではキスは挨あい拶さつみたいなものだと聞いたことがある。

　きっと、ルナにとってもキスは挨拶のようなものなのだろう。

　それにしても柔らかかったな……。

　キスの余韻に浸っていると、不意に見慣れぬ旅行バッグが目に飛び込んできた。

「ああ、これに躓つまずいたのか……」

　確か、このバッグはエルニが持ってきたものだ。中にはエルニの私物が入っているのだろうが……けっこう勢いよくぶつかってしまった。

「あとでエルニに謝っておくか」

　呟つぶやき、バッグをソファーの上に乗せると、オレはリビングを出て自室に向かう。

　ルナが朝飯の用意をしてくれているようだし、エルニとマキナも起こしてやろう。

　いつまでもオレのベッドにいられては落ち着かないしな……。

　そんなことを思いながら扉を開ける。すると、マキナもエルニも寝息を立ててまだ眠っていた。

「ふたりとも、そろそろ起きたらどうだ？」

　柔らかい口調で声をかけるものの、ふたりから返事はない。

「ほら、起きろ。朝だぞ。マキナ、エルニ」

　少し大きな声を出すと、マキナとエルニはいったん身体を起こすが、そのままばたんと布団ふとんに突っ伏して目を閉じる。

「こらこら、二度寝するな」

　呆あきれながらベッドに近づくと、マキナとエルニは小さく、呻うめくような声をもらした。

　そこでふたりの様子がおかしいことに気づき、覗のぞき込むようにしてマキナとエルニの様子を見たのだが、ふたりとも心なしか顔色が悪い。

「大丈夫か？」

　心配になって訊たずねると、マキナとエルニは口々に弱々しく答えた。

「身体がだるいわ……」

「頭がいたい……」

　風か邪ぜだろうか？　ふたりの額に手を伸ばして熱を測る。掌てのひらに感じた体温は予想以上に熱い。……これは間違いなく風邪だな。

　おそらく、昨日風ふ呂ろ場ばで冷水のシャワーを浴び続けたことが原因だろう。

「体温計持ってくるから、ちょっと待ってろ」

　念のため熱を測っておこう。ふたりの頭を軽く撫なでたあと、オレは部屋を出て再びリビングに向かう。そして棚から体温計を二本取り出していると、ダイニングキッチンからルナが顔を出した。

「あっ、忍しのぶさん。朝ご飯の準備ができましたけど、どうしますか？」

「え？　もうできたのか？」

「はい、温めるだけでしたから」

　温めるだけ？　ふと壁掛け時計に目を向けると、時刻は九時半を回っていた。

　もしかしたら、ルナとなずなはもう朝食を済ませたのかも知れない。休みでも規則正しいライフスタイルのふたりだ。いつも八時半までには朝食を済ませている。

「すまん。すぐ戻るから、用意だけしておいてくれ」

「はい、待ってます」

　チラリとルナに目をやると、頬ほおを赤くしていた。

　なんだかちょっと色っぽい。頭をかきながらリビングを出ると、ちょうど廊下でなずなと鉢合わせた。

　なずなは学校の制服を着ており、肩に部活用のバッグをぶら下げている。そして、オレに気づくと笑顔を向けてくる。

「お兄ちゃん、おはよう！」

「おう、おはよう。今日も部活か？」

「うん！　頑張って猫ねこ拳けんを極めるんだ！」

　元気いっぱいに答えるなずな。

　最近、男女先輩後輩問わず、空手部のメンバー全員に組手で勝ったなずなは、新しい技を開発しようと頑張っている。

　まあ、爺じいちゃんの道場に通っているときは、才能の塊みたいな父さんと同じようなスピードで技を学んでいたなずなだ。

　普通の中学生ではまず勝つことなんてできないだろう。

　もっとも、そんななずなも中学にあがる頃ころ、道場に通うのを父さんから禁止された。

　父さん曰いわく、『なずなちゃんはボクと同じでメンタル面が弱い。忍しのぶ君とは違う。だから、そんな娘こには危険な技を教えてはいけない』とのことだ。

　そんなわけでなずなは今日も学校の空手部で元気に頑張っている。

「お兄ちゃん、練習試合近いから、また組手してね」

「悪いが断る。お前が相手だと張り合いがない」

　きっぱりと断ると、なずなは頬ほおを膨らませた。

「お兄ちゃん言ったなあ！　いまのセリフを忘れないことだよ！」

「ああ、昼飯食うまでは覚えているよ」

「もう！　帰ったら組手してね！」

「おう、適当にな」

「組手が終わったら、そのあとゲームで遊んでもらうからね！」

「……さりげなく遊びの催さい促そくを混ぜているな」

　冷静に指摘すると、なずなは残念そうな顔をした。

「頷うなずいてくれると思ったんだけどなあ……」

　マキナじゃあるまいし、さすがにそんなことでは騙だまされない。

　だけどまあ、たまにはなずなとゲームして遊ぶのも悪くないだろう。

「帰ってきたら遊んでやるから、部活頑張ってこい」

　頭を撫なでてやると、なずなは笑顔で敬礼。

「にゃあ！」

　元気いっぱいに返事をすると、笑顔のまま玄関に向かって行った。

「あいつは元気だな……」

　呟つぶやき、階段をあがって部屋に戻る。

「ほら、体温計持って来てやった……」

　言いかけて、思わず言葉が止まる。

「ぐぬぬぬ……」

「離しなさいよお……」

　ベッドの上で、エルニとマキナがオレの枕まくらを掴つかんで、引っ張り合いをしていた。

　ふたりとも体調が悪いせいか呼吸は荒く、顔も赤い。それでも互いに力なく枕を引っ張り合い、言い争いをしていた。

「これはあたしが使うのよ……はぁはぁ……あんたに枕なんていらないでしょう……」

「なんでそんな意地悪言うんだ……はぁはぁ……忍の枕はわたしが使うんだ……」

「そんなのダメよ。あたしが……ううぅ……気持ち悪い……」

「あうぅ……頭痛い……」

　言いながらふたりは枕まくらから手を離し、そのままダブルノックダウン。

「……お前ら、風か邪ぜ引いてるんだから、大人おとなしくしてろよ」

　オレは呆あきれて突っ込んだ。



　……いつから降り出したのだろうか。澄んだ雨音を聞きながら、オレはふたつの体温計を覗のぞき込み、わずかに目を見張りながら言った。

「おお、ふたりとも仲良く三十八度ちょうどだな」

「ちょっと、仲良くなんてやめてよ……」

　だるそうにマキナが口を開く。

「風邪だけじゃなくて、バカまでうつったらどうするのよ？」

「そのときはお前もエルニと同じでマッドドッグだな。ちょっと吠ほえてみてくれよ」

「ガルルルゥ――って、変なことやらせないでよ！　バカと一緒にしないで！」

　真まっ赤かになってマキナが怒ると、エルニが頬ほおを膨らませて叫んだ。

「こら！　さっきからバカバカってなんだ！　バカにバカって言うのは、とても罪深いことなんだぞ！」

「なによ、事実を指摘しただけでしょう」

「くぅうう、なんて残酷なことを言うんだ！　マキナの安あん産ざん型がた！」

「お、お尻しりは関係ないでしょう！　このっ……！」

　マキナがエルニの頬ほっぺたを引っ張ると、エルニも負けじとマキナの頬っぺたを引っ張る。ただ、ふたりとも本当に体調が悪いのだろう。数分と経たたないうちに、体力を使い果たし、ぐったりとベッドに倒れ伏した。

　オレは小さくため息をつくと、そっとマキナの腕を取る。

「ほら、部屋まで運んでやるから、こっちに来い」

　声をかけるとマキナはチラリとエルニを見て、奴やつをビシッと指差し、訊たずねた。

「ねえ、このバカはどうするの？」

「ん？」

　エルニに目を向けると、奴はにっこり笑ってオレの枕に頬を預ける。

　どうやらここから離れたくないみたいだ。まあ、風邪を引いているし仕方がない。

「エルニはここで寝かせるよ。お前も自分の部屋で安静にしてろ」

　そう答えると、何な故ぜかマキナは眉まゆを寄せて、そっとオレの腕を振ふり解ほどく。

「それなら、あたしもここで寝るわ」

「……え？　まあ、それは別にいいけど……喧けん嘩かするなよ？」

　注意するように言うものの、マキナもエルニも気まずそうな顔をするだけで頷うなずいてはくれなかった。

　やれやれ。苦笑しながらオレは立ちあがる。

「とりあえず、なんか食って薬を飲め。ルナに頼んでお粥かゆでも作ってもらうから、ふたりとも大人おとなしくしてろよ？」

　ふたりが頷いたのを確認すると、オレはもう一度リビングへ。

　何気にさっきから部屋とリビングの間を何度も往復しているな。そんなことを考えながら、リビングのドアを開ける。

　すると、ルナがどこかぼんやりとした様子でソファーに座っていた。

　おそらく朝食の準備が終わったのだろう。ルナは頬ほおを緩めながら、胸に抱いた猫のクッションをぎゅっと抱きしめていた。

「忍しのぶさん……」

「おう、忍さんだ。よくわかったな……。それで、どうかしたか？」

「な、なんでもないです、本当です。キスのことなんて考えてません。忍さんの格好良さに驚いただけです。朝ごはんの準備はできていますので、早く食べてください！」

　ものすごい早口で言うと、ルナは真まっ赤かになりながらオレの背中を押してきたので、一緒にダイニングキッチンに入る。

「今朝は和食か」

　椅い子すに腰を降ろし、テーブルに並べられた朝食を眺める。

　真まっ白しろなご飯と豆腐。味み噌そ汁しるに漬物。おかずの魚はサバの塩焼き。

「いただきます」

　手を合わせて朝食を口に運び、ルナに視線を向ける。

　目に飛び込んでくるのは、吸い込まれそうなエメラルドグリーンの瞳ひとみ。わずかに上気したなめらかな頬。艶つやのある形の良い唇。

　つい見惚れてしまっていると、ルナはオレの視線に気づいたのかちょこんと首を傾かしげる。

「どうかしましたか？」

「な、なんでもない」

　慌てて目を逸そらし、動揺を悟られないようにオレはコホンと咳せき払ばらい――って、ちょっと待て。ルナに誘われてうっかり朝食を食べはじめてしまったが、エルニとマキナのことをすっかり忘れていた。

　ふたりがこの事実を知ったら怒るだろうな。罪悪感を抱きながらオレは口を開く。

「……あのさルナ。エルニとマキナなんだけど、ふたりとも風か邪ぜを引いたみたいなんだよ」

「え？　本当ですか？」

「ああ。さっき熱を測ったら三十八度もあった」

　心配そうな表情を見せるルナに頷うなずいて返しながら、さらに続ける。

「ふたりに薬を飲ませたいから、悪いけどお粥かゆを作ってやってくれないか？」

「はい、そういうことなら、すぐに作りますね」

　お願いすると、ルナはいそいそと立ちあがり、キッチンに向かうとエプロンをつける。

　白と黒の牛柄模様のエプロンは、以前オレがルナにプレゼントしたものだ。ルナによく似合っていて可愛かわいらしい。

　どうしてか、料理をしているルナの後ろ姿を見ていると胸が高鳴る。

　一瞬、後ろから抱きしめたいなどとバカなことを考えてしまうほど、ルナは魅力的だった。オレは首を振ってその考えを振り払うと、席を立ってリビングに戻る。

　それから風か邪ぜ薬を取り出すと、ソファーに座って朝刊を眺めながらお粥ができるのを待った……。



　ルナからお盆を受け取り、オレはリビングを出て階段をあがる。

　手に持ったお盆の中央には土ど鍋なべと風邪薬、その端には小皿と水の入ったコップとレンゲがそれぞれふたつずつ載せられている。

　部屋の前まで辿たどりつくと、お盆を片手で持ち直し、扉に手を伸ばすものの……なにやら雨音に混じって言い争う声が聞こえてくる。

「あっちに行きなさいよ、このバカ！」

「バカって言うな！　マキナこそあっちに行け！」

　どうやら、またマキナとエルニが喧けん嘩かをしているようだ。

　ため息を吐きながら部屋の扉を開けると、ベッドの上でマキナとエルニは互いの顔を手に持った枕まくらで押しつけ合い、荒い呼吸を繰り返していた。

「……新しい遊びか？」

　呆あきれて声をかけると、エルニが助けを求めるように言った。

「聞いてくれ忍しのぶ！　マキナがわたしの頭を叩たたいたんだ！」

「むっ。それはマキナが悪いな」

　オレがそうもらすと、マキナは一瞬ショックを受けたような顔をしたが、すぐに眉まゆを寄せて叫んだ。

「あたしは悪くないわよ！　元はといえば、こいつがあたしの髪の毛を引っ張ったから悪いのよ！」

「だから、それはわざとじゃないって言ったじゃないか！」

「それじゃあさっさと謝りなさいよ！　痛かったんだからね！」

「謝る前にマキナが叩いたんだろう！　わたしだって痛かったんだぞ！」

　言いながら、ぐいぐいと枕を押しつけ合うふたり。

　ふむ、風か邪ぜを引いているときに無駄に体力を消耗させるのも感心しない。オレはふたりに近づき、注意するように叫んだ。

「こら、ふたりとも喧けん嘩かするな！　おすわり！」

　……うむ、おすわりは冗談だったんだが、マキナもエルニも叱しかられた犬のようにしゅんとしてベッドの上に正座してしまった。

　意外に素直だな。少し驚きつつも、お盆を持ったままふたりに近づき、ベッドの上に腰を降ろす。すると、興味津々な様子でエルニとマキナが近づき、オレの両端に腰を降ろした。そこでオレは土ど鍋なべのフタを開け、お粥かゆをふたつの小皿によそう。

「ほら、ふたりともお粥だ」

　ふたつの小皿をそれぞれマキナとエルニに手渡す。続いて、レンゲもマキナに渡し、エルニにもそれを渡そうとしたのだが、

「それは忍しのぶが持っていてくれ」

　何な故ぜかエルニはレンゲを受け取らず、

「あ～ん」

　と、甘えるような声音で小さな口を開ける。

　ちょっと迷ったが、風邪を引いていることだし大目に見てやろう。オレはレンゲでお粥を掬い、息を吹きかけて少し冷ましたあと、エルニの口まで運ぶ。

　しかし、不意に真横から手が飛び、レンゲを持った腕を引かれたかと思ったら、マキナが口を開けてエルニのお粥を食べてしまった。

「美お味いしいわね」

　にっこりと微笑ほほえむマキナはかなり可愛かわいい。見惚れそうになりつつも、チラリとエルニに視線をやる。

　エルニはぽかんと口を開けたままマキナを眺めていたが、不意に、じわりと目に涙をため、ぐいぐいとオレの腕を引っ張ってくる。

「ああ、いまのはマキナが悪いな」

　軽くエルニの頭を撫なでてやったあと、恥ずかしかったが、再び『あ～ん』をしてやる。エルニは笑顔で艶つややかな形の良い唇を広げて、お粥を口に入れるものの、

「熱い熱い！　わたしは猫ねこ舌じたなんだ！」

　冷まさなかったのが悪かったのか、エルニが小さく悲鳴をあげる。

「おっと、悪い悪い。大丈夫か？」

　病人に悪いことをしてしまった。コップの水を飲ませてもう一度頭を撫でてやるが、エルニは涙目のままだ。

　よし、今度はきちんと冷まして食べさせてやろう。

　お粥をレンゲで掬うと、今度はマキナがくいくいと、オレの服の袖そでを引いてきた。振り向くと、マキナは何な故ぜか顎あごをあげ、オレに向けて桜色の唇を開く。

「……なにやってんの、お前？」

　不思議に思って訊たずねると、マキナは真まっ赤かになったかと思ったら、今度は涙目になってオレの頬ほっぺたをつねってくる。

「忍しのぶの鈍感！　いいから、あたしにもそれしてよ！」

　それ？　もしかして、『あ～ん』をして欲しいのか？

　ふむ、風か邪ぜのときは心細くなるとは言うが、マキナでも甘えたくなるものなんだな。

「でもよく考えたら、お前ら自分で食べられるよな？　なんでオレはこんな恥ずかしいことしてんだ？　いっそのことお前らふたりで『あ～ん』したらどうだ？　きっと、楽しいと思うぞ。ほら、マキナもやってみろよ」

「し、仕方がないわね。はい、あ～ん――って、病人同士になにさせようとするのよ！　忍がするの！」

　レンゲをオレの口に突っ込みながら、マキナが怒る。

「わかったわかった」

　無む理り矢や理り咥くわえさせられたレンゲを口から取ると、オレはお粥かゆを掬い、今度はマキナに『あ～ん』をしてやろうとしたのだが、ふと気がついた。

　これって、間接キスになるんだけど、いいのだろうか？

　さっきしっかりとレンゲを口に含んでしまったオレである。

　イヤならレンゲを洗ってこようかとも思ったのだが、マキナは気にした様子なく口を開ける。頬が赤いような気もするけど、おそらく風邪のせいだろう。

　うむ、イヤがられるよりはいいけど、かなり恥ずかしいぞ。

　頬が熱くなるのを感じつつ、マキナにお粥を食べさせていると、今度はエルニがオレの服の袖そでを引いてくる。

「忍、わたしにも食べさせてくれ」

　上目遣いでお願いされ、断るわけにもいかず、エルニにお粥を食べさせると、またマキナがオレの服の袖を引っ張る。それでマキナにお粥を食べさせると、すぐにエルニがオレの服の袖を引いてきて、次はマキナ、そしてエルニと……その繰り返しである。

　右へ左へと大忙しだ。

　結局、お粥は全部オレがふたりに『あ～ん』して食べさせてやった。

　普段なら途中で止めているかも知れないが、なんだかんだ言っても、マキナもエルニも本当に体調が悪そうだ。少しぐらい甘えさせてやってもいいだろう。

　ふたりに薬を飲ませたあと、オレは土ど鍋なべなどが載ったお盆を持って立ちあがる。

「それじゃあ、オレはこれを片づけるから、ふたりとも今度こそ喧けん嘩かするなよ？」

「もうしないわ」

「うん、しない」

　ご機嫌な様子でしっかりと頷うなずくマキナとエルニ。

　……全然信用できないのは、何な故ぜなんだろうな。

　不安を感じながらも部屋を出て、ダイニングキッチンに行き、洗い物をしようとするものの、リビングからルナが笑顔でついてきて、声をかけてきた。

「忍しのぶさん、洗い物は任せてくださいね」

「おう、ついでにこのオレの汚れた過去も洗い流してくれ」

　ルナにばかり仕事をさせるのも悪い。クールな冗談で誤ご魔ま化かそうと思ったのだが、ルナは何故か眉まゆを寄せて注意するように言った。

「忍さんは汚れてなんかいませんよ！」

「あっ、なんか、すんません。お願いします」

　怒られてしまったので、オレはあっさり引き下がった。

　滅め茶ちや苦く茶ちや弱いな、オレ。

　ぼんやりとその場で立ち尽くし、洗い物をするルナの後ろ姿にときめきを感じていると、不意に二階から、ドタンバタンと大きな物音が響いた。

「……なんでしょう？」

　ルナが洗い物の手を止めて首を傾かしげる。

「ああ、多分マキナとエルニだな……」

「え？　ふたりとも風か邪ぜを引いているんですよね？」

「きっと自分たちの限界に挑んでいるんだよ。放ほうっておこう」

　そのうち力尽きて寝るだろう。そう思っていたのだが、いつまでも物音は続き、言い争う声まで聞こえてくる始末。

「まったく……」

　オレは大きくため息を吐いてダイニングキッチンを出ると、駆け足で階段をあがり、勢いよく部屋の扉を開ける。

「おい、お前らいい加減に――え？」

　注意するために開きかけた口がとまり、オレは絶句する。

　この状況をどう説明したらいいのだろうか。

　一言で述べるなら、『ふたりの美少女が絡み合っている』である。

　マキナがエルニに馬乗りになって床に押し倒し、組み敷いている。ふたりとも服がはだけており、首筋に鎖さ骨こつ、眩まぶしい太ももをさらしており、呼吸は荒く、頬ほおも赤い。

「……お取り込み中のところ失礼しました。ごゆっくりどうぞ」

　ふたりがそんな関係だったなんて。これはびっくりだ。大事件である。

「よし、ルナに教えてやろう」

　大きな声で言った途端、物もの凄すごい勢いで扉が開き、マキナが慌てた様子で飛び出してきた。

「し、ししし忍しのぶ！　違うのよ！　誤解よ！　あたしにそんな趣味はないわ！」

　もちろん、そんなことはわかっている。ただ、焦った顔をしたマキナが可愛かわいいので、ちょっとからかってみたくなる。

　オレは笑みを浮かべつつ、マキナの肩をぽんと優しく叩たたく。

「マキナさん、そんな否定しなくても大丈夫ですよ。自分、そういうのにも理解あるほうなんで、女の子同士でも愛さえあればいいと思います」

「なんで敬語なのよ！　本気にしないでよ！　あたしは忍がいいの！」

「え？　オレ？」

　なんでそこでオレの名前が出てくるんだ？　驚いて聞き返すと、マキナは耳まで真まっ赤かになり、両手を振りながら否定するように叫んだ。

「ち、違うわ！　いまのは間違えたのよ！　あたしは男の子がいいの！」

「ああ、そういうことか」

　まったく、紛らわしい間違いをしないで欲しい。かなりドキドキしてしまったではないか。動揺を悟られないように平静を装っていると、マキナが今度はエルニに目を向け、助け舟を求めるように叫んだ。

「ほら、あんたからもなんか言いなさいよ！　忍が誤解しちゃうでしょう！」



    

  
    
      



    

  
    
      　マキナの言葉を受け、何な故ぜかエルニは「よよよよ」とわざとらしく泣き真ま似ねをする。

「忍しのぶ、マキナが無む理り矢や理りわたしを押し倒したんだ。なんかＳキャラみたいだった」

「そうか。まあ、マキナはＳキャラが得意だから仕方がない。な？」

「ええ、そうね。お願いしたら踏んであげてもいいけど――って、そんなの得意じゃないわよ！　変なこと言わないでよ！」

　大声で否定するマキナだったが、不意にふらつき、倒れそうになる。

　手を伸ばしてマキナの身体を支えると、風か邪ぜを引いているのに騒いだせいだろう。マキナは力なくオレにしなだれかかる。

「おっと、大丈夫か？」

　さすがにからかいすぎた。反省しながらマキナの顔を覗のぞき込むと、

「忍……頭いたい……」

　どこか甘えたような声をもらすマキナ。

　本人は意図していないのだろうが、すごく色っぽい。潤んだ瞳ひとみに上気した頬ほお。桜色の唇が目に毒である。

「ほら、ベッドまで運んでやるから……」

　身体に当たるマキナの大きな胸の感触に動揺しつつも、肩を貸しながらマキナをベッドに運んで寝かせる。マキナは苦しそうに小さく呻うめいたが、そんな仕草もどこか色っぽい。

　さっとマキナから目を逸そらすと、エルニと目が合った。

　部屋の床に座っていたエルニは両手を伸ばし、甘えるように言った。

「忍、わたしもベッドに運んでくれ」

「お前は普通に歩けるだろう。ものぐさをするな」

　言いながらもエルニの手を引いてベッドに運ぶオレ。

　甘いかも知れないが、病人なんだから仕方がない。

　胸中で言い訳でもするように呟つぶやくと、オレは机の椅い子すに座り、ふたりの様子を窺うかがう。

　また喧けん嘩かをはじめたらすぐに仲裁に入ろうと思っていたのだが、薬の効果か、それとも騒いで疲れたのか、数分と経たないうちにマキナが寝息を立てはじめた。

　それを見てエルニはぽつりと呟く。

「寝顔はかわいいな」

　ぷにぷにとマキナの頬ほっぺたを突っつくエルニ。

「やめとけ。また怒られるぞ？」

　注意するものの、マキナは寝ね惚ぼけているのか起きているのか、エルニの指に噛かみついた。

　エルニは小さく悲鳴をあげたが、自業自得なのを理解しているのか、なにも言わず枕まくらに頬を預ける。

　そこで目を閉じるかと思いきや、じっとオレを見つめてきた。

「どうかしたか？」

　気になって訊たずねると、エルニは笑顔で言った。

「忍しのぶ、腕うで枕まくらしてくれ」

「断る」

　エンジェルスマイルに騙だまされるところだったが、恥ずかしかったのできっぱりと断る。

　しかし、エルニは笑顔のまま「そうか」と呟つぶやいただけで、それ以上なにも言うことはなかった。

　珍しいな。こんなに簡単に引き下がるなんて……。

「どうした、ずいぶんと聞き分けがいいじゃないか？」

　驚きながら訊ねると、エルニは少しだけ寂しげな顔をして微笑ほほえむ。

「傍にいてくれれば、それでいい……」

　その儚はかなげな笑みを見ていたら、不意に明け方のことを思い出した。

　うなされながら涙を流すエルニの姿が脳裏によぎる。

「……いままで、風か邪ぜを引いたときはどうしてたんだ？」

「ずっと寝てた」

「ひとりでか？」

　エルニは寂しげに笑ったまま答えなかった。

　ただ、長い沈黙のあと、ぽつりと呟いた。

「……昔は、風邪を引いたら甘えられたから、風邪を引くのが好きだった。心配してくれるのが嬉うれしかった。でもいまは……」

　そこでエルニは言葉を止めて、どこか無理をしたように笑う。

「なんてな。本当はバカだから風邪を引いたことなんてないんだ。実はいまも仮病なんだぞ！　忍も騙されたな！」

「……そうか。それは一本取られたな」

　オレはうまく笑うことができなかった。

　気の利いたセリフも言えない。

　だけど、それでもできることはあるだろう。

　ゆっくりと椅い子すから腰をあげると、

「あっ……」

　エルニが身体を起こして一瞬だけ不安そうな顔をする。

「ここにいるよ」

　素っ気ない言い方しかできない自分に情けなさを感じつつも、本棚から小説を取り出すと、オレはベッドに近づき、そっとエルニの枕を手に取る。そして、その枕を尻しりに敷くようにして、ベッドの真横の床に腰を降ろす。

「忍しのぶ？」

「オレは雨音を聞きながら優雅に読書だ。気にしなくていい」

　言いながらベッドに寄りかかり、膝ひざの上に載せた小説を片手で広げ、もう片方の腕を、ちょうどエルニの頭の位置に載せて、横目でエルニの様子を窺うかがう。

　すると、エルニはおずおずといった様子で口を開いた。

「……いいのか、忍？」

「ああ、好きにしたらいい」

　自分の口からもれたぶっきらぼうな声に、胸中でため息を吐く。

　オレというやつは、どうしてこういうときにうまいことが言えないのだろうか。

　後悔していると、不意に、ぽんと腕に心地良い重さと温ぬくもりを感じた。

　目を向けると、エルニが満面の笑みを浮かべ、嬉うれしげにオレの腕に頬ほおずりをしていた。

　その仕草があまりにも可愛かわいくて、オレは慌てて顔を逸そらし、小説に目を戻す。

　しかし、文字が頭の中に入ってこず、全然小説に集中できなかった。雨音ばかりが耳に響き、オレは窓に目を向けて呟つぶやく。

「……よく降るな」

「そうだな……」

　エルニは同意するように頷うなずき、小さな声で言った。

「……雨は、あまり好きじゃない」

「ん？　そうなのか？　確かに毎日降ってたら鬱うつ陶とうしいけど、雨音が心地いいと感じることもあるだろう？」

「……そんなことない」

　珍しいことにエルニは強く否定。

「雨が降ったら、みんな外に出てこなくなる」

「そりゃあ、雨の日に好き好んで出歩く奴やつはあまりいないだろうな」

「うん。だから……わたしはひとりになる。みんな自分の家にいるから……わたしはひとりぼっちだ……」

　ふと、エルニの手がオレの腕に触れる。その手は微かすかに震えていて、エルニは泣きそうな顔をしていた。

「大丈夫だよ」

　小説を閉じて床に置くと、オレはエルニの頭に手を伸ばす。

「いまはひとりじゃないだろ？　みんないるぞ？」

「……みんなが傍にいてくれるのは嬉しい。だけど、不安になる。……怖くなる」

「どうして？」

「また、みんないなくなるから……」

　その小さな呟つぶやきは雨音にかき消されてしまう。

　ただ、瞳ひとみからこぼれた涙は消えることがなかった。

「エルニ？」

「なんでもない」

　エルニは服の袖そでで目を擦ると、オレに背を向けてしまう。

　なにか言ってやりたかったけど、かける言葉が見つからず、オレはなにもできなかった。

　気づかなかったんだ。

　街で会ったときは、いつも笑っていた。

　別れ際だって、寂しい顔ひとつしなかった。

　オレたちに弱さを見せなかった。

　だから、エルニがずっと寂しい思いをしているなんて、知らなかった。

「……ずっと、ここにいろよ」

　長い沈黙のあと、ようやく伝えられた自分の気持ち。

　だけど、どうやら待たせすぎてしまったようだ。返ってきたのは穏やかな寝息だけ。

「気づかなくて、ごめんな……」

　優しくエルニの頭を撫なでる。

「今度はちゃんと伝えるからな」

　寝ている間に気持ちを伝えても意味がない。素直に自分の気持ちを伝えるのは苦手だが、次は面と向かってちゃんと伝えよう。

　雨音を聞きながら、オレはそう思った……。
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　……なにやら、身体に違い和わ感かんがある。

　ちょっと身体が重いような、なんとなく熱っぽいようなそんな気がする。

　昨日、エルニとマキナの看病をしていたせいで疲れたのだろうか。

　いまではすっかり回復したエルニとマキナだが、ちょっと目を離した隙すきに喧けん嘩かをはじめるもんだから、何度ふたりの間に入って仲裁したのかわからない。

「……今日は早めに寝るか」

　明日は学校だ。調子の悪いまま授業を受けるのも効率が悪い。

「とりあえず、早いところ片づけを終わらせよう」

　呟きつつ、夕日に照らされる自室で、オレは本棚の片づけを再開する。

　本を引っ張り出していると、ふと、奥のほうに隠すように置かれた一冊の本を見つけた。

　その本のタイトルは『金髪美女が大集合・エッチな夏のバカンス』である。

　手に取り、表紙を見ると、扇情的な衣装を着た金髪のお姉さんがウインクしていた。

「そういえば、ここに隠していたな」

　友人の浅あさ田だ（変態）に押しつけられてどうしたものかと思っていた本だが、すっかり忘れていた。これではまるでエサの隠し場所を忘れてしまうリスのよう。

「……しまっておこう」

　誰だれかに見られたら大変だ。オレは金髪巨乳なお姉さんの本を手に取った――その瞬間である。部屋の外から誰かが走ってくるような大きな足音が聞こえ、

「忍しのぶ！」

　マキナがノックもなしにオレの部屋に入ってきた。

　体調はもういいらしく、足取りはしっかりしており、迷わずオレに歩み寄ってくる。

「ちょっと聞いてよ！　あのバカが、あたしのゲームを――」

　怒ったように叫ぶマキナだったが、オレの手元に目をやった瞬間、言葉を止め、頬ほおを赤く染めた。

「ご、ごめんなさい、忍。また、あとで……」

「おう、次からちゃんとノックしろよ」

　恥ずかしさはあったが、ここで照れたら負けだと思った。下手に本を隠したりせず、堂々と、そして寛容さを見せつけながら優しく言ったのだが……それがよくなかった。

　マキナは一瞬、ドアから顔を引っ込めたものの、オレが手に持った本をもう一度見ると、何な故ぜか眉まゆ根ねを寄せ、さっきの恥じらいはどこへやら。つかつかと近寄ってきて、オレの手から本を奪い取り、真まっ赤かになりながらもパラパラとページをめくる。

　……うん、さすがに気まずい。落ち着かない気持ちのままマキナに目を向けると、奴やつは本に目を落としたまま不機嫌そうな顔をして呟つぶやいた。

「……なによ、この本」

「えっと、なにかご不満でしょうか？」

　異様なプレッシャーを感じ、思わず敬語で訊たずねると、マキナはいきなり、バンと両手で勢いよく本を閉じ、

「金髪美女が大集合って……」

　本をベッドの上に乱暴に叩たたきつけながら叫んだ。

「なんで赤髪じゃないのよ！　今度から赤髪にしなさいよね！」

「あっ、はい。善処します」

　……ん？　ちょっと待て。なんでオレが怒られてるんだ？

　頭を下げながら首を傾かしげていると、マキナは「わかったならいいわ」と満足げに頷うなずき、今度はオレの腕を引っ張ってきた。

「それじゃあ、行くわよ忍」

「え？　どこに？」

「あたしの部屋！　あのバカがあたしがなずなから借りたゲーム機を離さないのよ。忍しのぶからなにか言ってやってよ」

　あのバカとは、おそらくエルニのことだろう。部屋の大きさの都合上、マキナとエルニは相部屋になっているのだが……また喧けん嘩かか。

　ため息とともにふたりの部屋に向かうものの、扉を開けて中に入ったとき、そこにエルニの姿はなかった。

「あら？　おかしいわね？」

　部屋を見渡し、マキナは怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「あのバカ、どこに行ったのかしら？」

「……家を出たとか……ないよな」

　机の上に置かれたゲーム機を手に取りながら呟つぶやいた途端、マキナが声をあげた。

「そ、そんなのダメよ！　どうしてちょっと喧嘩しただけで家出するのよ！」

「……ふふ、仲が悪いわりには、心配するんだな」

　不安そうな顔をするマキナを見ていたら、思わず笑みがこぼれた。

　すると、マキナは頬ほおを赤くしてオレに背を向け、部屋を出ようとする。

「おい、どこに行くんだよ？」

「う、うるさいわね！　あのバカを探すのよ！」

　照れ隠しだろうか。マキナは怒鳴るように言うと、なずなの部屋に向かって歩き出す。

　ふむ、喧嘩ばかりしているけど、案外マキナもエルニのことを気に入っているのかも知れないな。そんなことを考えながら、オレもエルニを探そうと一階に向かうと……思った以上に早くエルニは見つかった。

　庭先でエルニはぼんやりとした様子で夕日を眺めており、どうしてか、その横顔はひどく儚はかなげに見え、オレは声をかけるのを一瞬躊躇ためらった。

　すると、エルニはゆっくりと振り返り、オレと目が合うと微かすかに笑った。

　その微笑ほほえみにいつものような明るさはなく、どこか弱々しく見えた。

「どうしたんだよ、こんなところで？」

「……夕日を見てたんだ」

　言いながら、エルニは再び夕日を眺めはじめる。

「家の中に入ったらどうだ？　マキナが探してたぞ？」

「うん」

　頷うなずきながらも、エルニは夕日を眺めたまま動かない。

　その姿を見ていると、どうしてか、エルニがいまにも消えてしまいそうな気がして不安になった。

　気がつくと、オレはエルニと同じようにサンダルを履いて庭に下りていた。そして、エルニの隣に並ぶ。

　夕日に照らされたエルニの銀の髪はオレンジ色に光り、とても綺き麗れいだった。それなのに、エルニは寂しげに笑う。

「……不思議だな」

　不意に、エルニがぽつりともらす。

「夕日が見えてるのに……帰らなくていいんだな……」

「……ああ。帰らなくていい。ここにいろ」

　手を伸ばして優しく頭を撫なでる。

　だけど、エルニはいつものように笑ってはくれなかった。

「こんな日が、ずっと続けばいいのにな……」

　夕日を眺めたまま、エルニは消え入りそうな淡い笑みを浮かべていた。

　それはまるで、いつかこの穏やかな日々が終わることを予感しているよう。

「大丈夫だ」

　オレは少し声を大きくして言う。

「確かに、どんなことにも終わりがくるけど……みんなが傍にいるだろう？　だから、大丈夫だ」

「……そうだな」

　エルニは小さく呟つぶやき、夕日を眺め続ける。

　オレもそれに倣ならってエルニと一緒に夕日を眺め続けていると、

「――あっ、こんなところにいたのね」

　突然、真横から声があがり、振り向くと、リビングの窓にマキナの姿があった。

　マキナは心なしか安心したような表情をしていたが、エルニに目を向けると、不思議そうに首を傾かしげた。

「なに変な顔してるのよ、あんた」

「へ、変な顔とは失礼だな！」

　エルニはいつも通りに振る舞おうとしているのだろうが、やはり元気がなかった。

　マキナもそれに気づいたのだろう。開きかけた口を閉じ、エルニに向かって、そっとゲーム機を差し出して言った。

「……今日はあんたにやらせてあげるわ」

「え？　いいのか？」

　エルニが驚くと、マキナはそっぽを向いて誤ご魔ま化かすように言った。

「あ、あたしはこれからテレビを見るのよ。だから、好きに使ったらいいわ」

「なんだ？　ドラちゃんでも見るのか？」

「ええ、あの狸たぬきみたいな顔をした――って、そんな子供向けアニメ見ないわよ！　大体、曜日が違うじゃない！　忍しのぶのバカ！　エッチ！　変態！」

　ちょっとからかっただけなのに、ひどい言われようだ。

　まあ、照れ隠しだとわかるので、オレは素直にマキナに謝って、エルニと一緒にリビングに戻る。

　そこでエルニはソファーに座り、マキナから受け取った携帯ゲーム機で遊びはじめ、マキナもそれを横目で眺めながらテレビをつけたので、オレは部屋に戻ることにした。

　リビングを出て、自室まで辿たどりつくと、何な故ぜか部屋のドアが開いていた。

「あれ？　おかしいな……」

　もしかして中に誰だれかいるのか？　開いたドアから顔を覗のぞかせると、部屋にはルナがいた。

　なにか用だろうか。そう思って口を開こうとしたのだが……ルナの様子がおかしい。

　顔を赤くしながら、ベッドの上を凝視し、おそるおそる手を伸ばし、そこで『だめです、だめです』といった感じで首を横に振っている。

　しかし、視線はベッドの上に固定されたままだ。気になってルナの視線を追うと、さっきの扇情的な衣装を着た金髪のお姉さんがウインクしている本が目に飛び込んできた。

　ぎゃあああああ、と叫び出したい気持ちでいっぱいだったが、ぐっと堪え、この場をどう乗り切ろうかと考える。

　一緒に住んでいる金髪お姉さんに、自分が所有する金髪モノのいけない本を見られた場合、紳士ならどう行動する？

　混乱する頭の中、行動を決めかねていると、ルナが動いた。彼女は意を決した様子でいけない本に手を伸ばす。

　もうダメだ。オレはこの状況に耐えられない。そっと逃げ出そうとしたのだが、動揺していたのだろう。不覚にも肘ひじが壁に当たり、思った以上に大きな音が響いてしまった。

　途端、ルナはビクッと大きく肩を震わせ、おそるおそる振り返り、オレと目が合った瞬間、顔を赤くしたまま叫んだ。

「ご、ごめんなさい、ごめんなさい！　見てないです！　まだ見てないです！」

「……まだ？」

　思わず聞き返すと、ルナはあわあわと手をせわしなく動かし、「あ、あの、でも、金髪美女って……それで……」と、ひどく慌てだし、

「ごめんなさい！」

　両手で顔を覆ってオレの横を通り抜け、部屋を飛び出して行った。

　それを見送ったのち、オレはしばし立ち尽くしていた……。



　その後ルナはいつも通り、「ご飯ができましたよ」と、部屋まで来てくれたが、微妙に気まずかった。一階のリビングに向かう途中、ルナはなにか言いたげにオレを見つめ、階段を降りきったあと、振り返っておずおずといった様子で口を開いた。

「あの、忍しのぶさんは……金髪の女の人が好きなんですか？」

　ルナは頬ほおを赤くして少しだけ真剣な表情で訊たずねてくるが……さあ、困ったぞ。

　なんせ、正解がまったくわからない。

　わずかな逡しゆん巡じゆんのあと、オレは「嫌いじゃない」と、無難な答えを選んだ。

　するとルナは顔を輝かせ、満面の笑みを浮かべると、ぎゅっとオレに抱きつき、ご機嫌な様子でダイニングキッチンに向かって行った。

「……正解だったのか？」

　よくわからないが、ルナが嬉うれしそうならそれでいいだろう。ほっと胸を撫なで下ろすと、オレはルナのあとを追った。

　ダイニングに顔を出すと、すでにみんな集まっていて、オレが席についたところで、夕食タイム。

　食事がはじまると、エルニはおかずのハンバーグを見て、いつものように陽気な笑顔で言った。

「わたしはハンバーグが好きだ。忍もハンバーグが好きだ」

「いや、勝手に決めつけるなよ。まあ、ルナが作るハンバーグは好きだけど……」

　普段通りのエルニに安心しながら、軽く突っ込みを入れる。しかし、エルニは聞いていないのか「美お味いしい！」とハンバーグを口に含んでご満悦。

　その笑顔につられながらオレも笑い、おかずのハンバーグを口に入れると、エルニが思い出したように言った。

「そういえば、忍は金髪が好きなのか？」

「ぶっ！」

　思わず吹き出してしまったが、オレは誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらい。

「な、なにを根拠にそんなこと訊きくんだ、お前は……」

　動揺が声に出ないように注意しながら言うものの、対面同士に座っていたエルニとマキナは顔を見合わせ、それぞれ口を開いた。

「金髪美女が大集合」

「エッチな夏のバカンス」

　途端、エルニとマキナの発言を受け、ルナの頬に赤みがかかる。

　オレは両手で顔を覆った。

「私は貝になりたい」

　そう言って震えていると、そこで隣の席のなずなが元気いっぱいに手をあげる。

「わたしは猫になりたい！　ご飯おかわり！」

　うん、素敵な猫になれるといいね。でもね、もう少しお兄ちゃんの悲しみを理解してくれると嬉うれしかったかな。

　大きくため息を吐いていると、そこでエルニもなずなと同じように手をあげて言った。

「わたしもご飯おかわり！」

「はい、わかりました」

　ルナはなずなとエルニからご飯茶碗を受け取ると、席を立って炊飯器へと向かう。

　その隙すきに、オレはテーブルから身を乗り出してエルニとマキナに近づき、小声で訊たずねた。

「……どうして、エルニまでオレの持っている本の内容を知っているんだ？」

「ん？　マキナが話してくれたからだぞ」

　エルニが素直に答えたので、オレはマキナに目を向ける。すると、マキナは「話の流れよ……」と、しれっとした顔で答えた。

　仲が良いのか悪いのかよくわからん連中だ。

　首を傾かしげていると、ルナが戻ってきて、エルニとなずなにご飯がよそわれた茶碗を渡す。

　茶碗を受け取ったエルニとなずなは、嬉しそうな顔をして食事を再開させる。

　そこで、それを見たマキナが、エルニに目を向けて呆あきれた様子で口を開いた。

「部活で運動してるなずなはともかく、そんなに食べると太るわよ、あんた」

　それにエルニは笑顔で答えた。

「大丈夫だ。わたしは食べても太らない体質なんだ」

「……羨うらやましいです」

　ぼそりとルナが言うと、みな食事の手を止めた。そして、みなの視線がルナのパーフェクトボディに集まる。特に女性陣の視線は少し鋭かった。

「別にルナは太ってないし、多少食べても問題ないと思うぞ？」

「え、えっと……」

　オレが素直な感想を述べると、ルナは何な故ぜか言葉を濁し、それを見たマキナは思い出したように言った。

「ああ、そういえばお姉さま、ブラジャーが少しきつくなったって言ってたわね。もしかして、また胸が大きくなったの？」

　マキナがそう言った途端、エルニとなずなが目つきを変えた。

　ふたりは同時に勢いよく立ちあがり、ルナに急接近。そしてなにを思ったか、いきなりルナの大きな胸を揉もみはじめた。

「うわぁ……。ルナお姉ちゃんすごいね。大きくて柔らかいよ」

「むう、なかなかの重量感。掌てのひらに収まらない大きさだというのに、これ以上成長してどこへ行こうというのだ……」

「あ、あの、ふたりともちょっと痛いです」

　控え目にルナが言うと、なずなとエルニは顔を見合わせたあと、今度は優しく、円を描くようにルナの胸を揉もみはじめた。

　途端、ビクッとルナが身体を震わせた。

「んぁっ……うぅん……ふ、ふたりともだめですよ。やめ……ひゃん……」

　ルナの豊かな双胸は持ちあげられ、寄せられ、揉みまわされ、様々な形を見せる。

　なずなとエルニは胸の感触が楽しいのか、ルナの制止の声も聞かず、興味津々な様子で胸を触り続ける。すると、徐々にルナの頬ほおが上気していき、色っぽい声がもれはじめた頃ころ、マキナが立ちあがった。

「こら、ふたりともやめなさい」

　マキナは呆あきれた様子で、ぽんとなずなの頭を撫なでるように軽く叩たたき、エルニには容赦なくチョップを叩き込んだ。

「お姉さまがイヤがってるでしょう？」

　マキナが注意するように言うと、なずなとエルニはルナに頭を下げて謝っていた。

　その様子を見ていたら、思わず笑いがこみあげてきて、オレはついつい、声をあげて笑ってしまう。

「なんか、お前ら姉し妹まいみたいだな」

　そう言うと、ルナになずな、エルニとマキナはそれぞれ顔を見合わせ、声を揃そろえて『姉妹？』とオウム返しに聞き返してくる。

「ああ、ルナとマキナは実際の姉妹だけど、なずなもエルニもその中に入れてもおかしくないと思ってな。ルナが長女で、次女が――」

「わたしだな」

　オレの言葉を遮ってエルニが手をあげる。しかし、それを見たマキナは否定するように自らも手をあげた。

「いいえ、次女はあたしよ。ねえ、忍しのぶ？」

「そんなことはない。次女はわたしだ。忍もそう思っている」

　ぐいっと身を乗り出し、オレに意見を求めてくるマキナとエルニ。

　そこでなずながマキナとエルニの間から顔を出し、笑顔で言った。

「お兄ちゃん、わたしも忘れないでね？」

　おそらく、なずなは自分も混ざりたいだけなのだろうが……なんだろう。すごくイヤな予感がする。

　そしていつものように言い争いをはじめたエルニとマキナを見守っていると、なずなが手をあげて言った。

「――誰だれが南条家の次女に相応ふさわしいか、勝負して決めようよ！」と。



　……ややこしいことになったな。

　リビングに集まった面々を見て、オレは胸中でため息を吐く。

　あのあと、なずなの提案を受け、南条家の次女を決める勝負をしようということになり、勝負の内容は少し揉もめた結果、クイズ大会となった。

　おそらくテレビの影響でも受けたのだろう。うん、それは別にいい。気にもならない。

　問題は、オレが巻き込まれていることだ。

　何な故ぜか問題はオレが考えることになり、さらに司会進行を務める羽目になってしまった。

　唯一の救いは、オレと同じように巻き込まれたルナがアシスタントに選ばれたことだろう。ルナがフォローしてくれるなら心強い。

　視線を横に向けると、隣のルナはにっこりと微笑ほほえみを返してくれた。

　その笑顔に癒いやされつつ、オレはリビングのテーブルに目を向ける。

　テーブルにはエルニとマキナ、なずなが座っており、それぞれの目の前には、ボタン代わりに卓上ベルが置かれている。

　クイズの問題がわかった順から卓上ベルを鳴らし、早押しで答えるといった寸法だ。

　さて、司会者を任されたからにはそれなりの仕事をしないとな。

　オレはコホンと咳せき払ばらい。

「それでは、第一回南条家次女決定戦を開催いたします。司会進行は私、南条忍しのぶと、南条家のお姉さん、ルナでお送りします」

　そこでオレとルナが軽く頭を下げると、選手一同は拍手で応こたえた。

「ありがとうございます。では、続いて選手の紹介に参りたいと思います」

　テーブルに目を向け、オレは口を開く。

「まず、エントリーナンバー一番、クラスの男子たちから陰で『女王様』と崇あがめられている赤髪の美少女、マキナさんです」

「ふふん。まあ、本気で遊んであげるわ」

　余裕の表情で笑うマキナは、見た目的には一番次女に近いように見えた。

「続いて、エントリーナンバー二番、喋しやべらなければ完かん璧ぺきな美少女。天てん真しん爛らん漫まんな笑顔が素敵な自称神、エルニさんです」

「どうも、神です。この前電車でお婆ばあさんに席を譲ったら、お婆さん、次の駅で降りちゃいました。とても気まずかったです」

　切ない顔をして語るエルニは、次女にはほど遠いように思われた。

「さあ最後。エントリーナンバー三番、猫が大好きな中学二年生。愛らしい容姿には似合わず空手の有段者、南条家のリーサルウェポン、なずなさんです」

「優勝できるように頑張ります！　お爺じいちゃんの名にかけて！」

　元気いっぱいに言うなずなだが、年齢的に次女には見えなかった。いまも卓上ベルをチンチン鳴らして楽しそうにしている。

　それを見たマキナが、確認するようになずなに訊たずねた。

「ねえ、本当になずなも参加するの？　勝負となったら、あなたでも容赦しないわよ？」

「にゃあ！」

　優しく警告するように言うマキナに、なずなは元気いっぱいに答える。そして何な故ぜかマキナに抱きつく。

「ちょっと、なによいきなり……」

　なずなのハグにマキナは戸惑ったような表情を見せていたが、突き放すことなく受け容いれ、わずかに微笑する。

　しかし、そこでなずなは笑顔のままマキナのわき腹をくすぐりはじめた。

「あははは、こら、なずな、やめなさい……」

　マキナが笑い声をあげながら注意すると、エルニが動いた。なずなに便乗するように後ろからマキナのわき腹をくすぐる。

「きゃあ！　も、もう、ふたりともやめなさいよ！　あははは！」

　なずなとエルニはひとしきりマキナをくすぐると、何故か胸を張る。そして、ふたりはビシッとマキナを指差し言った。

「マキナちゃん、油断大敵だよ！　わたしが本気ならマキナちゃんの命はなかったよ！」

「そうだぞマキナ！　勝負はもうすでにはじまっている！」

　いや、お前らウソつくなよ。どう見ても、ただじゃれていただけだろう。

　そう突っ込もうとするものの、どうしてか、マキナは「ハッ」としたような表情になり、驚いた顔でなずなに目を向ける。

「か、可愛かわいい顔してなかなかやるわね。忍しのぶの妹というだけのことはあるわ……」

「わたしは？」

「あんたはバカよ」

　笑顔で訊ねたエルニに切って捨てるように言うと、マキナはなずなを指差す。

「あたしを本気にさせたことを後悔しなさい。手加減しないわよ」

「うん！　わたしも本気だよ！　マキナちゃんにもエルちゃんにも負けないから！」

　おそらく、なずなはただ一緒に遊びたいだけなのだろう。しかし、その言葉がマキナとエルニの闘争心に火をつけたのか、ふたりとも不敵に笑う。

「ふふっ。いいわ、なずな。いい機会だから、あたしの実力を見せてあげるわ」

「なずにゃん、わたしと同じ時代に生まれたことを後悔するんだな」

　そこで、マキナとエルニとなずなの三人は、勝負の開始を急せかすようにオレとルナに目を向けてきた。

　よし、話もまとまったことだし勝負開始だ。オレはルナに目配せしたあと、「それでは、クイズ開始です」と前置きし、問題を出す。

「第一問、フランス国王ルイ十六世の王妃、マリー・アントワネットの有名な言葉に、『パンがなければ○○を食べればいいじゃない』といったものがありますが、さて、彼女は何を食べればいいと言ったでしょうか？」

　はじめはサービス問題のつもりで出題したら、すぐさまマキナがベルを鳴らした。

「はい、マキナさん」

　答えを促すと、マキナは自信満々に答えた。

「パンがなければ、『霞かすみ』を食べればいいじゃない！」

「鬼かお前は！　マリー・アントワネットも真まっ青さおな答えだな！」

　思わず役柄を忘れて突っ込むと、そこでなずなが「わかった！」とベルを響かせる。

「はい、なずなさん」

　期待を込めてなずなの答えを待ったが、奴やつは笑顔で言った。

「パンがなければ、『ボクの顔』を食べればいいじゃない！」

「……なずな、それは愛と勇気だけが友達の子供たちのヒーローだ。それに、マリー・アントワネットは女だぞ？」

　再び突っ込みを入れると、エルニが「……女っ！　わかった！」と叫んだかと思ったら、ピンと手をあげて「はい！」と挙手。

「いや、『はい！』じゃねえよ！　何のためのベルだよ！　ベルを鳴らせ！　ベルを！」

　力いっぱい突っ込むと、エルニは慌ててベルを鳴らし、答えた。

「正解は、パンがなければ『ご飯にする？　それともお風ふ呂ろ？　それとも……わ・た・し？』だ！」

「全然違うわ！　なんで新妻みたいになってんだよ！　確かにそう言われたら、ちょっとドキドキするけど――って、ルナはメモを取らんでいい！　他ほかに誰だれかいないか！」

　他のメンバーを見渡したが、全員首を捻ひねってわからない様子。

　そこでルナが苦笑しながら口を開いた。

「えっと、正解は『パンがなければお菓子を食べればいいじゃない』です。これは、フランス革命前に民衆が貧困と食糧難に陥った際に言ったセリフだと言われていますね」

　ルナが説明すると、マキナが怒ったように言った。

「そんなときにお菓子を食べろだなんて、ひどいことを言う奴もいたものね」

「うん、霞を食べろとか言ったお前も大概だけどな……」

　呆あきれて言うと、マキナは赤面し、ルナは苦笑したまま続けた。

「ですが実際のところ、これはマリー・アントワネット自身の言葉ではないとも言われていますね。それでは続いて、第二問です」

　事前に打ち合わせした通りに、今度はルナが問題提示。

「世界三大美女と呼ばれている女性とは誰だれだったでしょうか？　三人答えてください」

　ルナが選手たちに目を向けると、早速、マキナがベルを叩たたく。

「はい、マキナさん。答えは？」

　オレが訊たずねると、マキナはさきほどと同じように自信満々に答えた。

「お母さまとお姉さまとあたし！」

「……うん、気持ちはわかるけど、そういう身内ネタじゃなくてね、常識問題だよ？　それに自分を数に入れているあたり、ちょっと図ずう々ずうしいね。不正解」

　そう言うと、マキナは不満げな顔をし、今度はなずながベルを鳴らした。

「はい、なずなさん。答えは？」

　訊ねると、なずなは笑顔で言った。

「――わかりません！」

「じゃあ鳴らすな！　こっちは答え聞いてんだよ！　お前、絶対遊んでるだろ！」

「にゃあ！」

　やっぱりわざとだった。なずなは元気いっぱいに返事をし、それを見たエルニは静かにベルを響かせる。

「はい、エルニさん。もう、答え出しちゃってください」

　期待を込めて訊ねると、エルニもなずな同様、笑顔で言った。

「わたしもわかりません！」

「うん、素直だね――なんて言うかバカ！　なんでお前らは必要以上にボケようとするんだよ！　少しは真面目まじめにやれ！」

　声を荒らげると、ルナが申し訳なさそうな顔をして言った。

「あの忍しのぶさん。みんなボケてるんじゃなくて、その……本気だと思いますよ？」

「余計タチが悪いな」

「と、とりあえず、ヒントを出してみましょうよ」

　まあ、このままでは正解が出そうにないので、仕方がないな。

「それじゃあヒント。世界三大美女は、『クレオパトラ』、『楊よう貴き妃ひ』、『小お野のの○○』だ。さて、小野なんでしょう？」

　さすがにここまで言えばわかるだろう。案の定、なずながすぐにベルを押し、笑顔で言った。

「小野妹いも子こ！」

　答えを聞いた途端、思わずオレは頭を抱えた。

　……もしかして、問題が難しかったのだろうか。

「せ、正解は小野小こ町まちです。……余談ですが、海外では小野小町の代わりにヘレネを入れていることが多いですよ」

　ルナが苦笑しながら解説すると、選手たちは感心したような顔をした。

　うん、こいつらに一般常識問題は無理だ。

　こうなったら、身内ネタでいくしかないだろう。

　胸中で嘆たん息そくしながら、オレは口を開いた。

「第三問。オレは爺じいちゃんから古武術を習っているが、その流派はなんでしょう？」

　一応、ここにいるメンバーには何度か、流派の名前を話している。さすがに正解者が出るだろうと思っていると、なずなが「わたし、これわかるかも」と呟つぶやき、ベルを押し、笑顔で答えた。

「心頭滅却南条流！」

「違う！　心しんしか合ってねえよ！　というか、なんでお前が間違えてるんだよ！　小学生の頃ころはお前も爺ちゃんの道場に通ってただろうが！」

　そう叫んだところで、今度はマキナが「わかったわ」と、ベルを響かせて答えた。

「唯我独尊南条忍流！」

「いやいや、なんでオレが開かい祖そみたいになってんだよ。違うよ？　そんな期待されたような目で見られても正解じゃないよ？」

　突っ込んでいると、そこでエルニがベルを鳴らした。

「はい、エルニ」

「お待たせしました、神です」

「誰だれも待っとらんわ！　さっさと答えろ！」

　答えを促すと、エルニは大おお真面目まじめに言った。

「忍の流派は、『絶ぜつ技ぎ・エルニ殺さつ法ぽう』だ！」

「……ほう、いつからお前はオレの師匠になったんだ？　ふふ、ここはひとつエルニ先生に格闘技というものをご教授願おうかな」

　冗談で拳を鳴らすと、エルニは目を泳がして叫んだ。

「忍に教えることはもうなにもない！　免めん許きよ皆かい伝でんごめんなさい！」

「まったく……。ほかに誰か覚えていないか？」

　選手たちを見渡すと、みんな気まずそうに目を逸そらした。

　……え？　マジで全員覚えていないの？　オレ、何度もこいつらに話したぞ？

　もしかして、実はこいつら、オレのことなんて全然興味ないのか……？

　ちょっぴり切ない気持ちになっていると、ルナが控え目に手をあげて答えた。

「えっと、正解は『心月体水南条流』ですよね？」

「お、おお。さすがはルナだな。正解だ。うむ、現時点ではルナが優勝候補だな」

　嬉うれしかったので、ルナの頭を撫なでてやると、ほかのボンクラ共が不満を叫んだ。

「ちょっと、お姉さまは参加者じゃないでしょう！」

「ルナお姉ちゃんには勝てないよ！」

「忍しのぶはルナばかり贔ひい屓きする！」

「――はい、静せい粛しゆくに。続いて第四問。これが最終問題だ。これに正解した奴やつが南条家の次女となる」

　いい加減疲れてきたので、投げやりに言ったのだが、マキナになずなにエルニはまだまだ元気いっぱいの様子。みな、やる気満々に頷うなずいた。

「じゃあ最終問題。ルナはお風ふ呂ろで身体を洗うとき、どこから洗うでしょうか？」

　これなら適当なことを言ってる間に正解者が出るだろう。ぼんやりとした意識のまま問題を出すと、ルナが「ええっ？」と顔を赤くした。

　それに構わず、エルニがベルを響かせて答えた。

「おっぱいだ！」

「右ですか？　左ですか？」

　オレがさらに促すと、マキナは「右！」と答え、なずなとエルニは「左！」と答えた。

「それでは、ルナさん。正解をどうぞ」

「そ、その……答えなきゃだめですか？」

　ばっと、不ふ可か視しのマイクを差し出すと、ルナは赤い頬ほおで訊たずねてきた。

　途端、優勝が掛かっていた選手一同は、『ダメ！』と声を揃そろえる。

「えっと、胸は……両方いっぺんに洗います」

「両方？　どのように？」

　何な故ぜかエルニが身を乗り出して訊ねると、ルナはもじもじしながら答えた。

「あの、下から持ちあげるように……」

「よくわからないぞルナ！　ちょっとやってみてくれ！」

　エルニに言われ、ルナは服の上から大きな胸を下から両手で持ちあげるようにして、洗う仕草を見せる。手を上にあげていくと、ぷるんと大きな胸が揺れた。

　そこでオレは顔を真まっ赤かにしているルナに向かって言った。

「優勝はルナです！　おめでとう！　南条家の長女も次女もルナです！」

　言った途端、

「そんなのずるいわよ！　大体、あたしは本気じゃなかったのよ！」

　マキナが不満げに叫び、エルニも肩をすくめて言った。

「なんかもう、一周して負けたな！」

「……いや、一周せんでも負けとるわい。それにマキナも言い訳がましいぞ。いいか？　南条家の長女の座も次女の座もルナのものだ。それでもう決まり。クイズ大会は終了だ」

　そう締めると、マキナが手をあげて言った。

「それじゃあ、今度は三女決定戦をしましょう！」

「うん、いい考えだ！　次はなにで勝負を決める？」

　マキナもエルニも乗り気だが、オレはもう関かかわるつもりはない。なずなも遊び疲れたのか、眠そうな顔をしている。

「……それじゃあ、ふたりとも頑張ってくれ」

　ルナと一緒に卓上ベルを片づけていると、マキナとエルニが驚いた表情を浮かべた。

「え？　なんで片づけるのよ？　勝負に付き合ってよ」

「そうだぞ。まだまだ夜はこれからじゃないか。なあ、なずにゃん」

　同意を求められたなずなだが、やはり眠たいのだろう。目を擦りながら答えた。

「わたし、もう南条家の猫でいいよ……」

「おいおい、なずな。いくらなんでも自分を卑ひ下げしすぎだぞ？　というかお前、実は半分寝てるだろ？」

「そんなことないよ？　わたしはお兄ちゃんが好き。お兄ちゃんもわたしが好き。ルナお姉ちゃんもお兄ちゃんが好き」

「こらこら、ルナを巻き込むな。ルナも冗談に付き合って手をあげなくていい。ほら、さっさと部屋に戻って寝ろ」

「う～ん、夜明けのこない朝なんてないよ……」

　言いながら、オレの胸に抱きつき寝息を立てるなずな。仕方ないのでなずなをおぶって部屋まで運ぶことにした。

　ルナは微笑ほほえみながらリビングのドアを開けてくれ、オレと一緒に部屋を出たのだが、後ろではマキナとエルニの話し声。ふたりはああでもない、こうでもないと、勝負の内容を決めるために話し合いを続けていた。

　……実はあいつら仲が良いんじゃないか？

　そんなことを考えながら二階にあがり、なずなを部屋のベッドに寝転がす。

　すると、なずなは目が覚めたのか、ぎゅっとルナの腕を掴つかんだ。

「ルナお姉ちゃん、一緒に寝よう」

　それにルナは笑顔で頷うなずいて返す。

　ふむ、一度は喧けん嘩かしたこともあるふたりだが、以前よりずっと仲良くなったな。

　微笑みながらふたりを眺めていると、不意になずながオレの腕を掴んだ。

「お兄ちゃんも一緒に寝ようね」

「え？　オレも？」

　驚いていると、ルナが赤い顔でそっとオレの手を握ってきた。

「せっかくですから、忍しのぶさんも一緒に寝ましょう」

「いえ、自分、明日あるんで……」

　飲みに誘ってきた上司に断りを入れるように言うものの、なずなもルナも手を離してくれなかった。

「お兄ちゃんこの前、エルちゃんとマキナちゃんとは一緒に寝たんだよね？　だったら、わたしたちもいいよね？」

「そうですよね。いいですよね？」

　なずなには笑顔で、ルナにはお願いするように言われ……オレは逃げ道を失った。

　仕方なしにベッドの隅っこに横になり、壁にキスせんばかりに急接近してみるものの、なずなとルナに引っ張られ、真ん中に移動させられてしまう。

　そして電気が消えたかと思ったら、オレの隣になずなとルナが横になり、それぞれオレの腕を枕まくらにして、目を閉じた。

　うむ、なずなは昔からこうなので気にもならないが、ルナは違う。甘い匂においにさらさらの髪の毛の感触、身体に当たる大きな胸。その大きさ、まさにウォーターメロン。

　疲れていたはずなのに、眠気が一気に遠のいた。

　ふたりが寝静まったあとも一向に眠気は訪れず、どうしたものかと考えていると、不意にルナが動いた。

「うぅん……」

　突然、色っぽい声をもらして身じろぎをしたかと思ったら、自身の服に手を伸ばし、いきなり上着を脱ぎはじめたのだ。

「え？　あ、あの、ちょっとルナさん……？」

　混乱するオレの前でルナはスカートまで脱いでしまい、下着姿になったかと思ったら、ぎゅっとオレに抱きついてきた。

　……え？　なにこの状況？

　しなやかな指先はオレの肩を掴つかみ、柔らかな太ももが乗り、脚が絡み合い、温かな体温を強く感じ、大きな胸の柔らかさ、はじける弾力感に脳がとろけそうになった。

「ど、どうしたんだよ、ルナ？」

　声をかけるものの、返ってきたのは規則正しい寝息だけ。

　あ、あれ？　まさかルナのやつ、寝ね惚ぼけてる？　そういえば、ルナは寝るとき下着姿だったけど……いつもの癖が出たのか？

　ルナは幸せな夢でも見てるのか、微笑ほほえみながらオレに強く抱きついてくる。

　これはさすがにまずい。いまにも理性が崩壊しそうだ。ルナとなずなには悪いが、帰らせてもらおう。

　そっと、腕枕をしていたなずなの頭から腕をどかし、空いた右手でルナに手を伸ばした途端。

「忍しのぶさん……」

　寝言だろうか。ドキッとするようなことを呟つぶやきつつ、ルナがさらにオレに身体を寄せてきた。しかし、オレの手はルナの身体を押そうと伸ばしており――その結果。

　むにゅんと、掌てのひらにルナの胸を押し当てることになってしまった。

　豊満なボリュームに瑞みず々みずしい弾力感。ピクンと色っぽく波打つルナの身体。

「わ、悪い！」

　思わず小声で謝罪の言葉を発しつつ、慌てて手を引っ込めてルナから離れる。

　しかし、腕うで枕まくらしていた腕を勢いよく引いたためか、ルナがゆっくりと目を開けた。

　起こしてしまったか？　もう一度謝ろうと思ったのだが、ルナは寝ね惚ぼけているのか、すっとオレの首に腕を回す。そしてそのままオレを自身の大きな胸に抱くと、すやすやと寝息を立てる。

「こ、こらこら、離してくれ」

「暴れちゃだめですよ……」

　やはり寝惚けているようだ。離れようとするオレを強く抱きしめてくるルナ。

　そんなことをされたら、当然ながら豊かな双胸を顔全体に押し当てられる形となる。

　おお、これが噂うわさの乳枕というやつか。

　柔らかさと温ぬくもり、甘い匂においに包まれ、身体からだ中じゆうが心地良く、痺しびれそうになった。

　だが、このままの体勢でいるのは色々とまずい。

　オレはなんとかルナの抱擁から逃れようと頭を動かす。

　途端、ぽよんぽよんと胸の感触を強く感じ、その上、

「やぁん……」

　ルナが艶つやのある声をあげる。

　……これは一体なんの試練だ？

　壊れかけの理性を抱えながらもルナの胸から離れるものの、そこでオレはさらに驚きよう愕がく。

　オレが暴れたせいだろうか。ルナのブラジャーの肩かた紐ひもがずれている。

　つまり、たわわに実ったふたつの果実がブラジャーから溢あふれんばかりに飛び出し、大事なところが見えそうになっている。

　しかも、せっかく離れたというのに、寝惚けたまま、再びルナが抱きついてきた。

　これはいかん。限界を感じていると、不意に背後からなずなの寝息が聞こえてきた。

　視線を向けると、そこにはなずなの穏やかな寝顔。

「……下手なことはできんな」

　小さく呟つぶやき、オレは眠らずに戦った。ルナが強く抱きついてきたが、負けなかった。一晩中、欲望と戦い続けた……。



    

  
    
      


第三章　隠し味はバニーとナース？



　明け方、ようやくルナが離れてくれたので、オレはそっとベッドを抜け出し部屋を出た。

　ずっと緊張していたためか、疲労の色は濃く、身体が重い。

「……とりあえず、なにか飲もう」

　喉のどが渇いたのでリビングに向かうと、そこには先客がいた。

　エルニだ。薄暗い部屋の中、電気も点つけず、ソファーにちょこんと座っている。

「おはよう。早いんだな」

　声をかけると、エルニは慌てて両手で目を擦った。

　……暗いからわからなかったけど、もしかして泣いてたのか？

「エルニ？」

　近づくと、エルニは俯うつむき、オレから顔を逸そらし小さく言った。

「……おは……よう……」

　その声は微かすかに掠かすれていた。

　やっぱり、泣いていたんだな。オレは黙ってエルニの隣に腰を降ろすと、そっと頭を撫なでてやる。

　すると、不意にエルニはオレに寄りかかってきた。

「……おはようって嬉うれしいな」

　ぽつりとエルニはもらす。

「おはよう。おやすみ。そう言ったら誰だれかが同じように挨あい拶さつを返してくれる。寝てても、誰かが近くにいてくれる。不思議だ。すごく温かい……」

　言いながらも、エルニは泣きそうな顔になる。

「……怖い夢でも見たのか？」

　以前うなされていたことを思い出し、柔らかく訊たずねる。

　すると、エルニは力なく頷うなずいた。

「夢はきらいだ。叶かなわないものばかり見せて、いやなことばかり思い出させる……」

　膝ひざの上に置かれたエルニの両の手は強く握り締められ、小さく震えていた。

「……辛つらかったら、オレを起こしてもいいぞ」

　少しだけ、頭を撫でる手に力を込める。

「話し相手になったり、こうして頭を撫でるくらいなら……オレにもできるからな」

「……迷惑じゃないか？」

「そんなことないよ。ずっとうちにいろ」

　そう言うと、またエルニは泣きそうになった。

　だけど、なにも言わず……ただ黙って曖あい昧まいに笑う。

　オレもそれ以上はなにも言わず、ソファーから腰をあげる。

「それじゃあ、オレは部屋で寝てるから、なにかあったら遠慮なく来いよ？」

「うん、ありがとう」

　エルニにも少し元気が戻ったのか、いつも通りの笑顔を見せてくれた。

　安心したオレは部屋に戻り、ベッドに入った。すると、疲れていたせいか、すぐに眠りにつくことができた。

　しかし、瞬く間にいつもの起床時間になり、睡眠不足のまま学校に行くことになった。



　●　　●　　●



　眠い。目を開けていられないほどに眠い。その上身体がだるい。倒れそうだ。

「もう帰りたい……」

　休み時間、机に突っ伏してため息を吐いていると、

「南条君、体調が悪いみたいだけど、大丈夫か？」

　優しく声をかけられたので、顔をあげる。

　すると、目に飛び込んできたのは、艶つややかな長い黒髪の美人さん。

　凛りんと整った顔立ちに豊かな双胸、引き締まったウエスト、しなやかな長い脚。

　目の前のクールビューティーはクラスメイトの五行聖さん。

　実は、彼女は悪魔などを封印、退治する退魔士の家系の人間であり、以前、悪魔であるルナとマキナを退治しようとしたこともある。

　だが、ふたりに人を傷つける意思がないことを知ると、五行さんはふたりの存在を黙認させるため、退魔士たちに働きかけてくれた。

　そんな優しい性格の五行さんは、学校では男女問わず人気があり、一部の女子たち、特に後輩の女子からは絶大な支持を受けているらしい。

「体調が悪いなら保健室に行った方がいい。私も付き添うぞ？」

　柔らかく微笑ほほえむ五行さん。気持ちはたいへんありがたいが、オレは苦笑して答えた。

「いや、体調が悪いというより、多分寝不足なだけだと思う。昨日は色々あって大変だったんだよ……」

「ん？　なにかあったのか？」

「ああ。実はこの前の台風でエルニの家が吹き飛ばされてな。それで、いまエルニはうちにいるんだけど、マキナと仲が悪くて……」

　オレはため息混じりに説明した。エルニとマキナの喧けん嘩かの様子や、昨日のクイズ大会で苦労したことなど。

「――その上、今朝はふたりに放課後付き合うことを約束させられた」

「付き合うって……勝負の続きか？」

「そうよ」

　オレが頷うなずくよりも早く、割り込んできた第三者の声。

　振り向くと、いつの間に戻ってきたのか、マキナが自分の席（オレの隣）に腰を落としながら続けた。

「あのバカ、昨日の話し合いで、『料理だとフェアじゃない』とか言ったのよ？　理由を訊きいたら、『マキナは料理ができないじゃないか』って答えたの！　あれはあたしに対する挑戦よ！」

「……でも実際、お前は料理作れないだろ？」

　呆あきれて訊たずねると、マキナは胸を張って答えた。

「大丈夫よ。昨日、インターネットで調べたもの。料理なんてレシピ通りにやれば誰だれにでもできるわよ」

　その自信はどこからやってくるのだろうか。

　イヤな予感を覚えていると、五ご行ぎようさんが驚いたように言った。

「インターネットで調べたって……オランジェロさんはパソコンが使えるのか？」

「え？　まあ、使えるわよ。簡単じゃない」

　うむ、実際マキナは機械音痴のルナと違って、順応能力が高いのか、あっという間に家の電化製品を使いこなした。そして、パソコンの操作方法もすぐに理解し、たまにネットを使って調べものをしていたりもする。

「オランジェロさんはすごいな。私はパソコンが全然わからないんだ。勉強しないといけないとは思うんだけど、苦手なままだ……」

　五行さんが尊敬の眼まな差ざしを向けると、マキナは照れくさそうに目を逸そらした。

「べ、別にたいしたことじゃないわよ。それに、言ってくれれば、その……教えてあげてもいいわよ？」

　その言葉に五行さんは目を見開いて驚いたが、すぐに、「ありがとう」と笑った。

　……ふむ。最近気づいたんだが、マキナは親しくなった人にはけっこう優しいな。

　家では、ルナにはもちろんだけど、なずなにも優しくしてくれているし、オレを蹴けることもほとんどない。

　なんだか可愛かわいいな。そんなことを考えつつ、オレは五行さんに言った。

「マキナもこう言っていることだし、うちに来て教わったらどうかな？」

「いいのか？　南条君のうちにお邪魔しても？」

「おう、来てくれ。今日すぐにでも来てくれるとすごく助かる」

　オレとルナだけでは、エルニとマキナは止められない。助けを求めるように五行さんに言ってみた。すると、五ご行ぎようさんは何な故ぜか頬ほおを赤く染めて「うん」と小さく頷うなずいた。

「……男の子の家に行くなんて、はじめてだな……」

「ん？　なにか言ったか？」

「な、なんでもない！」

　五行さんが慌てて手を振ったところでチャイムが鳴り、担任の柊ひいらぎ先生が教室に顔を出す。

「それじゃあ南条君、またあとで」

「おう」

　上機嫌な様子で席に戻っていく五行さん。

　それを見たマキナは何故か眉まゆを寄せた。

「……もしかして、五行も南条家の次女の座を狙ねらっているのかしら」

「んなわけあるか」

　突っ込んだあと、オレは欠伸あくびを噛かみ殺しつつ授業を受けたのだが……次第に瞼まぶたが重くなり、気がつくと眠っていた。

　柊先生の声がどこか遠くから聞こえてきて、一瞬意識が戻るものの、なにやらいい匂においがしてとても気分がいい。

　なんだろう？　気になってうっすらと瞼を開ける。

　途端、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ、通った鼻筋、艶つやのある形の良い唇が目に飛び込んできた。

　ん？　どうしてマキナの顔が間近に？　まだ夢の中か？

　戸惑っていると、オレの視線に気づいたのだろう。マキナが苦笑しながら言った。

「もう、授業中よ？　居眠りなんてしたら先生に失礼じゃない」

　意外にも真面目まじめなことを言うマキナ。

　そこでオレは、自分がマキナの肩に寄りかかっていることに気がついた。しかし、眠いせいかうまく頭が働かない。

「……すみません。オレが愚かでした」

「え？　あの、あたしは別に責めたわけじゃないのよ？」

「ごめんなさい。全部オレが悪いんです。許してください」

「ちょっと、変なこと言わないでよ忍しのぶ。寝てていいから」

　焦ったようなマキナの声を聞きつつ、うつらうつらしていると、誰だれかに声をかけられた。

「こら、南条くん。授業中ですよ。寝てると先生怒りま――ひゃあ！　な、なんで睨にらむんですか、オランジェロさん？」

「忍が寝てるのよ？　静かにしなさい」

「授業中なのに!?」

　なにやら悲しげな柊先生の声が聞こえたような気がする。

　しかし眠かったので、結局、授業中はずっと寝てしまった。

　ただ、多少の疲れは取れたものの、身体のだるさは消えなかった。

　その上、四時間目の授業が終わったとき、弁当箱を家に置き忘れたことに気づき、オレは大きくため息を吐いた。

　すると、隣の席のマキナが首を傾かしげて声をかけてきた。

「どうしたのよ忍しのぶ？　早くお弁当を食べましょうよ」

「……マキナ、弁当を忘れた。オレはもうダメだ。お前の弁当を全部くれ」

「ぜ、全部はダメよ。分けてあげてもいいけど……」

「本当か？　それじゃあ、三分の一＋六分の二＋九分の三だけでいいからくれ」

「ええ、それくらいならいいわよ――って、よく考えたら、それって全部じゃない！」

「……さすがにバレたか」

　などとマキナと話していると、

「よう、なにを騒いでるんだ？」

　不意に声をかけられたので振り向くと、無駄に整った顔立ちのハンサム野郎、クラスメイトの浅あさ田だ耕こう太たが弁当箱を片手に持って立っていた。

　浅田はバカでスケベで姉が大好きなシスコン野郎という、どうしようもない男ではあるが、オレの数少ない友人のひとりである。

　いつものようにアホ面で近づいてきた浅田に、オレは力なく肩をすくめて言った。

「……浅田、弁当を忘れた。オレはもうダメだ。お前の弁当箱を寄よ越こせ」

「弱々しく見せて、さりげなく盗賊みたいなこと言ってるな……」

　浅田は呆あきれて突っ込むと、オレの机に弁当箱を置きながら口を開く。

「南なん条じよう、弁当を忘れたのなら、購買にでも行ってパンを買ってきたらどうだ？　早くしないとパンが売り切れるぞ？　金がないのなら貸してやってもいいけど……」

「いや、とくに金がないわけじゃないんだが、購買まで行くのが面倒だ」

　身体もだるいし、正直あまり動きたくない。

「よし、マキナ。ちょっと購買まで行って、オレのかわりにパンを買ってきてくれ」

「ええ、いいわよ」

　素直に頷うなずき、腰を浮かせるマキナ。

　オレはいつものノリ突っ込みを期待していたのだが、マキナは「なんのパンにする？」と普通に訊きいてきた。

　……あ、あれ？　予想外の反応だぞ？　てっきり、『なんであたしが買いに行かないといけないのよ！』とか言って怒ると思ったんだけど……。

　驚いていると、通路を挟んでマキナの逆隣に座っている五ご行ぎようさんが立ちあがった。

　五行さんは複雑そうな顔をしてオレたちに近づき、そっと耳打ちする。

「南条君、オランジェロさん、なんだか聞き覚えのある声が廊下から聞こえてくるんだけど……」

「ん？　聞き覚えのある声？」

「なによそれ？」

　マキナと一緒になって首を傾かしげながら廊下に目を向けると、五ご行ぎようさんの言う通り、なにやら聞き覚えのある女の子の声が聞こえてきた。

「――あなた、そこのあなたいいですよ。いい運勢をお持ちです。ですが、この神グッズを身につければ、あなたの運勢はさらによくなりますよ！」

　その声はさらに続ける。

「この神グッズのブレスレット、本来ならひとつ三万円のところをいまならなんと、たったの一万円でご提供です！　どうですかお嬢さん！　……え？　買ってくれるのか？　一万円もするのに？　そ、そんなバカな！」

「もう、エルニちゃん、そんなことしてちゃだめですよ？　早く忍しのぶさんのところに行きましょう」

「で、でもルナ！　この娘こ、神グッズを買ってくれるって言うんだ！　嬉うれしいからタダでサービスだ！　……え？　お金を払う？　い、一万円もいらない――って、うわぁああ、本当にいらないから！」

　……うん、なんだかイヤな予感がする。

　マキナもオレ同様、外の声に気づいたのか、顔をしかめる。

　すると、ガラガラと教室の扉が開く音が響き、ふたりの美少女が姿を現した。

　ふたりはうちの学校の制服を着ていたので驚いたが、どちらも見知った顔である。

　ひとりは輝く銀髪をツインテールで纏まとめ、雪のように白い肌を持つ、非常に整った顔立ちの女の子、エルニだ。

　そしてもうひとりは、まばゆい金の髪を腰まで伸ばし、モデル顔負けのダイナマイトバディを誇る、優しげな表情の絶世の美女、ルナである。

「忍先輩、こんにちは！」

「忍くん、こんにちは」

　ふたりはオレに気がつくと、笑顔を浮かべて近づいてきて、それぞれに口を開いた。

「ねえ忍くん。よかったら、お昼は私たちと一緒に過ごさない？　私、忍くんのためにお弁当作ってきたのよ？」

「いいですよね、忍先輩」

　ルナは色っぽく笑い、細くしなやかな手をオレの顎あごに乗せ、エルニは嬉しげにオレの腕に抱きついてくるが……えっと、これは夢？

　あまりにも現実離れしたシチュエーションに混乱し、なにも言えずにいると、ルナがオレの顎からそっと手を離し、エルニの制服の袖そでを掴つかんで小さく言った。

「エルニちゃん、エルニちゃん、忍しのぶさんの反応が薄いですよ？　エルニちゃんの言った通りの学校の先輩になれたと思うんですけど……忍さん、あまり喜んでくれません……」

「う～ん、忍は年上には興味がないのかも知れない」

「ええっ？　そ、そんなの困ります！　恥ずかしいことも我慢しますから、忍さんが喜ぶ方法を教えてください！」

　ぐいぐいと、エルニを引っ張って涙目で懇こん願がんするルナ。

　う、うむ、どうやら目の前のふたりは夢ではなく現実のようだが、

「……なにしにきたんだよ、お前ら？」

　動揺を隠すため、呆あきれた表情を作って訊たずねると、マキナと五ご行ぎようさんも頷うなずく。

「そうよ。どうしたのよふたりとも。なんでここに？」

「えっと、遊びに来たのなら、放課後の方がいいんじゃないかな？　先生に見つかったら追い出されてしまうぞ？　ふたりとも人目につくし、早く帰った方がいい」

　優しく注意してくれる五行さんだったが、エルニはにっこり笑って答えた。

「聖ひじり、細かいことは気にするな」

「えっと、部外者が勝手に学校に入るのはあまり勧められないんだけど……」

　五行さんは苦笑しながらエルニに告げる。だが、エルニはすっと五行さんに近づき、

「聖」



    

  
    
      



    

  
    
      「ん？」

「エルニファイヤ～」

　ふぅ～っと優しく五ご行ぎようさんの耳元に息を吹きつけるエルニ。途端、五行さんは「んぁっ……」と、艶つやっぽい声をあげた。

　それを見たエルニは、形の良い唇を開き、いきなり五行さんの耳を咥くわえだす。

「ひゃっ……ぁっ……ダメだ。やめ……んんっ……」

　五行さんはエルニを引きはがそうとするものの、力が入らないようだ。頬ほおを赤くし、ビクッビクッと身体を震わせ、助けを求めるようにオレの手を握ってきた。

「んぁ……な、南条君……た、助け……うぅん……」

　こ、これはどうしたものか。五行さんは頬を上気させ、瞳ひとみには涙を滲にじませており、非常に色っぽい。その上、吐息混じりに助けを求められ、妙に緊張してしまう。

　だがまあ、とりあえずエルニは止めた方がいいだろう。クラスの連中は男女問わず、頬を赤くして、五行さんとエルニを凝視しているし、ふたりとも注目されても困るだろう。

　そう思ってオレは制止の声をあげようとしたのだが、それより早くマキナが動いた。

　マキナは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ、さっと五行さんの真横に移動したかと思ったら、エルニ同様、艶のある桜色の唇を開け、五行さんの耳を口に含んだ。

　瞬間、再び五行さんが色っぽい声をあげ、膝ひざを震わせる。それを見たエルニとマキナは顔を見合わせ、今度はちゅーっと五行さんの耳を吸いはじめた。すると、五行さんはぎゅっと、握った手に力を込める。

「ふぁ……んあっ……な、南条君、私、私、もう……ぁあっ……」

　待て待て待て。さすがにこれはやばすぎる。早くエルニとマキナを止めないといけないのだが、何な故ぜかオレの手は一向に動いてくれない。五行さんの悩ましい表情が魅惑的すぎて目が離せず、しばし傍観するオレだったが、

「だ、だめですよ、ふたりとも。五行さんから離れてください」

　ルナが慌ててエルニとマキナに注意するのを見て、我に返った。

「エルニもマキナもいい加減にしろよ？　五行さんがイヤがってるだろ？」

　諭すように言うと、エルニとマキナは顔を見合わせ、そっと五行さんから離れる。

　そこでようやく解放された五行さんは身体をふらつかせ、オレにしなだれかかると、荒い息を繰り返す。

「だ、大丈夫か？」

　豊かな双胸の柔らかい感触、耳元で聞こえる呼吸音、激しく脈打つ鼓動。

　五行さんに抱きつかれ、かなり動揺しつつも訊たずねると、不意に背中に腕を回された。

「はぁ、はぁ……ごめん……力が入らないから……もう少しだけ……このまま……」

　途切れ途切れに言うと、五行さんはオレの胸の中で呼吸を落ち着かせる。

　そんな五ご行ぎようさんの様子を見て、ルナとマキナがどこか羨うらやましそうな顔をし、エルニは「ごめん」と反省したように言った。

　そして、クラスの連中は瞳ひとみに嫉しつ妬との炎を燃やし、オレを睨にらみつけて口々に叫んだ。

「南なん条じよう！　お前ずるいぞ！　ちょっとおれと代われ！」

「そうよそうよ！　南条君だけずるいじゃない！」

「いやむしろ、ボクは五行さんが羨ましいね！」

「……え？　なにそれ？　ちょっと誰だれよ！　五行さんが羨ましいなんて言ったのは！　あたしと同じこと考えてるじゃない！」

　クラスの連中はわいわい騒ぎ、怒鳴り声をあげてオレを非難してくる。

　なにやら、会話の中で不穏な発言があった気もした。しかし、怖かったので聞かないことにして、この騒ぎをどう鎮しずめようかと考えていると、不意に五行さんがオレから離れた。

　五行さんはオレと目が合うと、どうしてか、耳まで真まっ赤かになってしまう。

「身体は平気か？」

　優しく訊たずねたつもりだったのだが、五行さんは真っ赤になったまま、パクパクと金魚のように口を動かし、

「わ、私は、南条君に――破廉恥なことをしてしまった……！」

　後悔したように言い、五行さんは「ごめん！」と叫んで教室を飛び出して行った。

　……えっと、破廉恥って、抱きついただけで？

　うん、五行さんって、やっぱり初う心ぶなんだな。

　ちょっと驚いていると、五行さんを見送っていたマキナが一言。

「案外、五行もかわいいわね」

「うん、聖ひじりはかわいい」

　マキナの言葉にエルニも頷うなずき、珍しくふたりの意見が一致。

　というか、五行さんをいじめているときのふたりはすごく息が合っていた。

　なんでこういうときだけ仲が良いんだろうか、このふたりは。

　胸中で呆あきれていると、ルナもオレと同じことを考えているのか、苦笑しながらエルニとマキナを眺めていた。

　そこでオレは小さくため息を吐き、ルナとエルニに目を向け、口を開く。

「……それで、お前たちはなにしにきたんだ？」

　エルニはともかく、ルナはなにか理由がないと学校に来ないだろう。するとエルニは手に持った手提げ袋からなにかを取り出し、笑顔で答えた。

「忍しのぶがお弁当を忘れたから、届けに来たぞ」

「え？　本当か？　それは助かる」

　礼を言うと、エルニはオレに弁当箱を差し出して、自慢げに胸を反らす。

「食べたいのを我慢して持ってきたんだぞ！」

　別に威張ることではないと思った。しかしルナはその様子を見て小さくため息を吐く。

「エルニちゃん、私と一緒にお昼ご飯を食べたんですけど、学校に向かう途中、何度もお弁当箱見てました……」

　……もし、ルナがいなかったら、弁当はエルニにつまみ食いされていたかも知れない。

　だが、楽しげににっこり笑うエルニを見ていると、なにも言えなくなってしまった。

　オレはエルニから弁当箱を受け取り、軽く頭を撫なでてやる。

「ルナもエルニも、ありがとうな。助かったよ」

　きちんと礼を言いつつ、オレは「……そういえば」と続けた。

「お前らその制服はどうしたんだよ？　どこで手に入れたんだ？」

　ふたりに限って盗んだとかはなさそうだが、誰だれかに借りたのだろうか。そんなことを考えていると、エルニがその場でくるっと一回転してポーズを決めて答えた。

「この制服はボランティアで仲良くなった女性から貰もらったんだ。『卒業してもう着ないから、どうぞ』って言ってくれたんだぞ」

　モデルのようなポーズを取るエルニはお世辞抜きで可愛かわいく、制服姿もよく似合っていた。

「ちなみに、わたしが着ているのが一年生のときで、ルナが着ているのが、三年生のときの制服だ」

　うむ、エルニに制服を提供した女性も高校生活で成長したのだろう。エルニとルナを見比べれば、その成長の過程が窺うかがえる。しかしそれでも、ルナの着ている制服は胸元が少しきつそうだった。

「あの、忍しのぶさん……変じゃないですか？」

　オレの視線を感じてか、不安げな表情を見せるルナ。

　その姿は正直いって、すごく可愛い。

「ふたりともよく似合って――」

　オレが『可愛い』と言うよりも早く、クラスメイトたちが口を開いた。

「お姉さんは確か、南なん条じようの家にホームステイしているんですよね！」

「ええっ？　南条君が奴ど隷れいという名のメイドにしているという噂うわさの外国人さんがこのお姉さんなの？　信じられない。南条君のどこがいいんですか！」

　クラスの連中がオレの机に詰め寄ると、そこでクラスメイトの南みなみ（巨乳）がエルニに目を向ける。

「というか、その銀髪の可愛い娘こは誰なの？　南条くんの知り合い？」

　南の言葉を受け、みんなは一瞬言葉を止める。そしてエルニに目を向けると、口々に可愛いなどと囁ささやき合い、一歩前に足を踏み出す。

　そのとき、それまで静観を保っていた浅あさ田だが立ちあがり、クラスメイトたちの前に躍り出て、注意するように言った。

「はいは～い、彼女たちへの質問はマネージャーを通してね」

　いつからお前がマネージャーになったんだよ。思わず呆あきれたオレだったが、浅あさ田だは振り返り、笑顔を見せる。

「南なん条じよう、騒ぎになる前に逃げるんだ。ここは俺おれが食い止める」

「あ、浅田、お前……」

「意外か？　ふっ、気持ちはわかるぜ南条。確かに俺は変態だ。だが、友人が気にかけている女の子をエロい目で見るほど落ちぶれてはいないのさ！」

　どうしてか、浅田がすごく格好よく見え、オレは感動した。

　しかし、浅田は数秒と経たたないうちにクラスメイトたちに押しのけられ、踏みつけられ、そして、打ち捨てられた。

　ただ、浅田も負けてはいなかった。床に倒れ伏しながらも、女子たちのスカートの中を覗のぞこうと画策していた。

　あそこまでいくと逆に天あつ晴ぱれである。頑張って己おのれを貫いてくれと浅田を応援していると、クラスメイトたちがエルニに近づき、話しかけていた。

「えっと、君は南条とはどういった関係なんだい？」

「ん？　わたしか？　わたしは――忍しのぶの愛人だ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　何な故ぜか堂々とウソをつくエルニ。当然ながらクラスの連中は驚いたような声をあげる。

　そこでマキナがエルニに呆あきれたように言った。

「なにが愛人よ。よくそんなウソがつけるわね。あんたはただの居候でしょう？」

「うん、マキナと一緒だ」

　素直に認めるエルニだったが、その発言にクラスメイトたちは、まるで雷にでも撃たれたかのような表情を見せて叫んだ。

「お、おい、聞いてないぞ南なん条じよう。お前、オランジェロさんと仲良いとは思っていたけど、まさか一緒に住んでいるなんて！」

「ひとつ屋根の下なんて羨うらやましすぎる！　一応言っておくけど、オランジェロさんがね！ボクも南条君の家に住みたい！」

「ちょっと、だから誰だれよ！　あたしと同じこと考えている男子は！」

　……これは昼飯どころではないな。

　どうにか騒ぎを収められないものかと思ったのだが、ふと廊下から、「金髪美女と銀髪美少女はどこだ！」、「二年のクラスを手当たり次第にあたれ！」などといった興奮した男たちの声が聞こえてきた。

　そういえば以前、ルナが学校に傘を届けに来てくれたときも男子たちが騒いでいたな。

　う～ん、これ以上騒ぎになるといい加減、先生たちが来そうだ。

　……場所を移した方がいいな。

　そう結論付けると、オレは弁当箱を持ち、「行こう」とルナの手を引いて歩き出す。

　不思議なことに、あれだけ騒いでいたクラスメイトたちは、オレが「どいてくれ」とお願いするだけで、素直に道を譲ってくれた。

　意外だな。少し驚きながら歩き出すと、エルニとマキナが後ろからついてきたので一緒に教室を出る。

　途端、「……やべえ、目が合った瞬間殺されるかと思った」などと、教室からクラスメイトたちの囁ささやき声が聞こえてきた。

　ひどい言われようである。胸中で肩を落としていたオレだったが、ルナが繋つないだ手をぎゅっと握り返し、「どこに行くんですか？」と、笑顔を見せてくれたので、気を取り直し、逃げる場所を考えた。



　……そんなこんなでルナとエルニとマキナを連れて体育館の裏までやって来た。ここなら落ち着いて弁当が食べられると思ったのだが、何故かエルニが頬ほおを赤くして言った。

「し、忍しのぶ先輩、こんな人気のないところに連れてきて……わたしをどうするつもりなんですか？」

「……え？　まさか、忍はそのつもりであたしたちを人気のない場所に……？」

「そ、そうなんですか、忍しのぶさん？　三人同時だなんて……大胆です……」

　エルニの冗談に合わせてか、赤くなるマキナとルナ。

「いや、なにもせんわい」

　とりあえず、両手でエルニとマキナの頭にダブルチョップを叩たたき込んで突っ込みを入れる。すると、エルニとマキナは仲良く「「いたい」」と見事にハモった声をあげた。

　それを見たルナはオレの制服の袖そでを軽く掴つかみ、柔らかな口調で、注意するように言った。

「忍さん。暴力はだめですよ？」

「えっと、これは愛の鞭むちというか……」

　頭をかきながら言い訳していると、何な故ぜかエルニがルナに掌てのひらを突き出してストップをかけた。

「いいんだルナ。これはわたしと忍にとってはスキンシップみたいなものなんだ」

「まあ、愛情表現みたいなものよね」

　エルニが笑顔で言い、マキナが頬ほおを赤く染める。そこでルナが「愛情……」と呟つぶやき、オレに視線を向けると、真剣な表情で叫んだ。

「忍さん、私のことも叩いてください！」

　……え？　急になにを言い出すんだルナは。思わず呆あきれてしまったオレは――

「ルナ、叩いて欲しいのなら俺おれ様さまに向かってお尻しりを突き出せ！　望み通りお尻を叩いてくれるわ！　十六ビートでな！」

「おう、十六ビートだ――って、エルニ！　オレの物もの真ま似ねをして変なことを言うな！」

　慌てて突っ込むものの、時すでに遅し。ルナは頬を赤くし、エルニに言われたまま、そっと突き出すようにお尻を向けてくる。

　短いスカートから覗のぞくスラッと伸びた美脚に形の良いヒップライン。振り向いてオレを見つめるルナのどこか不安げな表情。

　思わず我を忘れて手をあげたオレは、桃尻に向かってその手を振り下ろしそうになったが、いかんいかんと首を振る。そして、興味津々といった様子でオレを見つめているエルニの頭にちょっときつめにチョップを叩き込む。

「いたい！　忍、いたい！」

「うるさい。望み通り十六ビートで叩いてやるわ！」

「うわぁあああ！」

　情けない悲鳴をあげるエルニだが、叩いたあと、頭を撫なでるというアフターサービスを入れると、「飴あめと鞭」などと呟き、満まん更ざらでもない顔をしていた。

　相変わらず変な奴やつだ。だが、そんな変なところも魅力的かもと感じてしまう今日この頃ごろである。よしよしと、エルニの頭を撫でていると……なにやら視線を感じた。

　振り向くと、ルナは小さく頬を膨らませ、拗すねたような顔をしてオレを見つめていた。

「……忍しのぶさん、エルニちゃんばっかりずるいですよ。私にもしてください」

「いやいや、さすがになにも悪いことをしてないルナをぶつなんて……なあ？」

　助けを求めるようにマキナに目を向ける。しかし、マキナはルナの隣に立ち、不満げな顔をして言った。

「ちょっと忍。ちゃんとお姉さまにもしてあげなさいよ！　お姉さまを仲間外れにするつもり？」

　な、なんで少し怒ってるんだよ、お前は。フォローしてくれよ。胸中でそう愚ぐ痴ちりつつ、オレはルナに近づき手をあげる。

　しかし、ルナは頬ほおを上気させ、期待したような目でオレを見つめてくるものだから、思わず振り下ろそうとした手が止まる。

　とても叩たたけそうになかった。

　オレの手はひょろひょろと力なく揺れ、ぽんと軽くルナの頭に当たる。

「……なんか違います」

「悪いが、これがオレの限界だ」

　そう答えると、ルナは悲しげな表情を見せる。

「……エルニちゃんやマキナ、なずなちゃんにはしてあげてるのに……。忍さん、私にはしてくれないんですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「うん、あのね、それには抵抗があるというかね、暴力はいけないことだと思うんだよ。ルナだって、オレが叩たたいてくれなんて言っても叩けないだろう？」

「そんなことはありませんよ」

「いや、無理だろう」

「無理じゃありません」

「……ほう、じゃあやってみたらどうだ？」

　珍しくルナが退かなかったので、オレは両手を広げて挑発してみる。

　するとルナは真剣な表情でオレに近づき、軽く耳を引っ張ってきた。

　この程度なら可愛かわいいものだと思っていたのだが、ルナは顔を近づかせ、薄桃色の形の良い唇を開き、オレの耳に噛かみついてきた。

　柔らかい唇の感触に、温かい吐息。優しく耳に歯を立てられるが、それはまるで猫が甘あま噛がみするよう。

　一気に鼓動が跳ねあがり、オレは慌ててルナから離れようとした。しかし、すっと伸びた両手に逃げ道を封じられる。ルナはオレの肩を両手で掴つかみ、抱きつくようにして耳をはむはむと噛み続ける。

　な、なんだ、ルナは怒っているのか？

　オレの二の腕にメロンのような大きな胸を押しつけ、温かな吐息と癖になりそうな刺激をオレの耳に与え続けるルナ。その表情はどこか楽しげにも見えた。

「……ルナってああ見えて、いじめる方が好きなタイプなのか？」

「う～ん、意外にお姉さまってそうなのかしら」

　エルニとマキナは傍観しつつ、それぞれにコメントし、じっとオレとルナを凝視。

　見てないで助けてくれ。そう叫ぼうかとも思ったんだが、五ご行ぎようさんをいじめていたあのふたりが助けてくれるはずもないだろう。

　そこでオレは心を鬼にして、「やめなさい」とルナの頭に軽くチョップを叩き込む。

　すると、ルナはようやくオレの耳から口を離し、嬉うれしそうな顔をしてオレに礼を言った。

　……なんで昼飯食う前から、こんなに疲れなきゃいけないんだろう。

　オレはため息を吐き、その場に腰を降ろして弁当箱の包みを開くと、三人ともそれに倣ならって腰を降ろす。

　しかしエルニはなにを思ったか、オレの箸はしを取ると、止める間もなく弁当のタコさんウインナーを摘んだ。そして、

「忍しのぶ、あ～ん」

　そっと、ウインナーをオレの口元に持ってくる。

　てっきりエルニが食べてしまうとばかり思っていたので、オレは驚く。だが、その隙すきに隣からマキナが身を乗り出し、そのウインナーを食べてしまった。

「な、なにをするんだマキナ！　それは忍しのぶのウインナーだぞ！」

　エルニが怒ると、マキナは「それは悪かったわね」と、しれっとした顔で言い、

「それじゃあ忍。お詫わびに、あ～ん」

　自分の弁当箱からタコさんウインナーを箸はしで掴つかみ、オレの口元に運ぶ。

　それを見たエルニはマキナ同様身を乗り出し、差し出されたウインナーを食べてしまう。

「なんてことをするのよ、あんたは！　意地汚い奴やつね！」

「マキナには言われたくないぞ！」

　そこでふたりはいつものように喧けん嘩かをはじめ、それを見たルナはそっとエルニの手から箸を抜き取る。そしておかずの玉子焼きを摘み、

「忍さん、あ～ん、です」

　笑顔でオレに『あ～ん』してくれるルナ。

　うん、そんなことしなくていいから、オレの箸を返してくれ。

　恥ずかしすぎて味がよくわからない。

　そのあと、ルナの『あ～ん』に数回付き合ってから、オレは箸を返してもらい、普通に食事をはじめた。しかし、マキナとエルニはいつものように互いの頬ほおを引っ張り合って喧嘩していた……。

　だが、喧嘩するほど仲が良いとも言うので、オレはふたりを放置。ルナが心配そうな顔をしてふたりをなだめるものの、エルニとマキナは互いにそっぽを向いて仲なか違たがい。

　まあ、それもいつものことだし、気にしなくてもいいだろう。

　……それから、昼休みはルナたちと一緒に過ごした。

　ルナやエルニが学校にいるというのは新鮮で楽しく、あっという間に時間が過ぎてしまい、予鈴のチャイムが鳴ってしまった。

　そこでオレとマキナは、校門までルナとエルニを見送ったあと、教室に戻った。

　ちなみに教室に戻ったとき、オレに気づいた五ご行ぎようさんは、顔を真まっ赤かにしながらも、「さっきはごめん」と、もう一度頭を下げてきた。

　気にしてない旨を伝えると、何な故ぜか五行さんは赤い頬のまま、「……南条君は優しいな」と呟つぶやいて席に戻って行った。

　その背中を見送っていると、どうしてかマキナに頬ほっぺたをつねられた……。
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　そんなこんなで放課後、約束通りパソコンを教わりにきた五行さんを連れて自宅に戻る。

「お、おじゃまします」

　家に入り、若干緊張した面持ちで五行さんがそう言った途端、リビングからエルニが顔を出した。昼休み、エルニには五ご行ぎようさんが来ることを伝えておいたので、奴やつは特に驚いた様子もなく、ふふっと不敵に笑って言った。

「聖ひじり、我が城、エルニ城にようこそ。このエルニ城、入る者は拒まないが、逃げ出すものは決して許しはしない。まあ入ってくれ。ルナがお茶を淹いれる」

　居候の癖に、家や主ぬしみたいな言い草だった。

「五行、無視していいわよ。あれはバカだから。目を合わせたら噛かみつかれるわよ？」

「マキナ！　帰ってきて早々なんて失礼なことを言うんだ！　誰だれがバカだ！　誰が噛みつくんだ！　そんなこと言うなら望み通り噛みつくぞ！　それとおかえり！」

「ふん。誰があんたみたいな間抜けに噛みつかれるものですか。噛みつけるものなら噛みついてみなさいよ。それとただいま！」

　ふたりの様子を見た五行さんは、苦笑してオレに耳打ちする。

「南条君、実はこのふたり仲が良くないか？」

「……さあ？　正直よくわからん」

　などと言いつつ、出迎えに来てくれたルナと一緒に一同はリビングへ。

　そこでオレとマキナと五行さんは鞄かばんを置き、ルナが淹れてくれたお茶を飲んで一息つく。

　すると不意に、エルニがソファーから立ちあがって言った。

「――よし！　それじゃあ料理勝負だ！」

「ええ、望むところよ！　行くわよ、五行」

　エルニの言葉を受け、マキナは立ちあがって五行さんの手を取る。

　しかし、手を取られた五行さんは驚いたような表情を浮かべる。

「……え？　あの、私はパソコンを教わりに……」

「それはあとでいいでしょう？　ほら、こっちに来なさい」

「うん、聖も一緒に料理しよう」

　マキナとエルニに腕を取られ、ダイニングキッチンに連れていかれる五行さん。

　五行さんはあれよあれよという間に巻き込まれ、部活で不在のなずなに代わって勝負に参戦することになった。

　しかし、もし五行さんが勝ったらどうなるんだろう？　五行さんもうちに住むことになるのか？　朝起こしに来たり、逆に起こしに行ったり、一緒にテレビを見たり、着替えを覗のぞいてしまったり、逆に覗かれてしまったり。

　……うん、人気者の五行さんとそんな関係になったら、クラスの連中が絶対に怒るだろうな。そんなことを考えながら、オレはダイニングキッチンに顔を出す。

　ダイニングでは、女の子たちがエプロンを身につけ、冷蔵庫の中を覗いていた。

　ふむ、女の子のエプロン姿って、なんだかいいよね。マキナと五行さんは制服の上からエプロンを着ており、その姿はかなり魅力的だ。

　もちろん、私服の上からエプロンを身につけているエルニも可愛かわいらしくていいのだが、残念なのはルナがエプロンをつけていないことだろう。

　どうやら、ルナは勝負に参加しないようだ。三人に調理器具の場所を説明し、火や刃物には充分気をつけるように注意を促していた。

　その姿、まさに長女の鏡。頼れるお姉さんである。

　女の子たちを眺めていると、エルニとマキナが近づいてきてオレの腕を掴つかみ、

「忍しのぶ、男子厨房に入らずだ」

「そうよ。リビングで大人おとなしく待ってなさい」

　と、無む理り矢や理りオレをリビングへと強制送還。

　仕方がないのでソファーに座ってぼんやりしていると、ルナが戻ってきた。ルナはオレの隣に腰を降ろし、笑顔で話しかけてくる。

「みんなの料理、楽しみですね」

「……五ご行ぎようさん以外は不安だけどな」

　オレと同じで料理の審査員に選ばれたルナは楽しそうだ。しかし、オレはため息をつきながらそう返した。

　途端、ダイニングキッチンから大きな物音が聞こえてきた。続いて、五行さんの驚いたような声。

「あっ、だめだオランジェロさん。な、なんてことをしているんだ！」

「え？　これはだめなの？」

「あ、当たり前だ！　それはダメだ！　それとジャガイモの芽は毒だ！　食べ物じゃないからっ……！」

　慌てたような五行さんの声に、すごくイヤな予感を覚えた。

　そこからさらに、五行さんとエルニの焦ったような声が聞こえてくる。

「えっと、オランジェロさん。それはさすがに入れるべきではないと思うんだが……」

「大丈夫よ。きっといいスパイスになるわ」

「うわぁああ！　マキナ！　それはともかく、そっちはダメだ！」

「なによ？　ふたりとも大おお袈げ裟さね。大丈夫よ、大丈夫」

　マキナがそう言った数秒後、五行さんとエルニの悲鳴が響いた。

　不安だ。さっきからドキドキが止まらないんだけど、これは目の前のルナが綺き麗れいだからだろうか？　不安げに瞳ひとみを揺らしている様に心揺らされているからだろうか？

　そんな風に現実逃避していると、ルナが「念のために胃薬を持ってきますね」と、わりと真剣な表情で言い、オレは祈るように手を合わせた。

　……そうこうしている間に時間は過ぎ、五行さんとエルニとマキナがリビングに顔を出した。五行さんの顔は青ざめ、エルニは頬ほおを引きつらせ、マキナは自信満々な顔で口を開いた。

「さあ忍しのぶ。誰だれの料理から食べる？」

「――五ご行ぎようさん！」

　オレは即答した。マキナはダメだ。会話を聞いている限り、エルニはまだ食えそうな料理かも知れないが、マキナは絶対にダメだ。五行さんとエルニの料理を全部食べて、もう食べられないと言って逃げよう。

　そう思って五行さんを指名。すると五行さんは頷うなずき、一度ダイニングに戻り、お盆に載ったお皿をオレの目の前に置く。

　見ると、お皿の上にはオムライス。

　食欲をそそられる風味に誘われ、「いただきます」と手を合わせてスプーンを取る。

　五行さんの視線を感じつつ、オムライスをスプーンで一口サイズに分けると、それを口に含み、ゆっくりと咀そ嚼しやく。

　おお、玉子とトマトケチャップ、チキンライスが見事な一体感を見せている。そして、玉子の甘みとふわふわ感が最高である。思わず頬ほおが緩んだ。

「これは美う味まいな……」

　オレがそうもらすと、ルナもオムライスを口に運ぶ。途端、ルナの顔に笑顔が広がった。

「美お味いしいです。五行さん、今度作り方を教えてください」

「う、うん。ありがとう」

　照れたように五行さんが微笑ほほえむと、エルニとマキナもスプーンを伸ばし、ふたりとも五行さんの料理を絶賛。あっという間に五行さんが作ったオムライスはなくなってしまった。

　そこでルナがお盆を片づけると、マキナが立ちあがってオレに目を向ける。

「それで忍、次は誰？」

「え？　じゃ、じゃあエルニで」

　そう言うと、マキナは何な故ぜか機嫌良さげに笑みを浮かべた。

「なるほどね。忍はあたしの料理を最後のお楽しみにするってわけね」

　……その自信は一体どこからやってくるのだろう？　疑問だったが、とりあえずオレはエルニに目を向け、促すように言った。

「それじゃあエルニ、頼むよ」

「はい、では指名料三千円いただきます」

「どこの店だ！　いいから早くしろよ」

　すると、エルニは目を泳がせたあと、意を決したような顔をしていきなり頭を下げた。

「すまない忍！　お腹なかが減っていたから、自分の作った料理をつまみ食いしていたら……全部なくなってしまった！」

　なんてアホな。呆あきれていると、五行さんは「だから言ったのに……」と苦笑し、マキナは「バカね」とオレ同様呆あきれた表情を見せる。

　しかし、エルニはそこで意味ありげに笑い、「だが」と続けた。

「料理はすぐにできる。五分……いや、三分で十分だ。ルナに聖ひじり、ちょっときてくれ」

　そう言うと、エルニはルナと五ご行ぎようさんを連れ、リビングを出て行った。

「エルニのやつ、なにをするつもりなんだ？」

「さあ？　あのバカのやることだから、どうせバカなことでしょう」

　残念ながら、マキナの言葉を安易に否定できなかった。

　それから待つこと数分。上機嫌な様子で「料理って案外楽しいわね」と笑うマキナと話していると、エルニがリビングに戻ってきた。

「待たせたな」

　エルニは自信満々の顔で現れ、少し遅れてバニーガールとミニスカナースがやってきた。

　……ん？　バニーガールとミニスカナース？

　オレは突如としてその場に現れたバニーガールとミニスカナースを思わず二度見する。

　よく見ると、赤のバニーガールの衣装に身を包んでいるのはルナで、ミニスカナースは五行さんだった。

　ルナは胸の谷間が大胆に開いた、肩と背中が露出した赤いレオタードを着ており、眩まぶしい美脚は黒の網タイツで包まれている。首には赤の蝶ちようネクタイが結ばれ、頭には淡いピンクのウサ耳カチューシャ。

　五行さんはピンク色のナース服に身を包み、頭にはナースキャップ。そして、ミニスカナースなだけあってか、スカートが異様に短く、色っぽい太ももが露出しており、いまにもスカートの中が見えそうであった。

　堂々としているエルニに対し、ルナは頬ほおを赤くして胸元を両手で隠し、五行さんも頬を赤らめて短いスカートを両手で押さえていた。

　そこでエルニは、驚いて言葉も出ないオレに近づき、ポンと肩を叩たたいて言った。

「さあ忍しのぶ。あのふたりがわたしの料理だ。衣装は貰もらい物だが、ふたりともよく似合っている。美お味いしく食べてやってくれ」

「いや、確かにふたりともよく似合ってるけど、美味しく食べるってなんだよ？　それに貰い物の衣装？　誰だれに貰ったんだよ？」

「衣装は学校の制服をくれた女性から貰った。『もう辞めたからあげる。私は生まれ変わるの』って言って」

「……その女性はなにを辞めたんだ？」

「黙秘権を発動する」

　問い詰めると、エルニは口を『へ』の字にし、パチンと指を鳴らしてルナに目を向けた。するとルナはゆっくりと近づいてきて、オレの目の前まで立つと、前まえ屈かがみになる。

　途端、大きな双胸が飛び跳ね、ふたつの膨らみが突き出される形になり、深い胸の谷間が目前に迫る。たわわに実った果実はレオタードからいまにも飛び出しそうで、ルナは羞しゆう恥ち心しんのためか、恥ずかしそうに言った。

「し、忍しのぶさん。お風ふ呂ろにしますか？　それともお食事ですか？　それとも……バ、バニーですか？」

　瞬間、まるで稲妻に撃たれたかのような衝撃が全身に走った。

　おそらく、事前にエルニと打ち合わせでもしたのだろうが、そのセリフと色っぽい仕草には異様なほど破壊力があり……言葉が出てこなかった。

　とりあえず、ルナには惜しみなく拍手を送る。

　そこでエルニは次に五ご行ぎようさんに近づき、彼女の手に注射器を握らせる。注射器を受け取った五行さんはため息を吐いたあと、オレへと近づいてくる。

　五行さんが歩くたび、短いスカートからチラリチラリと太ももが覗のぞき、スカートの中身が見えそうで見えない。そのチラリズムに翻ほん弄ろうされていると、五行さんが目の前に立ち、凛りんとした表情を浮かべると、オレに注射器を突きつけ、言った。

「食べてくれないと――お注射しちゃうぞ！」

　やはり事前に打ち合わせをし、エルニに指定されたセリフと仕草なのだろう。

　しかし、ルナ同様もの凄すごい破壊力があった。オレが言葉も忘れ、ぼんやりと五行さんを眺めていると、

「ううっ……」

　凛とした表情を浮かべていた五行さんはいきなり真まっ赤かになり、

「だ、だから私はイヤだったんだ！　南条君も呆あきれている！」

　目に涙を浮かべて、背を向けてうずくまってしまった。

「い、いや、そうじゃない！　ドキドキしてたんだよ！　ルナも五行さんも食べたくなるくらい可愛かわいいから！」

　必死でフォローするように叫ぶと、エルニがぼそりと一言。

「……なんかセクハラみたいだな」

「お前が言うな！　大体ルナと五行さんが料理って、なに考えてるんだよお前は！」

「忍が喜びそうなことだ！　文句あるか！　あるなら言ってみろ！」

　……沈黙は金。内心嬉うれしかったオレは黙って口を閉じた。

　するとそこで、マキナが怒ったような顔をして口を挟んできた。

「ちょっとあんた！　確かにお姉さまと五行は可愛かったけど、それが料理として認められるわけがないでしょう？」

　マキナはそう言うが、オレはエルニに向かって笑顔で言った。

「エルニさん、素敵な料理でした」

「ええっ？　し、忍しのぶ？　なに言い出すのよ？」

「いや、こういう発想は嫌いじゃないな。頭脳プレイだ。うん」

「まあ、神の発想だから当然だな」

　オレが頷うなずいてみせると、エルニは胸を張ってマキナに目を向けた。途端、マキナは悔しそうに呻うなったあと、

「ちょっと待ってなさい！」

　エルニの手を掴つかんだかと思ったら、リビングを出て行った。

　すぐに廊下からマキナとエルニの会話が聞こえてきたのだが、よく聞こえない。

「……いいから……にも……貸しなさいよ……」

「でも……衣装は……しかないぞ……」

　ふたりの話し声は徐々に遠ざかっていく。

「……どうしたんだ、マキナは？」

「さあ？」

「エルニちゃんも連れて行かれちゃいましたね」

　五ご行ぎようさんとルナは首を傾かしげているが、ミニスカナースとバニーガールである。素敵な衣装に身を包んだふたりに囲まれ、かなりドキドキした。

　ソファーに腰を降ろした五行さん。短いスカートから太ももが覗のぞき、チラリと白のパンツが見えてしまう。オレは慌てて目を逸そらした。

　しかし、目を逸らした先にはルナ。

　バニーガールの衣装は胸だけサイズが合っていないのか、レオタードがずり落ちそうになっていて、オレは再び目を逸らした。

「どうしたんだ、南条君？」

「忍さん、ちょっと変ですよ？」

「変とは失礼だね。オレは全然普通だよ？」

　言いながらも、思いっきり動揺していると、ドアが開き、エルニとメイドさんが現れた。

　んん？　メイドさん？　驚き目を見張ると、マキナがメイド服を着ていた。

　紺のワンピースに、フリルの付いた真まっ白しろなエプロン。頭にはエプロンドレスと同じようにフリルの付いたカチューシャ。

　マキナは頬ほおを上気させつつ、短いスカートを揺らしながらオレに近づき、顔を伏せて小さな声で言った。

「お、おまたせしました……ご主人様」

　……オレは夢でも見ているのだろうか？　あのマキナがしおらしくオレを『ご主人様』と呼んでいる。恥じらった表情がもの凄すごく可愛かわいい。

　マキナは窺うかがうようにオレを見たあと、赤い頬のまま続けた。

「それでは料理をお持ちしますので、お待ちくださいね、ご主人様」

「あっ、はい。お願いします」

　何な故ぜかメイドさんに敬語で返すオレ。マキナはそんなオレを見て、くすりと上品に笑うと、ダイニングキッチンに向かって行く。

「忍しのぶはメイドさんが大好き、と」

「……こらエルニ。変なメモを取るな――って、ルナもメモらなくていい」

　まあ、メイドさんは嫌いじゃないけど、普段のマキナとのギャップに驚いたというのが正直な感想だ。しかし悪くなかった。不覚にも胸が高鳴ってしまい、オレはすっかり忘れていた。

　――マキナの手料理から逃げるということを。

　気づいたときにはマキナがリビングに顔を出し、お盆に載った皿を持ってきたのだが……その時点でもう逃げたくなった。

　匂においが違う。微かすかに漂ってくる匂いは風味なんかではなく、化学薬品の刺激臭に似ていた。五ご行ぎようさんとエルニは、マキナの料理ができる過程を見ていたからだろうか。マキナが近づいてきた途端、ばっとソファーから立ちあがり、いつでも逃げ出せる体勢を取った。

　ものすごくイヤな予感がするが……まあ、胃袋は強い方だ。これでも爺じいちゃんと一緒に入った山で遭難したとき、蛇やカエルも食べた。死ぬ気になればなんでも食べられる。

　覚悟を決め、短いスカートを揺らして近づいてくるマキナの料理を待つ。

　しかし、目の前に置かれた料理を見た途端、背筋が凍った。

「……なにこれ？」

「カレーです、ご主人様」

　にっこりと笑い、ご主人様と言ってくれるメイドさんのマキナはとても魅力的だ。

　だが、目の前のブツがカレー？　それはカレーへの冒ぼう涜とくではないか？

　確かにタイ料理ではグリーンカレーと呼ばれるカレーがある。日本でお馴な染じみの黄色のカレーに対し、緑色のカレーで辛味の利いた料理である。

　しかし、もしそのカレーの色が……紫だったとしたら？　ポコポコと妖あやしく泡が立っていたとしたら？　君ならどうする？

「あ、あの、メイドさん？　普段、私わたくしどもが見慣れているカレーとは幾分も違うかと存じあげる所存なのですが……」

「これが魔界のカレーです」

　チラリとルナに目を向ける。ルナの顔は青ざめ、激しく首を横に振っていた。

　だが、マキナは笑顔で言った。

「どうぞ、お召しあがりくださいご主人様」

「あっ、はい」

　笑顔のマキナが可愛かわいくて、差し出されたスプーンをうっかり受け取ってしまった。

　しかし、オレの手は一向に動かない。

「えっとメイドさん。なにやらこのカレー、シンナーに似た匂においがするんですけど、食べても大丈夫なんですか？」

　オレが固まっていると、不意にマキナが動いた。

「もう、ご主人様は甘えん坊ですね」

　なにを勘違いしたのか、さっとオレの手からスプーンを奪うと、躊ちゆう躇ちよなくカレー（？）をスプーンで掬い、笑顔で言った。

「はい、ご主人様。あ～ん」

「あっ、どうも。あ～ん」

　ご主人様と言われて、思わず口を開けてしまった。

　慌てて顔を逸そらそうとしたときにはもう遅く、オレの口の中に刺激物が入ってきた。

「うわ……」

　五ご行ぎようさんが悲鳴じみた声をあげると、エルニとルナも心配そうな表情を見せる。

「……救急車を呼んだ方がいいかも知れないな」

「い、胃薬の準備を……」

　不安そうなみんな（マキナだけは笑顔）に見守られつつ、おそるおそる咀そ嚼しやくした瞬間、口の中に激痛が走り、目に涙が滲にじんだ。味はわからない。ただ痛いとしか言えない。甘い辛い苦いではない。あるのはただ痛みだけ。

　こ、こんなのはじめて……。

　もし、これを飲み込んだらどうなるんだろう？　言いようのない恐怖を覚えたが、吐き出すわけにもいかず、かといっていつまでも口の中に留とどめておくのも拷問に等しい。

　オレは意を決して、ごくんと飲み込んだ。

「……あれ？　死んだ爺じいちゃんが見える」

「し、忍しのぶさん？　なにを言ってるんですか？　忍さんのお爺さまはまだ亡くなっていませんよ！　大丈夫ですか！」

　心配げなルナの声がどこか遠くから聞こえ、夢か現うつつか、爺ちゃんの姿やなずなに母さん、父さん。そして何な故ぜか、大型犬のセントバーナードがオレの足元にやってきた。

「え？　まさかパ×ラッシュ？　なんだ、オレはお前に『僕もう疲れたよ』とか言わないといけないのか？　死神みたいなやつだな」

「な、南条君？　どうしたんだ？　パ×ラッシュは死神じゃないぞ？　それに犬なんてどこにもいないから！」

　遠くから五行さんの慌てたような声が聞こえてきたが、なんだか現実味がなく、足元のパ×ラッシュの方がリアルに感じた。

　さらに、不思議なことに今度は目の前にお花畑が広がった。

「綺き麗れいだなあ……」

　呟つぶやいた途端、手からスプーンがこぼれ落ち、目の前が真っ暗になった。
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　ふと、柔らかく温かい感触で目が覚めた。

　誰だれかが優しく頭を撫なでてくれていて、それが心地良いのだが……誰だ？

　瞼まぶたを開けると、目に映るのは豊かなふたつの膨らみと艶つややかな黒髪。優しげな表情。

「……五ご行ぎようさん？」

「ん？　気がついたか？」

　五行さんは覗のぞき込むようにオレを見ると、心配そうな表情で訊たずねてきた。

「身体は平気か？」

「え？　あ、ああ。平気かな……」

　柔らかいが張りのある温かい太ももの感触。視界の半分を覆う五行さんの大きな胸。

　オレが慌てて目を逸そらして答えると、五行さんは安心したようにほっと息を吐いた。

「よかった。南条君が痙けい攣れんしはじめたときは、もうダメかと思った。でも南条君『大丈夫、大丈夫』って言ってソファーに横になったから、とりあえず様子を見ようということになって……」

　うん、自分の行動をなにひとつ覚えていない。覚えているのはマキナの料理を食べて、お花畑が見えたことだけだ。

　それといま気づいたのだが、微妙に身体が痺しびれている。試しに拳を握ってみたが、握力がいつもの半分以下となっていた。

　起きあがる気にもならず、オレは五行さんの膝ひざの上で小さくため息を吐いた。

「こうして息をしていられることが奇跡だな……」

「そんな大おお袈げ裟さな……とは言えないな」

　苦笑しかけた五行さんだったが、途中で真剣な表情になった。

「南条君、無理に起きなくていいからな？　身体におかしなところを感じたらすぐに教えて欲しい。病院に連れて行くから」

「う、うむ。悪いな……」

　確かに体調は悪かったが、起きあがれないほどではない。しばらくすれば回復するだろう。しかし、五行さんの膝ひざ枕まくらが心地良く、すごく癒いやされる。

　ひどい目に遭ったせいだろうか。五行さんの優しさが胸に染み、自分で言うのもなんだが、珍しいことに恥ずかしさも忘れて、甘えることを選んでいた。

　五ご行ぎようさんの太ももに頬ほおを預け、目を閉じていると、不意に頭を撫なでられた。しなやかな指先に温かい掌てのひらの感触。心地良いと言えば、間違いなく心地良いのだが、

「……あの、さすがに頭を撫でられるのは恥ずかしい」

　控え目に言うと、五行さんは慌ててオレの頭から手を離した。

「ご、ごめん。南条君の寝顔がかわいくて……」

「かわいい？　オレが？」

　驚いて訊きき返すと、五行さんはにっこり笑って頷うなずいた。

「うん、寝ているときに思ったんだけど、南条君はハスキー犬に似てて可愛かわいい……」

「そ、そうか？　でも、ハスキー犬って狼おおかみみたいな顔してて怖くないか？」

「そんなことない。格好良くてかわいくて、私は好きだ」

　ちょっと拗すねたように言う五行さん。

　なんだろう。自分が好きと言われているわけでもないのに、ドキドキしてしまった。

　そこでオレは話題を変えるように口を開く。

「えっと、まあハスキー犬は置いておくとして……妙に静かだけど、ルナたちはどこに行ったんだ？」

　訊たずねると、五行さんは苦笑しながら説明してくれた。

　料理大会のせいで冷蔵庫の中身が少なくなり、みんなで夕食の買い出しに行ったこと。本当はエルニとマキナだけで行く予定だったが、そこでルナも同行すると申し出て、五行さんにオレの介抱を頼み、買い物に向かったらしい。

　うん、ルナの判断は正しい。あのふたりだけで買い物に行かせると、なにを買ってくるかわからない。そして、信用できる五行さんに家にいるようにお願いしたのも正解だろう。

　ただ、ひとつ問題があった。五行さんは気の毒そうな顔をして最後にぽつりと言う。

「……オランジェロさん、夕食は自分が作るって言ってた。今度は失敗しないって……」

　途端、オレは悲鳴をあげて跳ね起きた。

「だ、大丈夫か南条君？　落ち着いて欲しい」

「いや無理だ。落ち着いてなんかいられるか。オレは逃げる。次はきっと死んでしまう」

　額に脂あぶら汗あせを滲にじませながら早口で言うと、五行さんは少し驚いた様子で訊ねた。

「あの、逃げるってどこに？」

「ん？　どこか遠くに……？」

「もしかして、あてがないのか？」

　言われてみればまったくあてがなかった。爺じいちゃんの家ではすぐに連絡がついてしまうだろうし、浅あさ田だの家はなんかイヤだし、山にあるオレの稽けい古こ場（屋根がある）も、なずなには知られてしまっている。

　すると不意に服の袖そでを引かれたので、五行さんに視線を戻す。

　目が合うと、五ご行ぎようさんは照れた様子で目を逸そらし、おずおずと言った。

「あの、あてがなかったら、その……私のうちに来るか？」

「え？」

　オレが目を見開くと、五行さんは慌てた様子で手を振る。

「えっと、よかったらでいいんだ。イヤなら構わない」

　言ったあと、五行さんは恥ずかしそうに顔を伏せてしまう。

　その表情が可愛かわいくて、動揺しつつもオレは訊たずねた。

「申し出はありがたいけど……いいのか？　迷惑じゃないか？」

「そ、そんなことはない！」

　五行さんは強く否定したあと、そっとオレの手を取る。

「南条君が困っているなら、助けになりたいから……」

　やばい。優しい微笑ほほえみに不覚にも涙がこぼれるところだった。

「ありがとう」

　感動したオレは素直に礼を言い、急いで仕度をしたあと、玄関の鍵かぎをいつもの隠し場所に置き、五行さんと一緒に逃げるように家を出た。

　しばらくは五行さん宅に避難しようと思った……。



    

  
    
      


第四章　雨の中の帰路



　家を出てしばらく歩いた末に辿たどりついたのは大きな屋敷。

　……もしかして、五行さんってお嬢様なのか？

　驚きつつも、促されるまま家の中に入る。すると目に飛び込んできたのは、うちの三倍はあろうかという広い玄関。長い廊下。そして、

「おかえりなさいませ、お嬢様」

　長い廊下から優雅な佇たたずまいでもって姿を見せたのはメイドさんである。

　黒のロングスカートに真まっ白しろなエプロン。頭にはカチューシャ。

　オレや五行さんより少し年上だろうか。非常に整った顔立ちにモデルのような抜群のスタイル。髪の長さはセミショートで、横髪には軽くシャギーが入っている。

　目を見張るような美人ではあるが、メイドさんには一切の表情がない。

　完全たる無表情であった。

　そのメイドさんはチラリとオレに目を向けると、無表情のまま言った。

「お嬢様、こちらの不良はなんですか？　家にゴミを持ち帰るのは感心致しません」

　ひどい言いようだった。というか、本当にゴミクズでも見るような目でオレを見ている気がする。初対面なのに不思議なものである。

　思わず苦笑していると、五ご行ぎようさんが珍しく怒ったように言った。

「薫かおるさん。南条君は私の友達だ。冗談でもゴミなんて言って欲しくない」

　五行さんの言葉を受け、メイドさんはペコリと頭を下げた。

「これは失礼致しました。わたくしなりにお客様が喜ぶようにサービスしたつもりだったのですが、失敗してしまいましたね」

　全然反省した様子なく言うメイドさん。

　五行さんはため息を吐くと、オレに視線を向ける。

「ごめん南条君。気にしないであがってくれ」

「おう、ありがとう」

　靴を脱いで家にあがると、そこでメイドさんが無表情のまま口を開いた。

「お嬢様、旦だん那な様に奥様、坊ちゃまが出かけている隙すきに男性を連れ込むなんて大胆ですね。確実に落とせるように媚び薬やくをお貸ししましょうか？」

　メイドさんがそう言った途端、五行さんが真まっ赤かになった。

「ち、違う！　そんなつもりで南条君を家に呼んだわけじゃない！　変なことを言うのはやめてくれ！　南条君が誤解しちゃうじゃないか！」

　慌てて否定する五行さんはちょっと可愛かわいかった。

　だが、両親が不在だというのは初耳である。

「いいのか？　親おや御ごさんがいないときにお邪魔しても？　迷惑だったら帰るけど？」

「えっと、帰るってどこに？」

「……誰だれかの胸の中？」

　家に帰れないことを思い出し、適当に言うと、五行さんはにっこり笑った。

「迷惑じゃないから、泊まっていってくれ。以前、南条君も私を家に泊めてくれただろ？」

　そういえば少し前、退魔の仕事帰りで倒れた五行さんを家で介抱したことがある。だが、元はといえばあれはマキナが原因だ。五行さんが気にする必要はない。

　そう言ったんだが、五行さんは笑顔のまま「それでも」と続けた。

「私は嬉うれしかったんだ。だから、そのお返しをさせてくれ」

　ここまで言われたら断るのも気が引ける。

「ありがとう。悪いが甘えさせてもらうよ」

「君の胸の中で」

　突然割り込んできた第三者の声に、オレと五行さんが驚いて目を向けると、メイドさんが相変わらずの無表情でウインクしながら言った。

「しかし驚きました。まさかお嬢様が男性の家にお泊りしていたとは。大ニュースですね。奥様に報告しておきます」

「や、やめてくれ！　母さんが誤解してしまう！」

「では、旦だん那な様に――」

「もっとダメだ！　やめてほしい！」

　五ご行ぎようさんが焦りはじめると、メイドさんは無表情のまま言った。

「やめて欲しいのならお嬢様、わたくしに言うなと命じてください」

「え、えっと、言わないでほしい」

「そんな言い方ではダメです。もっと強く、罵ののしるようにお願いします」

　五行さんは少し躊ちゆう躇ちよしたあと、メイドさんに凛りんとした瞳ひとみを向けて一言。

「言うな」

「……ぽっ」

　五行さんに命令されたメイドさんは何な故ぜか頬ほおを赤く染めた。

　……変な人だ。オレはそっと目を逸そらしたのだが、五行さんが苦笑しながらメイドさんの隣に立つと、口を開いて説明した。

「南条君、彼女は薫かおるさん。うちで働いてくれている女性だ」

「はじめまして、ゴミ……間違えました。南条様」

　ひどい間違え方だと思ったが、オレは突っ込まない。関かかわらない方がいいと、オレの本能が告げている。だから、無難に「どうも」とだけ答えておいた。

　すると、メイドさんはそこで軽く一礼。

「南条様、わたくしのことはどうぞ気軽にかおるん――なんて呼んだらブチ殺しますからね？」

「じゃあ言うなよ、かおるん」

　……あっ、しまった。つい突っ込んでしまった。関わらないと決めていたのに。

　後悔していると、メイドさんことかおるんは、不意にスカートをはためかせた。そして眩まぶしい太ももと黒のストッキングを見せたかと思ったら……スカートの下に隠していた鞘さやからナイフを引き抜き、それを躊躇なくオレの首筋に添える。

　視線を落とすと、刃渡りが十センチを超えるダガーナイフが頚動脈付近で妖あやしく光っていた。驚いてかおるんに目をやると、彼女は表情ひとつ変えずに言った。

「では、死ぬ前になにか一言」

「葬式無用。弔ちよう問もん供く物もつ辞すこと。生者は死者のために煩わずらわされるべからず。というか、間近で見ると、かおるん睫まつ毛げ長いな」

　ポケットに手を突っ込んだままそう返すと、かおるんの無表情がやや崩れ、わずかに驚いた表情が浮かんだ。

　そこで慌てて五行さんがかおるんとオレの間に入って止めに入り、頭を下げる。

「ごめん南条君。これは薫さんなりの冗談なんだ」

「ああ、見ればわかるよ」

　本気ではないことは身体の動きを見ればわかる。無表情だが、目を見れば殺意の有無はある程度悟ることもできる。

　まるっきりやる気がなかったのだから、そりゃ冗談だとわかる。

「まあ、つまらない冗談だったけどな」

「……『あなたを殺して私も死ぬ！』の方が良かったですか？」

「いや、『殺したいほど好きです』の方がいいと思うぞ」

　どうでも良かったので適当に返すと、何な故ぜかかおるんは感心したような顔をした。

「さすがはお嬢様のご友人ですね。感服致しました。どうぞ、わたくしのことは雌めす豚ぶたとお呼びくださいませ」

「おお、これが噂うわさの変態というやつか」

「変態メイド。……なにやらいかがわしいビデオでありそうなタイトルですが、興奮しないでくださいね。気持ち悪いので」

「――じゃあ五ご行ぎようさん、お邪魔するぞ」

「うん、あがってくれ。居間に案内する」

　五行さんと一緒にかおるんを無視する。すると、かおるんは「ふたりで無視!?」と驚いたような声をあげながらも、オレたちの後ろをついてきた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……でも本当にいいのか？　親おや御ごさんになんか言われたりはしないか？」

「大丈夫だ。それに、みんなが留守で少し不安だったんだ。だから、南条君がいてくれた方が嬉うれしい……」

　照れたように言う五ご行ぎようさんに少しドキリとしつつ、オレはかおるんに目を向ける。

「おいメイド。不安とか言われてるぞ？」

「心外ですね。わたくしがいるのに」

「あんたがいるからじゃねえの？」

「否定はできませんね。お嬢様、お腹なかが空きました」

「うん、すぐにご飯作るから、南条君と一緒に居間で待っていてくれ」

　いつものことなのか、役目を放棄しているメイドに動じた様子なく、オレをだだっ広い居間に案内したあと、五行さんは部屋を出て行った。

　おそらくキッチンにでも向かったのだろうが、このメイド役に立たないな。

　オレと一緒に居間のテーブルに陣取って座り、五行さんの手伝いに行こうともしない。

　呆あきれていると、不意にかおるんが口を開いた。

「ときに南条様。京都では他よ所そ様さまの家にお邪魔した折、お茶漬けを勧められましたら、それは暗に帰宅を促しているらしいのです」

「ふーん」

「南条様……お茶漬け食べますか？」

「それはいいから、お茶をくれ」

「なんて図太い!?」

　かおるんは驚いたように言ったあと、部屋を出て、お盆にお茶とお茶菓子を載せて戻ってきた。そしてそのお茶をオレの目の前に置き、無表情で言った。

「お茶を飲んだら帰ってくださいね」

「かおるん、テレビのリモコン取ってくれ」

「一向に動じていらっしゃらない!?」

　動揺したような声をもらしながらも、かおるんはテレビのリモコンを手渡してくれた。そして無表情ながらもどこか期待したような目で言うのだ。

「南条様、六チャンネルでお願いします」

「八チャンネルで我慢しろ」

「あなたは何様ですか！」

「オレ様だ。お前は？」

「メイドです」

「わかったか。これがオレとお前の差だ」

「もはや理屈もなにもない!?」

　そう言いながらも、六チャンネルにするオレである。

　六チャンネルでは、宇宙人がどうとかいうよくわからない番組がやっていた。

　そんな番組を見て、かおるんはお茶菓子の煎せん餅べいを上品に食べつつ、一言。

「滑こつ稽けいですね、この人たち」

　辛口評価だった。というか、ご飯の前にお菓子を食うなよ。それにそもそも、

「お前、メイドだったら料理ぐらい手伝ったらどうだ？」

　なんのために雇われているんだよと付け足すと、不意にかおるんはわざとらしく両手で顔を覆って泣き真ま似ね。

「わたくし、普段は馬車馬のように働かされているんです。ですから、旦だん那な様や奥様がいないときぐらい、ゆっくりと羽を伸ばしたいのです……」

　おいおいと泣き真似をするかおるんだったが、不意に「あっ」と顔をあげたかと思ったら、しれっとした顔で続けた。

「言っておきますけど、羽を伸ばすと言っても実際に羽はありませんよ？　わたくしが天使のような美び貌ぼうだからといって、勘違いしないでくださいね」

「……かおるん、病院行くか？」

「ひどい同情の目!?」

　生温かい目でかおるんを見つめると、彼女は拗すねたように言った。

「南条様、そういうことは思っても口には出さないものです。ここはわたくしが天使であることを認めて喜ばせるところですよ？　女性とはいつまでも夢を見たいものなのです」

「それはすまなかった」

　反省したオレはコホンと咳せき払ばらいしたあと、かおるんを見つめて言った。

「神様気づいてるかな。かおるんが天国から逃げてきたってこと」

「そんな、天使だなんて……わたくしに惚ほれましたね？」

「いや、なに本気にしてんだよ？」

　頬ほおを赤く染めるかおるんに呆あきれて言う。すると、かおるんはテーブルを叩たたいて叫んだ。

「冗談とはひどいです！」

「なんで怒ってんだよ。変な奴やつだな……」

　ぼやくように言うと、そこでかおるんは注意するように言ってきた。

「南条様、わたくしは非攻略対象キャラですからね？　好感度を上げてもフラグが立つこともなければ、かおるんルートが現れるわけでもないので、ご注意くださいね」

「……ご飯まだかな」

「聞いていらっしゃらない!?」

　テレビを見ながら呟つぶやくと、ショックを受けたようなかおるんの声が聞こえてきた。

「おい、かおるんうるさいぞ。テレビ見てるんだから、静かにしろ」

「もはや興味の欠片かけらもない!?」

　注意してやると、かおるんは悔しげにうなったあと、じっとオレを見て、「いいんですか？」とよくわからない前置きをして続けた。

「南条様、もしお嬢様を攻略するつもりでしたら、わたくしの好感度も上げる必要があるのですよ？　なんせ、わたくしを仲間にすると心強いですからね。わたくしはお嬢様が幼い頃ころより、その成長を見守ってきました。お嬢様のことも色々と知っているのです」

「へえ、すごいな」

「ええ、すごいんです。まあ、全部ウソなんですけどね」

「ふ～ん、どうでもいいけど、コマーシャルはじまったからチャンネル変えていいか？」

「ほぼ聞き流し!?」

　かおるんは無表情のまま驚いた声をもらしたあと、しばらく黙っていたが、不意にじっとオレを見つめはじめた。

「……なんか用か？」

　さすがに視線が気になったので、テレビからかおるんに視線を移して訊たずねる。すると、かおるんは少しだけ真剣な表情を浮かべて口を開いた。

「……南条様。あなたは何者ですか？」

「ただのイケメン」

　軽口を叩たたいてみると、かおるんは大きくため息を吐いた。

「イギリス紳士の方が良かったか？」

「……百万歩譲って、南条様をイケメンでイギリス紳士だとしましょう。しかし……」

「百万歩だと全然譲ってないが、なんだ？」

　かおるんはわずかに躊ちゆう躇ちよしたあと、口を開いた。

「ナイフを首筋に突きつけられても顔色ひとつ変えない人間が一般人なわけがありません。あなたはお嬢様の何です？　本当にただのご友人なのですか？」

「友人だよ。携帯電話の番号とメールアドレスも教えてもらった。それに、五ご行ぎようさんの職業も知っている」

　そう返すと、かおるんはしばらく無言でオレを見つめてきた。やましいことはなにひとつないので、しっかりと見つめ返してやると、かおるんは何な故ぜか頬ほおを赤らめて言った。

「わたくしにも南条様の携帯電話の番号とメールアドレスを教えてください」

「いや、なんでいまの会話の流れからそういう話になるんだよ。……まあいいけど」

　驚きつつも、ポケットから携帯電話を取り出し、かおるんと連絡先を交換した。

「アドレス帳の登録は『俺おれの天使』でお願いします」

　……おっと、そういえば家を出てきたことを誰だれにも言ってなかったな。

「ちょっと南条様？　聞いていらっしゃいますか？」

　ふむ、あとでルナかなずなに連絡しておくか……。

「ひょっとして、南条様は照れているのですか？　まあ気持ちはわかります。こんな美人と携帯番号を交換できたのですから」

「さて、『変態メイド』と」

「……待ってください。南条様いま、わたくしのアドレスに変な名前をつけて登録してませんでしたか？　ちょっと携帯電話を見せてください」

「気にするな変態メイド」

「……襲いますよ？」

　ギラリと無表情ながら鋭い視線を向けてくるかおるん。

　けっこう怖い。仕方がないのでオレはアドレス帳を編集して、『変態メイド』から『かおるん』に登録し直した。

「南条様、頭に『俺おれの天使』が抜けていますよ？」

「図ずう々ずうしい人だな……」

　そんなこんなでかおるんと話して時間を潰つぶしながら五ご行ぎようさんの手料理を待った。

　しばらくすると、食卓に料理が並べられ、食欲をそそられる匂においが居間に広がる。

　料理は唐から揚あげにサラダ。そして真まっ白しろなご飯にお味み噌そ汁しるである。

「さあ南条様。どうぞわたくしの手料理をご賞味ください。わたくしが南条様のために頑張って作ったので残さず食べてくださいね」

　五行さんと一緒に料理を運んでいたかおるんが堂々と嘘うそ八はつ百ぴやくを並べる。五行さんは苦笑したまま特になにも言わなかったが、一応オレは突っ込んだ。

「……いや、かおるんはなにもしてなかっただろう？」

「いえ、実はわたくしも料理をしていたのです。それに今年のバレンタインデーは南条様にチョコレートをあげました。ですから、この唐揚げはわたくしがいただきます」

「ありもしない事実を捏ねつ造ぞうするな！　オレの唐揚げを奪うな！　というか、今日が初対面なのにバレンタインにチョコを貰もらえるわけがないだろう！」

「では、来年は期待してください。あとトマトを食べてください」

　嫌いなのか、サラダのトマトをオレに押しつけてくるかおるん。

「しつけのなってないメイドだなあ……」

　思わず呆れると、五行さんは頬ほおをかきながら言った。

「ごめん南条君。変な人で……」

　何な故ぜか五行さんがすごく恥ずかしそうだった。



　……夕食後、かおるんと一緒に居間でのんびりテレビを見ていたら、五行さんがお風ふ呂ろを勧めてくれたので、オレは案内されるまま風ふ呂ろ場ばへ。

　脱衣所はかなり広く、その大きさに驚いていると、五ご行ぎようさんは笑顔で、かおるんは含み笑いを浮かべながらそれぞれ言った。

「それじゃあ南条君、ゆっくり浸つかってくれ」

「わたくしたちのあとじゃなくて残念でしたね南条様。一応注意しておきますけど、わたくしたちが入ったあと、浴よく槽そうの湯は飲まないでくださいね」

　とりあえず、かおるんを無視してオレは五行さんに礼を言う。

「ありがとう。お言葉に甘えてゆっくりさせてもらうよ」

「うん」

　五行さんは頷うなずくと、脱衣所を出て行き、代わりにかおるんが一歩踏み出し、注意するように言った。

「南条様、誰だれも背中なんて流しに来ませんので、期待はしないでくださいね」

「なんだ、かおるんまだいたのか？」

「もはや空気扱い!?」

　目を見開くかおるんに、今度はオレが注意するように言う。

「かおるん、オレが魅力的だからといって覗のぞくなよ？」

　脱衣所の扉を閉めながら笑顔で告げると、扉の向こうから囁ささやき声が聞こえてきた。

　少し気になったので、耳を澄ませてみると、

「……お嬢様、せっかくですから覗いてきてはどうです？　男性のいろんなところが見られるチャンスですよ？」

「な、なにを言っているんだ。そんなことをしたら南条君に嫌われてしまう！」

　抑揚のないかおるんの声と、慌てたような五行さんの声が聞こえてきた。

「大丈夫ですお嬢様。バレなければいいんです」

「絶対にダメだ」

「左さ様ようですか。でしたら、わたくしがお嬢様のかわりに……」

「それもダメだ！」

「あっ、お嬢様ひっぱらないでください。ああん。いやん。ばっか～ん」

「へ、変な声をあげないでくれ！」

　……やっぱり、かおるんって変な人だな。

　遠ざかっていく声を聞きつつ、オレはヒノキ造りの立派な風ふ呂ろを十分に楽しむ。

　そして風呂からあがり、居間に戻るとかおるんがいた。

「かおるんはいきなり立ちあがり、オレの腕を掴つかんだかと思ったら有無を言わさず、オレを客間に引きずりこんだ」

「お礼は結構ですよ」

「しれっとした顔で言うかおるんだが、これからはじまるイベントに興奮を隠せないのか、頬ほおを上気させ、色っぽい微笑ほほえみを浮かべながら襖ふすまをしめて近づいてくる」

「お嬢様には内緒ですよ？」

「やはり、彼女は変態メイドだったのだ。かおるんは悪戯いたずらっぽく笑うとメイド服に手をかけ――って、ちょっと待て待て！　本当に脱ごうとするな！」

　モノローグをやめ、素すになって慌てて注意すると、かおるんはくすりと笑う。

「いま、ちょっとドキッとしましたね？　なにを期待したんですか、このエッチ」

「う、うるさいバカ」

「バカとはなんですか！」

　図星をつかれたので素っ気なく返すと、かおるんは怒ったように言ったあと、話題を変えるためかコホンと咳せき払ばらい。わずかに表情を硬くする。

「南条様、お嬢様はこれから入浴なさいます」

「そうか」

「はい、お嬢様は南条様を信用しておられます。ですから、同じ屋根の下に男性がいるというのに、部屋は違えど無防備にも一いつ糸し纏まとわぬ姿になっているのです。豊かな胸の膨らみにくびれた腰、張りのあるお尻しりをお風ふ呂ろ場ばでさらしているわけですね」

　どうしていらぬ想像をかきたてるような言い方をするのだろうか。

　やめて欲しいなと思っていると、そこでかおるんが一歩近づき、警告するように言った。

「南条様、どうかお嬢様の信用を裏切らぬようお願いします。もし信用を裏切り、お風ふ呂ろを覗のぞいたり、お嬢様の部屋に忍しのび込んだりしたら……どうなるかわかっていますよね？」

「ああ。もしかしたら告白されるかも知れないな」

　鋭い視線を向けてくるかおるんに真剣に頷うなずいて返す。すると、かおるんはさらに目付きを鋭くして言った。

「では、賭かけますか？」

「いやなんで乗り気なんだよ。注意をしろ、注意を」

「ヘタレですね」

「紳士と言ってくれ」

　肩をすくめてみせると、かおるんは真面目まじめな顔をして言った。

「紳士」

　そこでオレも真面目ぶってかおるんを指差し言った。

「メイド」

「ふたりは仲良し」

「おい、勝手に決めるな。布団ふとんに入るな。さっさと出て行け」

「文句ばかり言う人ですね。この布団はわたくしが敷いたんですよ！　文句があるのなら、わたくしを倒してからにすることですね！」

　言いながらスカートからトランプを取り出すかおるん。

「……オレ、寝不足だから早く寝たいんだけど」

「では早くわたくしを倒すことですね」

「面倒な人だなあ……」

　仕方なくかおるんとトランプをして遊んだ……。



　夜も更け、いつしか激しい雨が降り出した頃ころ。かおるんはようやく立ちあがった。

「満足したのでそろそろ帰ります」

「……そりゃあ何時間もトランプしてたら、満足するどころか飽きるだろうさ」

　途中、様子を見に来た五ご行ぎようさんもトランプに参加したのだが、時間も遅かったので少し前に部屋に戻っていった。

　それなのにかおるんは、オレにトランプで負け続けたことが悔しいのか、部屋に居座り続け……気がつけばもう真ま夜よ中なかだ。

　付き合わされたオレは愚ぐ痴ちるように言った。

「オレは疲れているんだ。さっさと帰ってくれ」

　体調が悪いときにマキナの料理を食ったのが悪かったのか、なんだか身体がだるい気がする。早く寝て体力を回復させたい。

　オレはしっしっと追い払うようにかおるんに手を振る。すると、かおるんは小さく唇を尖とがらせた。

「夜中まで遊んだ仲だというのに、いけずな人ですね」

　そこでかおるんはメイドらしく優美に一礼。

「それでは、おやすみなさいませ南条様。永久に……」

　不吉な言葉を残し、かおるんは部屋を出て行った。

「……本当に変なメイドだな」

　呟つぶやき、何気なく窓に近づいて外の様子を窺うかがう。

　外では激しい雨が降っており、時折雷が光り、ゴロゴロと雷鳴が鳴り響く。

「けっこう近いな……」

「そのうち、南条様の頭に落ちますね」

　不意に真横からあがった声に驚いて振り向くと、いつの間に戻ってきたのか、かおるんが隣にいた。

　まったく気配を悟らせなかったかおるんに驚嘆しつつも、オレは呆あきれて言った。

「……お前暇ひまなのか？　さっさと帰れよ」

「つれない人ですね。それでは南条様、今度こそ二度と目覚めることのない眠りに――ああっ、最後まで言わせてください。猫ねこ掴つかみはやめてください。ご無体なぁ～！」

　妙に色っぽい声をもらすかおるんを部屋の外に放ほうり出し、オレはもう一度窓の外を見る。

「……南条様。ここで、ママとか呟つぶやいたらスネちゃまですよ」

「いい加減にしろよお前は！　さっさと帰れ！」

　襖ふすまから顔を出したかおるんを追い払い、大きくため息を吐く。疲れたから早く眠りたいのだが、あのメイドがトランプで負けた腹いせに寝ているオレに悪戯いたずらを仕掛けてくるかも知れない。しばし警戒して雷を眺めていたのだが……かおるんが来る気配はなかった。

　そこでオレは安心し、ようやく寝られると電気を消そうと思ったとき、不意に襖からノック音が聞こえてきた。

　いい度胸だ。一度かおるんにはきつく言った方がいいな。オレは勢いよく襖を開け放って叫んだ。

「いま何時だと思ってるんだ！　いい加減にしないと尻しりを叩たたくぞ！」

「ご、ごめん！　こんな時間に非常識だった！　許してほしい！」

　……あれ？　どうして五ご行ぎようさんが目の前に？　かおるんはどこ？

　首を傾かしげて五行さんに目を向ける。五行さんは和装寝ね間ま着きと言うのだろうか、浴衣のような格好で、胸元に枕まくらを抱いていた。

　とりあえず、オレは「ごめん、かおるんと間違えた」と頭を下げたあと、訊たずねた。

「どうしたんだこんな時間に？」

「そ、その、中で話させてもらってもいいかな？」

「ああ、それはもちろんいいよ。なんせ、オレの家じゃないからな」

　頷うなずきつつも、五行さんを部屋に入れる。

　しかし、こんな夜更けになんの用だろう。首を傾げながらオレは畳たたみの上に座る。

　すると何な故ぜか、五行さんはピタリと身体をくっつけてオレの隣に座り、枕を胸に抱いたまま沈黙する。

　……ん？　枕？　いま気づいたんだが、どうして五行さんは枕なんて持ってきたんだ？　枕投げでもするつもりなのか？　ふたりだといささか寂しいと思うぞ？

　そんなことを考えていると、雷が近くに落ちたのだろう。大きな音が響き、続いて雷鳴が聞こえてきた。

　途端、五行さんがぎゅっとオレの腕に抱きついてきた。

「え？　ちょっと五行さん？」

　目を向けると、五行さんにいつもの凛りんとした瞳ひとみはなく、不安そうな表情で、雷が鳴るたびにビクっと肩を震わせていた。

「……もしかして、雷が怖いのか？」

　訊ねると、五行さんは少し躊躇ためらったあと力なく頷いた。

「ごめん。情けない話なんだけど、雷は昔から苦手なままで、怖くて……」

　そう呟つぶやき、五ご行ぎようさんはまるで小動物のように小さく震え出す。

　オレはそんな五行さんの頭に手を置き、優しく撫なでた。

「気にすることはないよ。誰だれにでも苦手なもののひとつやふたつあるさ」

　そう言うと、五行さんは少しだけ安心した表情を見せ、さらに強く抱きついてきた。

「ありがとう、南条君」

「お、おう……」

　怖がっている女の子に変な感情を抱くほど、オレは落ちぶれてはいない。いないはずである。しかし気がつくと五行さんと一緒に布団ふとんに入り、互いに背を向けているというこの状況はいかがなものか？

　その上、大きな雷鳴が響いたとき、五行さんが背中から抱きついてきたんだが……最近、オレは似たようなシチュエーションばかり経験してないか？　その経験から鑑かんがみると、今夜も眠れそうにないのだが……どうしたらいい？

　途方に暮れたオレは明日昼寝することを心に決めて、眠れぬ夜を過ごした。



　●　　●　　●



　ペチペチと誰かが頬ほおを叩たたいている。

「豚め。これがいいんだろう？　この豚め」

　感情のこもっていない棒読み。頬を叩く手にもあまり力はこめられていない。

　……誰だ？　瞼まぶたを開けると、目に飛び込んでくるのはメイドさん。

「なんだかおるんか。もう少し寝かせてくれ。昨日はなかなか眠れなかったんだ」

「はあ。それは昨晩は十二分に愉たのしんだということですか？」

「いつもの冗談か？　悪いが眠いんだ。あとで頼む……」

　なにやら身体が異様に重く、頭が痛い。おまけに寒気までする。どこか朦もう朧ろうとした意識のまま、逃げるように寝返りを打った先に、黒髪の少女が眠っていた。あどけない寝顔は非常に可愛かわいらしく、胸が高鳴り……そしてオレは一気に青ざめた。

「……かおるん、これは誤解だ」

「強ごう姦かんだ？」

「いやマジで違う。五行さんがここで寝ているのにはわけがある」

「南条様に純じゆん潔けつを奪われたからですね」

「だから違う！　かみな……」

　だるい身体を引きずって上体を起こしたものの、オレは途中で言葉を止める。もしかしたら、五行さんは雷が怖いことをかおるんに秘密にしているかも知れない。

　ではどう説明する？　額に脂あぶら汗あせが滲にじみはじめたとき、かおるんはくすりと笑った。

「冗談ですよ。お嬢様はわたくしが知らないと思っているようですが、雷を怖がっていることは存じております」

　そこでかおるんは寝ている五ご行ぎようさんの頭を優しく撫なでる。その表情はいつもの無表情なんかより、ずっと魅力的に見えた。

　かおるんは微笑ほほえんで五行さんを見つめたあと、オレに視線を戻して頭を下げた。

「南条様、昨晩は雷に怯おびえるお嬢様を助けていただきありがとうございました」

「えっと、別にたいしたことはしてないから……」

　照れくさかったので思わず顔を逸そらすと、かおるんは小さく言った。

「そのまま押し倒してしまえば良かったものを……」

「あんた一言多いな。というか、メイドとしてその発言はどうなんだ？」

「需じゆ要ようはあるかと」

「ないな」

　きっぱり否定し、オレは布団ふとんから出ようとしたが、脚がもつれてそのまま見事に転倒。

「……なにをしているんですか南条様？　新しい遊びですか？」

「ああ、こうやって転がる斬新な遊びだ。人間掃除機とも言う」

　冗談を言いながら立ちあがろうとするものの、足元がふらつき、熱のためか視界が一瞬霞かすみ、そのまま畳たたみに突っ伏してしまった。慌てて身体を起こすと、

「南条様、ちょっと失礼」

　かおるんの手がオレの額に伸びる。熱い額には、少し冷たいその手が心地良かった。

「……これは風か邪ぜですね」

「違う。演技だ」

　強がってみたが、かおるんは呆あきれたように言った。

「昨日、調子に乗って裸で踊り回るからですよ」

「誰だれがそんなことをした？　いい加減なことを――」

「てい」

　オレの言葉を遮るようにかおるんはデコピンひとつ。

　情けないことに、そのデコピンでオレは畳の上に仰あお向むけに転がった。

「軟弱者ですね。世話が焼けます。わたくしという優秀なメイドがいなければ、いまごろ命はなかったと思ってください」

　勝ち誇ったように言うと、かおるんはずるずるとオレの身体を引きずり、布団の中に入れてくれる。そしてあろうことか、オレの隣で眠っていた五行さんを押しのけて畳の上に転がす。そしてそのまま、五行さんの身体を引きずって移動をはじめる。

「お、お前、なにやってんだよ……」

　寝ている五行さんを無表情で引きずっていくかおるんを呆ぼう然ぜんと眺めていると、彼女は肩をすくめ、悪びれた様子なく言った。

「わたくしなりの愛情表現です。まあ、ウソなんですけどね」

「……お前、実はメイド服着ただけの居候だろう？」

「失礼ですね！」

　呆あきれて言うと、かおるんは憤慨した様子で続けた。

「これでもわたくしは立派なメイドです。料理の腕はプロ級。炊すい事じ洗せん濯たくはお茶の子さいさい。刀にナイフに拳銃といった武器の扱いもお手のものの完かん璧ぺきメイドです」

　饒じよう舌ぜつに、どこか自慢げに説明したあと、かおるんは、引きずられながらもすやすやと眠る五ご行ぎようさんに目を向けて口を開く。

「主人を起こすのもメイドの務めであることは理解しております。しかし、お嬢様は寝起きが悪いのです。ですから――」

「寝ている隙すきに色々と悪戯いたずらしてやろうってことか？」

「はい。お嬢様は可愛かわいいのでいじめたくなります。南条様も参加しますか？」

「いや、しねえよ。なに自然に誘ってんだよ。振っておいてなんだが、お前最低だぞ？」

「評価が最低だと、これ以上落ちることはありませんね。ふふふ」

　かおるんは妖あやしく笑うと、寝ている五行さんを引きずり部屋を出ていった。

　その数秒後、五行さんの悲鳴が聞こえてきたのでオレは閉じられた襖ふすまに目を向ける。

「……かおるんのやつ、なにやったんだ？」

　言った途端に襖が開き、かおるんが顔を出す。

「呼びましたか？」

「いえ、呼んでません！」

　驚いたので条件反射で否定したのだが、かおるんが訝いぶかしむような顔をする。

「いまウソをつきましたね？」

「……ああ」

　居直ると、かおるんは無表情のまま棒読みで言った。

「まあ、怒った顔が怖いです。これを差し上げるので許してください」

　そこでかおるんは右手に持ったなにかをオレへと放ほうり投げてきた。

　オレは何気なく、放ほう物ぶつ線せんを描いて飛んできた水色の物体を手に掴つかむ。

　なんだろうこれ？　微妙に温かい気がするぞ？　首を傾かしげながら見ると……手の中には水色のブラジャー。

「……え？」

　思わず二度見してしまったが、間違いなくブラジャーである。

　どうしてオレの手にブラジャーが？　戸惑いながらも凝視していると、

「ダ、ダメだ南条君！　返して欲しい！」

　焦ったような五ご行ぎようさんの声が響き、次の瞬間には、もの凄すごい速度で伸びた手によって、ブラジャーが引ったくられた。

　顔をあげると、目に飛び込んできたのは大きく衣服をはだけさせている五行さんの姿。浴衣のような寝ね間ま着きだったが、もう衣服は乱れに乱れ、片腕で胸元を隠しているが、他ほかは全部見えてしまっている。

　くびれた腰、眩まぶしい太ももに挟まれた淡い水色のパンツ。そして、五行さんが真まっ赤かな顔をして手に持っているのは先ほどオレが掴つかんでいた水色のブラジャー。

　まさか、あのブラジャーは五行さんがつけていたもの？

　驚き言葉を失っていると、かおるんは無表情のまま言った。

「ちなみに、お嬢様はＥカップです」

「か、薫かおるさん！」

　五行さんが慌てると、何な故ぜかかおるんはキッと目付きを鋭くする。

「お嬢様、南条様……大きければいいってものじゃないことを、肝に銘じておいてください。女性の敵ですよ」

　どこか憤慨するように言うと、かおるんは襖ふすまを閉める。すると五行さんはオレに頭を下げたあと、後ろを向いて襖へと駆け寄る。

　呆ぼう然ぜんとそれを見送っていると、襖を開けた五行さんは怒ったように叫んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「朝からなんてことをするんだ薫かおるさん！」

「身体検査です。成長なさいましたね、お嬢様。さあ、早く着替えてください。今日は用事があるのでしょう？」

「う、うん、そうだけど……その、南条君が見ている前でやめてほしい」

　遠ざかっていく五ご行ぎようさんとかおるんの声を聞いたあと、オレは突っ伏して小さく呻うめいた。

「……なんか、いまので熱があがった気がする……」

　自分の額に手を当ててみると、予想以上に熱かった……。



　体温計を見た五行さんはわずかに眉まゆを寄せた。

「高いな、三十八度六分だ」

　五行さんの言葉を受け、かおるんも体温計を覗のぞき込んだあと、オレに目を向け言う。

「意外ですね。南条様でも風か邪ぜを引くんですね」

「こう見えてもオレは繊細な男だったんだ。きっと枕まくらがかわったせいだな」

「その繊細な男が他よ所そ様さまの家でよく寝ていられますね」

「申し訳なさで死んでしまいそうだ」

　ため息混じりに言うと、五行さんがすっと手を伸ばし、優しくオレの頭を撫なでてくれる。

「南条君、いまはゆっくり休んでくれ。家の人には私から連絡しておくから」

「いや、そこまで甘えるわけにはいかない。というかいま何時だ？　学校は？」

「南条様、現在の時刻は十二時半です。本日はお嬢様のように有給を取って学校を休まれるといいでしょう」

「有給？」

「はい、お嬢様は用事があるのです。まあお仕事ですね。これからお出掛けです」

　かおるんが答えると、五行さんも申し訳なさそうに頷うなずく。

「うん、もう出ないといけないんだ」

「そうか。じゃあ、オレもそろそろおいとまさせてもら――」

「てい」

　身体を起こしかけたところでかおるんがオレの額にデコピンを放ってくる。

　そんな弱い攻撃で布団ふとんに転がされるオレ。

「無理をせず、お嬢様のご好意に甘えるのがいいでしょう」

「でも五行さんは出掛けるんだろう？　家の人が留守なのにオレがいたら……」

「問題ありません」

　オレの言葉を遮って、かおるんは胸を張って言った。

「わたくしがいますので大丈夫です。南条様は養生することだけ考えていればいいのです」

「そうだぞ南条君。薫さんが看病してくれるから、安心していい」

　いや、余計不安だ。オレは、立ちあがった五ご行ぎようさんの手を掴つかんでお願いした。

「行かないでくれ五行さん。ひとりにしないでくれ！」

「いえ、わたくしがいますよ？」

　かおるんが手をあげると、五行さんも頷うなずく。

「大丈夫だぞ南条君。薫かおるさんがいるからな」

「いや、あの、そうじゃなくて……」

「……もしかして、寂しいんですか？」

　言いよどむオレを見て、かおるんがからかうように言う。

　すると五行さんは驚いたあと、優しく微笑ほほえみオレの頭を撫なでてくる。

「南条君、かわいい……」

「ちょっと待て。誤解だ。オレはただ――」

「はいはい、ママはお仕事で忙しいんです。大人おとなしく寝ててください」

　再びデコピンを放ってオレの言葉を遮ると、かおるんは五行さんに目を向ける。

「お嬢様、ここはわたくしに任せて支し度たくを整えてください」

「あっ、うん」

　五行さんは頷き、オレに視線を戻す。

「南条君、家の電話番号を教えて欲しい。連絡しておくから」

「あ、ああ」

　抵抗する体力もなかったので、五行さんに家の電話番号を告げると、オレは枕まくらに頬ほおを預ける。そして客間を出て行った五行さんに小さく手を振り、目を閉じたものの、

「じー」

　すごく視線を感じる。

　目を開けると、かおるんがじっとオレを見つめていた。

「……あの、なに？」

「いえ、体調はどうかと思いまして」

「体調？　そうだな……ちょっと寒気がするかな」

「それは遠回しに、『お前の身体で俺おれを温めろ』ということですか？」

「……吐き気がする」

「な、なんてことを言うんですか！　さすがに傷つきますよ？」

「いや、そういう意味じゃなくて、本当に気分が悪いんだ」

「……そこまで嫌わなくてもいいではありませんか」

　しゅんとしてしまうかおるん。

「違う、そうじゃない！　体調が悪いという意味だ！　かおるんがイヤなわけじゃない！」

「まあ、気づいていましたけど」

　慌ててフォローしたものの、かおるんはさらりと言う。

　お、おのれ……。チョップのひとつでも見舞ってやろうと思って上体を起こすものの、力が入らずそのまま倒れてしまった。

「……なにをやっているのですか？　おかしなことをしないで大人おとなしく寝ててください。病人としての自覚はありますか？」

「お前こそ看病している自覚はあるか？」

「やはり身体で温めろと？」

　何な故ぜか頬ほおを赤く染めるかおるん。

　……うん、無視しよう。オレは布団ふとんに入り直して目を閉じる。

　すると疲れていたせいか、すぐにうつらうつらして、意識がぼんやりとしてくる。

「寝顔は意外に可愛かわいらしいですね」

　かおるんがなにか言っていたが聞き取れない。オレはそのまま眠りについた。
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　寝ていると不意に身体を揺さぶられ、優しく声をかけられた。

「お兄ちゃん、起きて。お兄ちゃん」

「……なずなか？」

「いえ、メイドです」

「――ぶっ！」

　瞼まぶたを開けた途端、かおるんの無表情が目に飛び込んできて、思わずオレは吹き出した。

「南条様、驚いている場合ではありませんよ。緊急事態です」

「いや、お前が驚かせたんだけど……」

　呆あきれて突っ込み、オレは頭痛に顔をしかめながら上体を起こす。

「それで緊急事態？　宇宙人でも攻めてきたのか？」

「寝言は寝てから言ってください。悪魔が襲撃に来ました」

「え？　悪魔？」

「はい、南条様はお嬢様のご職業はご存知ですよね？」

「あ、ああ」

　いつになく真剣な表情のかおるんに気け圧おされながら頷うなずく。

「五ご行ぎようさんからは退魔士だと聞いている」

「付け加えるのなら、五行家は退魔士の中でも地位が高く、まあ簡単に言うとエリートなわけです」

「そうなのか？」

「ええ。他ほかの賀か茂も、土つち御み門かど、橘たちばなと並んで四天王などと呼ばれております」

「なんだか格かつ好こいい呼び名だな」

「笑っちゃいますよね――失敬。いまのは聞かなかったことにしてください」

　言いながらかおるんはオレの腕を取る。

「まあ、そんなわけで退魔士の五ご行ぎよう家ですから、悪魔には恨みを買っております。それを警戒し、この屋敷にも霊符を貼り巡らせているのですが……」

　そこでかおるんはため息を吐く。

「どうやら符が剥はがされているようです。悪魔は堂々と客人を装いながら玄関から侵入してきました。わたくしも迂う闊かつでした。悪魔と気づかずにチャイムに応こたえ、南条様の知り合いだと言うので家に入れてしまいました」

「……オレの知り合い？」

「はい、金髪で巨乳の悪魔です。他にも赤髪と銀髪がいました。赤髪も銀髪もよくわからない気配があり、人ではありません」

　……あれ？　なんかすごく心当たりがあるような。

「三人とも南条様に会わせてくれなどと言っていましたが、大人おとなしく悪魔に客人を渡すわたくしではありません。煙けむり玉だまを投げつけてやりました」

「ひどいな……」

　思わず嘆たん息そくすると、かおるんはぽんと優しくオレの肩を叩たたく。

「南条様。事情はわかりませんが、南条様のことはお嬢様から任されております。なにがあろうと南条様はわたくしが守ります」

　多分、かおるんはオレが不安を感じていると勘違いしたのだろう。

「大丈夫です。わたくしに任せてください。南条様は泥どろ舟ぶねに乗ったつもりでいるといいでしょう」

「……いや、泥舟だと沈んじゃうよ？」

「そのときは一緒に泳ぎましょう」

　本気か冗談か、かおるんはいつもの無表情で言うと、オレの腕を引いて立ちあがらせる。意外にも強い力に驚いていると、かおるんはオレに肩を貸しながら歩きはじめた。

「えっと、どこに行くんだ？　できればオレを訪たずねてきた悪魔とやらに会いたいんだが？」

　おそらく、かおるんの言う金髪で巨乳の悪魔とはルナのことで、赤髪はマキナ、銀髪はエルニに違いない。きっと五行さんからの連絡を受け、三人でオレを迎えに来てくれたのだろう。そして霊符の結界を破ったのはエルニだと思う。

「かおるんが見たのは金髪の悪魔だったんだろう？　それなら心当たりがあるんだよ」

「……心当たり？　やはり命を狙ねらわれているんですね」

「おいおい、物騒なことを言うな。オレの知り合いだよ、知り合い。ちょっと会ってくるから、かおるんはここで待っていてくれ」

「南条様おひとりで向かわれると……？」

「ああ、かおるんが来るとなんか話がややこしくなりそうだからな」

　そう言うと、かおるんは納得してくれたのか足を止める。

「……南条様の気持ちはよくわかりました」

「おお、わかってくれたか」

「はい。まさか南条様がそこまでわたくしのことを想おもってくれていたとは……」

「……は？　いきなりなにを言い出すんだ？」

　言葉の意味がわからず、首を傾かしげて訊たずねると、何な故ぜかかおるんはわずかに頬ほおを赤くしながら答えた。

「誤ご魔ま化かさなくても結構です。自らの身を犠牲にして、わたくしだけでも逃げろということなんですね。さすがはお嬢様が見込んだ男性です。惚ほれてしまいそうになりました」

「あの、そうじゃなくて――」

「ご安心ください、南条様」

　オレの言葉を遮り、少し声のボリュームをあげてかおるんは言う。

「こう見えてもわたくしは、普通の人間とは少し違うのです」

「……まあ、美人ではあるな」

「え？」

　オレのセリフが予想外だったのか、珍しくかおるんは目をまん丸にして驚き、

「……ぽっ」

「あれ、照れるんだ」

　かおるんは顔を赤くしてオレから目を逸そらした。

　てっきり、『当然です』とか言うと思ったのに。

　意外だなと思っていると、不意にかおるんが動いた。

「南条様失礼！」

　言うが早いか、その場にオレを押し倒す。途端、オレたちの頭上を掠めてなにかが飛んでいった。

　あの攻撃には心当たりがある。マキナの風の弾丸だ。

　すぐにオレは声をあげようとした。しかし倒れた拍子に後頭部をぶつけ、痛みに顔をしかめているうちにかおるんに腕を引かれ、引きずられるように廊下を移動。

「痛い！　擦れてる！」

　思わず悲鳴をあげるものの、かおるんはオレを引きずりながら言う。

「少しの痛さは我慢してください。死ぬよりはいいでしょう？」

「いままさに死にそうなんですけど！」

「この程度で人は死にません、逃げますよ！」

　かおるんが走る速度を上げると、後ろから怒鳴り声が聞こえた。

「ちょっと！　忍しのぶになにするのよ！　忍を放しなさい！」

「助けてくれ！」

　思わずオレはマキナに助けを求めた。しかし、それに応こたえたのはかおるん。

「大丈夫です。南条様には指一本触れさせませんから」

「いままさに暴力を振るっている人間が言うセリフじゃないよな！」

「喋しやべらないでください！　舌を噛かみますよ！」

「まずはお前が手を離せ！」

　いまのオレはまさに人間モップ状態。体調が悪いせいか、上体を起こすこともできず、引きずられたままである。

　マジで一瞬意識がぶっ飛び、目の前が真まっ白しろになったとき、かおるんが小さく驚きの声をあげて立ち止まった。

「……どうした？」

　ふらふらになりながら立ちあがってかおるんの視線を追う。するとそこには、輝く銀髪をツインテールに纏まとめた美少女の姿。

　エルニだ。奴やつは居間のテーブルに腰を降ろし、テレビを眺めながら呑のん気きにお茶菓子を食べていた。

　それだけでも驚きだが、エルニの周囲には複数のお札が散らばっていた。

　やはり、屋敷に貼り巡らされた霊符を剥はがしたのはエルニだったようだ。

　かおるんはそれに驚いたのだろう。目を見開いてエルニを見つめている。

「あれは……わたくしが楽しみにしていたおやつです！」

「そっちに驚いてたのかよ！」

　思わず突っ込むと、エルニがオレたちに気づいたようだ。振り向いてオレに視線をやると嬉うれしげに笑い、お茶菓子片手に近づいてくる。

「忍、このお茶菓子すごく美お味いしいぞ！」

「……こら、他よ所そ様さまのお菓子を勝手に食べるな」

　呆あきれて注意しながら、横目でかおるんを見る。すると、彼女はきょとんとした表情でエルニを眺めていた。

「……もしかして、この方は本当に南条様のお知り合いなのですか？」

「ああ、そうだよ。こいつは――」

「忍さん！」

　オレの言葉を遮る、通った美声。

　声に振り向くと、視線の先にはダイナマイトバディの金髪美女がいた。

「おお、女神だ」

「悪魔です南条様。それにあれが女神なら、わたくしは天使です」

「……お前、自分で言ってて恥ずかしくないか？」

　訊たずねると、かおるんはぽっと頬ほおを染めつつも、ふと真剣な表情になる。そして、チラリとエルニに目を向けながら口を開く。

「どうやら、こちらの方は南条様のお知り合いのようですが、あちらの悪魔とはどういった関係で？」

「えっと、あいつは……」

　オレが口を開くより早く、金髪美女ことルナが叫んだ。

「――私は忍しのぶさんの奴ど隷れいです！」

　ルナが叫ぶと、それに便乗してか、エルニも声を大にして言った。

「では、わたしは忍の愛人だ！」

　ルナとエルニの発言を受け、何な故ぜかかおるんは胸を張って答えた。

「ならば、わたくしは南条様のメイドです！」

「いや、なんで張り合ってんだよ！」

　思わずかおるんの頭に軽くチョップを入れて突っ込む。

　そしたら、どこか寂しげにかおるんは言った。

「奴隷や愛人はいるのに、メイドはいらないんですね……」

「こらこら勘違いするな。あいつらは奴隷や愛人じゃない。オレの家族だよ。家族」

「……家族、ですか？」

　かおるんは戸惑ったような表情を見せたあと、ルナとエルニを交互に眺める。

「南条様、このふたりは人間ではありませんよ？　金髪の方は悪魔で、それでこちらの銀髪の方は……」

　エルニに目を向けると、かおるんは眉まゆを寄せる。

「悪魔ではないようですが、人とは違った感じがします。あなた、何者ですか？」

「ん？　わたしか？　わたしは神だぞ」

「……とある哲学者は『神は死んだ』と主張していましたよ？」

「案外、神もタフなんだ」

　エルニが自慢げに胸を張ると、かおるんは小さくため息を吐いた。

「ともあれ、彼女も人じん外がいの者です。それでも家族ですか？」

「ああ。悪魔だろうと人外だろうと関係ねえよ。こいつらはオレの家族だ」

「……そうですか」

　しっかりと頷うなずいて返すと、かおるんはわずかに頬を緩め、ルナは満面の笑みを浮かべた。

　――だけど、エルニだけは違った。

　エルニは戸惑ったような表情を浮かべ、オレと目が合うとぎこちなく笑う。

「どうかしたか？」

「……なんでもない」

　オレから目を逸らし、エルニは誤ご魔ま化かすように言った。

「それより忍しのぶ、このメイドさんは誰だれなんだ？　聖ひじりの知り合いか？」

「ん？　……ああ。このメイドは五ご行ぎようさんの家で働いている人で……」

　言いながらかおるんに目を向けた――そのとき。

「忍から離れなさい！」

　不意にマキナの怒声が聞こえ、それとともに鋭い風切り音が響いた。

　振り向くと、風の弾丸がかおるんに迫っていた。オレは慌てて拳を握り、庇かばうようにかおるんの前に立つ。

　しかし体調不良のためか、思ったように身体が動かず、顔面に弾丸が直撃。オレはきりもみしながら宙を舞い、そのまま床に転がった。

「う、うわぁあああ、忍ぅ！」

「大丈夫ですか、忍さん！」

「南条様、気を確かに！」

「ど、どうして忍が前に出てくるのよ！　しっかりしなさい！」

　みんなの声が聞こえてきたが、オレはそこで意識を失った。
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　頭が痛い。身体のだるさは消えず、寒気が止まらない。

　……あれから、五行さん宅からかおるんがうちまで車で運んでくれたのだが、あの騒動で風か邪ぜが悪化したのか、オレはベッドの中で小さく呻うなっていた。

　すると、部屋の扉がノックされ、エルニが顔を覗のぞかせる。

「忍、大丈夫か？」

「いや、もうダメだ。あの木の葉が全部落ちたら、オレはきっと……」

　わざとらしく咳せきをしてみたのだが、エルニは珍しく冗談にのってこず、穏やかに微笑ほほえむ。

「忍、ただの風邪だから大丈夫だぞ」

　……なんだかいつもと雰囲気が違うな。わずかな違い和わ感かんを覚えていると、エルニはベッドに近づき、すっとオレの額に手を伸ばす。

「やっぱり、まだ熱があるな」

「熱がなかったら死んでるからな」

　あまり心配させたくなかったので軽口を叩たたいてみるものの、効果はないようだ。

　エルニは悲しげに目を伏せる。

「……ごめん、忍しのぶ。わたしのせいだ」

「ん？　急にどうした？」

　エルニにいつもの陽気な笑顔はなく、どこか泣きそうな顔をしていた。

「きっと、わたしが忍に風か邪ぜをうつしたんだ。それなのに、わたしはマキナと喧けん嘩かばかりして、迷惑をかけてしまった」

「別に迷惑だなんて思ってないよ。気にするな」

　笑いかけてやるものの、エルニは表情を曇らせたまま続ける。

「ごめん。忍が家に呼んでくれたから嬉うれしくて……忍に甘えすぎた」

「おいおい、なにらしくないこと言ってるんだよ。ちょっとぐらい甘えてもいいじゃないか。オレは気にしてないぞ？」

　それは本心だった。だけど、エルニは力なく首を横に振る。

「……これ以上迷惑はかけられないから……帰ろうと思う」

「帰るって……。お前、家は台風で吹き飛ばされたんだろう？　帰る場所なんて――」

「大丈夫だ」

　柔らかくオレの言葉を遮ると、エルニはそっとオレの頭に手を伸ばす。そして、別れを惜しむようにオレの頭を撫なでたあと、小さく手を振った。

「ばいばい」

　寂しげな笑顔を残して、エルニは背を向ける。

「ちょっと待てよ。家のあてが見つかるまでうちにいたらいいじゃないか。なにも、そんな急に出て行くことはないだろう？」

「急じゃない。前から考えていたことだ。忍にルナ、なずにゃんにマキナがいるこの家はすごく居心地が良くて、思った以上に長居してしまっただけだ。それに――」

　小さな背中を震わせて、搾り出すようにエルニは言った。

「わたしは……忍の家族にはなれない」

　それはまるで拒絶の言葉のようにも聞こえて、胸が締めつけられるように痛んだ。

「ごめん忍。わたしは……ひとりが好きなんだ。みんなといるのも楽しいけど、やっぱり、ひとりの方がいい……」

　すぐにウソだとわかった。

　風邪を引いたときは、ひとりになるから雨が嫌いだと言っていた。

　夕日を眺めていたときには、ひどく寂しげだった。

　おはようや、おやすみ。そんな些さ細さいな言葉が嬉しいと言ってくれた。

「エルニ……」

　引き止めたくてオレは手を伸ばす。だけど、エルニは黙って部屋を出て行く。

　ただ部屋を出る前、一度だけ振り返って……笑う。

「忍しのぶ、なにもこれでお別れというわけじゃないんだ。困ったらまたお世話になる。そのときは、よろしく頼むぞ」

　それはいつもと同じような笑顔に見えた。

　だけど、どこか無理をしているような気がして、オレは引き止めるための言葉を探す。

　でも、うまい言葉が見つからず……結局なにも言えなかった。

　出て行くエルニを見送るだけ。

「……仕方がないよな」

　エルニが家にいると楽しかった。だから、ずっとエルニが家にいてくれたらと、そんなことを考えていた。

　だが、それはオレの都合だ。エルニにはエルニの都合がある。オレのわがままでいつまでも家に引き止めておくわけにもいかないだろう。

　そう自分を納得させようとするものの、さきほどエルニが見せた、あの寂しげな微笑ほほえみが脳裏によぎり……それが消えることはなかった。

「はあ……」

　ため息を吐いてベッドから降りると、窓の外では雨が降っていた。

「エルニのやつ、大丈夫かな」

　呟つぶやくと、だるい身体を引きずって部屋を出る。

　少し喉のどが渇いた。なにか飲もうとリビングに顔を出すと、マキナが不機嫌そうな顔をしてソファーに座っていた。

「どうかしたのか？」

　声をかけると、マキナはオレを見て心配そうな顔をするが、機嫌が悪いのか、そっぽを向いて答えた。

「別になんでもないわよ。忍こそどうしたのよ？　風か邪ぜを引いてるんだから、ちゃんと寝てなきゃダメじゃない」

「いや、ちょっと喉が渇いてな」

　そう答えると、マキナがソファーから腰をあげて言った。

「それなら忍は座ってなさい。お茶でいいわね？」

「え？　ああ……」

　戸惑いながらも頷うなずくと、マキナはダイニングキッチンに行ったかと思ったら、お茶の入ったコップを手に戻ってきた。

「はい、忍」

「お、おう。ありがとう」

　やけに親切なマキナに驚きつつ、オレはコップを口に運ぶ。そしてリビングを見渡しながら訊たずねた。

「……そういえば、ルナは？」

「お姉さまなら買い物に出掛けたわよ。忍しのぶに精のつくものを食べさせてあげるんだって張り切っていたわ」

「そうか。傘は持って行ったのか？」

　外では静かに雨が降っている。窓の外を眺めながら訊ねると、マキナもオレと同じように窓の外を眺めて言った。

「大丈夫よ。お姉さまはちゃんと傘を持って出掛けたから」

「そうか……」

　頷うなずき、ぼんやりと外に目を向ける。

　……しばしの沈黙のあと、オレは口を開いた。

「やっぱり、エルニは出て行ったのか？」

　確認するように訊ねた途端、マキナがぎゅっと拳を握り締めた。一瞬、悲しげな表情を見せたマキナだったが、すぐに眉まゆを寄せて不機嫌そうに言う。

「……あのバカなら出て行ったわよ。いなくなってくれて清々したわ」

「本気で言ってるのか？」

「当たり前でしょう。あのバカ、あたしの言うことは全然聞かなくて、生意気で、わがままばかり言ってるくせに……それなのに、みんなから好かれてるのに……」

　マキナは俯うつむいて声を震わせる。

「本当にバカよ。どうして出て行くのよ。あたしにはわからないわ。泣きそうな顔して、『ばいばい』だなんて……ここにいればいいのに……」

　膝ひざの上に乗った拳を握り締めたままマキナは呟つぶやいた。

「なにが『ひとりでも大丈夫だ』よ。バカ……」

　不意に、泣きそうなのに、無む理り矢や理りに笑顔を作って笑ったエルニの顔が頭に浮かんだ。

　……エルニはひとりが好きだと言った。

　それがウソだとわかっていても、エルニにはエルニの考えがある。オレが踏み込んでいい話じゃないかも知れない。ただ、このまま放ほうっておくことはできそうになかった。

　さっきから、エルニが別れ際に見せた寂しげな笑顔が頭から離れない。

　もう一度、エルニと話がしたいと思った。

　オレはソファーから立ちあがって玄関に向かう。すると後ろから足音が聞こえてきたので振り返ると、マキナがなにか言いたげな表情を浮かべていた。

　しかし、マキナはなにも言わずにオレの隣に並び、一緒に外に出る。

　思わずオレが笑みをこぼすと、マキナは頬ほおを赤くして言った。

「……あのバカを連れて、早く帰りましょう」

「ああ、そうだな」

　頷うなずき、オレとマキナは傘を広げて雨の中を歩きはじめるものの、思った以上にオレの身体は重く、すぐに呼吸が荒くなり、足元もふらついてしまった。

「忍しのぶ、大丈夫？　顔色が悪いわよ？　忍は戻った方がいいんじゃ――」

「戻るときはエルニも一緒だ」

　強い口調で言うと、マキナは困ったような顔をしてため息をついた。

「忍はバカね……」

　言いながらマキナはふらつくオレの手をとってくれた。

　その手に引かれるようにして、オレは重い身体を引きずりながらマキナと一緒に河原を目指して歩き続ける。

　以前、河原にはエルニの家があった。いまは台風で吹き飛ばされてしまったようだが、エルニがそこにいるような気がした。

　そんな予感を抱きながら歩き続けていると、視界の先にエルニの姿を見つけた。

　エルニは河原の土手の上に立ち、なにをするでもなく、ぼんやりと川を眺めていた。

　その姿はいまにも泣き出しそうなほど脆もろく見えて、胸が苦しくなった。

「……なにやってんだよ、お前は」

　思わず自分の口からこぼれた声。それにエルニは肩を震わせて応こたえた。



    

  
    
      



    

  
    
      「忍しのぶ？　それにマキナも？」

　振り返り、エルニは一瞬嬉うれしげな表情を見せたが、その表情はすぐに消えてしまう。

　オレとマキナから目を逸そらしながら、エルニは口を開く。

「ふたりともどうしたんだ？　こんな雨の日に散歩か？　ダメだぞ。忍は風か邪ぜを引いているんだから、そんなときに出歩くものじゃないぞ？」

　いつになく饒じよう舌ぜつに、早口で喋しやべり続けるエルニ。

　……本当は気づいているのだろう。オレたちが自分を迎えにきたことに。

　それでも、エルニは素そ知しらぬ振りで誤ご魔ま化かすように話し続ける。

　だから、オレははっきり告げてやろうと思った。エルニに近づき、

「エルニ、迎えに来た。一緒に帰ろう」

　そっと手を差し伸べる。

　しかし、エルニがオレの手を取ることはなかった。

　エルニはなにかに怯おびえるように一歩後ずさり、小さく首を横に振る。

「ごめん、わたしは一緒には行けない。わたしはここにいる」

「……どうしてだよ？　こんなところにひとりでいても仕方がないだろう？」

　もう一度手を伸ばすものの、エルニは力なくそれを拒絶する。

「さっきも言っただろう？」

　無理をしたような笑顔を浮かべて、エルニは言う。

「わたしはひとりが好きなんだ。だから……ひとりにさせてくれ」

　そのままエルニがオレから背を向けたとき、不意にマキナが声をあげた。

「どうして、そんなウソつくのよ？」

　マキナの言葉に小さくエルニの肩が震える。

「……わたしはウソなんか言ってない」

「じゃあ、あんたは本当にひとりがいいって言うの？　忍が家にいてもいいって言ってくれてるのに、あんたはこれからもずっとひとりでいるつもり？」

「そうだ。元々わたしはひとりで暮らしていた。これからもそれは変わらない。わたしはひとりでも、大丈夫だ」

「ウソよ。そんなの、ウソだってすぐにわかるわよ」

「……ウソなんかじゃない。わたしは――」

「だったら！　どうして泣いてたのよ？」

　エルニの言葉を遮り、マキナは続ける。

「あたしが気づいてないとでも思ってるの？　同じ部屋にいたのよ？　あんた、いつもうなされて泣いてたじゃない。それなのに、朝になったら無理して笑って……本当はひとりがイヤなくせに……どうして自分から離れていくのよ！」

　拳を震わせながらマキナは声を張りあげる。

「あんたはあたしと違って誰だれからも好かれて、みんなあんたに笑顔を向けてくれるじゃない。それなのに……どうしてそれを手放すのよ！　あんたは楽しくなかったの？　あたしたちはあんたにとって……すぐに離れられるような、そんなどうでもいい存在なの？」

「――違う！」

　マキナの言葉を、周囲に響き渡る大きな声でエルニは否定した。

「そんなことはない！　楽しかった！　みんながいて、温かくて、ずっと一緒にいたいと思った！　でも、ダメなんだ……」

　振り返ったとき、エルニはもう笑っていなかった。ただ、泣きそうな顔をして、なにかに堪えるように唇を噛かみ締めていた。

「わたしはみんなと違う。ずっと一緒にはいられない。だから、好きな人たちの傍なんかにいたら……別れのときが辛つらいだけだ」

　声を震わせながら、エルニは諦あきらめたような顔をして笑顔を作る。

　だけど、それは笑顔と呼ぶにはほど遠くて、泣き顔のように歪ゆがんでいた。

「みんな、いつかはわたしから離れていく。いつもそうだった。それはこれからも変わらない。だから、わたしはひとりでいるんだ。それなら――」

「なにバカなこと言ってるのよ……」

　エルニに最後まで言わせず、瞳ひとみに涙を滲にじませながらマキナは叫んだ。

「みんな離れていく？　ひとりになる？　どうして、あんたはそんなこと考えるのよ？　あたしが……一緒にいてあげるわよ！　エルニの傍にいてあげるわよ！　だから、いつまでもバカなこと言ってないで……早く帰ってきなさいよ！」

「なに……言ってるんだ。マキナは、わたしのことが嫌いじゃなかったのか？」

　エルニが戸惑ったような表情を浮かべると、マキナはぽろぽろと涙を流しながら言う。

「そうよ！　あんたなんか嫌いよ！　バカで、わがままで能天気で！　誰からも好かれて！　あたしとは全然違うから、だから嫌いだった！」

　泣き声混じりにマキナは続ける。

「あの家には忍しのぶもお姉さまも、なずなも傍にいてくれて、それだけで十分なはずなのに……それなのに……」

　懇こん願がんするようにマキナは叫んだ。

「あんたがいないとイヤなのよ！　一緒に帰ってよ！　エルニ！」

　エルニは必死で堪えようとしていた。しかし、我慢することはできなかった。

「マキナは……ずるいな……」

　瞳から大粒の涙をこぼしながらエルニは呟つぶやく。

「本当は、帰るつもりはなかったのに……そんなこと言われたら……」

　エルニは身体を震わせ、そこから先は泣き声になった。

「みんなのところに、帰りたくなるじゃないか。マキナのバカ……」

　ゆっくりと、エルニはマキナに抱きついた。

　瞬間、マキナの頬ほおを涙が伝い……ふたつの泣き声があがる。

　マキナは傘を放ほうり投げてエルニを強く抱き締めた。

　オレはふたりに近づき、雨に濡ぬれないようにそっと傘をかざす。

「……うちに、帰ろう」

　言った途端、エルニとマキナはオレに抱きついてきた。オレは微笑ほほえみながらそれを受け止め、自分の瞳ひとみにたまった涙をそっと拭ぬぐう。

　……そうして、オレたちは三人で、ふたつの傘をさして歩きはじめた。

　帰り道、オレはふと思った。

　そういえばマキナのやつ、はじめてエルニのことをちゃんと名前で呼んだなと。

　そんなことを考えていると、エルニがぽつりともらした。

「……雨も、悪くないかも知れないな」

　うん。確かに、こんな風にみんなと一緒に帰るのなら、雨も悪くないだろう。

　優しい六月の雨に煙る街並み。オレたちはゆっくりと家路を辿たどった。



    

  
    
      
エピローグ



　結局、オレは風か邪ぜをこじらせた。

　エルニを連れて家に戻ったときには熱がさらにあがり、ベッドから離れられなくなった。

　ルナがずっと看病してくれたのが少し嬉うれしかったけど、当然ながら学校は欠席。

　ようやく回復した今日。五ご行ぎようさんがお見舞いにきてくれた。しかしそこで何な故ぜかうちの連中がオレの復帰祝いをするとか言い出して、再び五行さんは巻き込まれた。

　主しゆ賓ひんのオレを無視して騒ぐエルニとマキナを眺めつつ、オレはそっと五行さんに声をかけた。

「悪いな。また巻き込んで……」

「いや、いいんだ」

　五行さんは小さく首を横に振る。

「もしかしたら、こういうことには……もう参加できないかも知れないから」

「え？」

　驚くオレに五行さんは寂しげに笑って言った。



「――さようなら、だ」



    

  









    
      
あとがき



　桜さくらはんぺん先生がゲストイラストを描いてくださいました！　と、興奮しつつ後ご藤とう祐ゆう迅じんです。素敵なイラストを描いてくださった桜はんぺん先生は、ＭＦ文庫Ｊ様では志し瑞みず祐ゆう先生作の『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』で、魅力的なイラストを描かれております。

　ちなみに、私は『精霊使いの剣舞』ではエストが好きです。エスト可愛い……。

　とまあ、エストの魅力はまた別の場で語るとして、オビの告知通り、『つきツキ！』が漫画になります！　作画を担当してくださるのは、柴しば嶺みねタカシ様です！　私もいまから楽しみで仕方がありません！　読者の皆様、どうか小説ともどもよろしくお願いします！



　さて、読者の皆様の温かい応援と、担当の庄しよう司じさんの手腕によって発売となった『つきツキ！』の三巻。その内容を一言で述べるなら、「エルニが南条家にやって来た！」といった感じですね。今回はエルニの過去をそこはかとなく匂わせるような、そんなできになっている……はずです。エルニの正体もいつか書ければなあと思っています。

　そんな、まだまだ正体不明のマッドドッグことエルニですが、実はこのキャラ、応募時の原稿の作成前、プロットの段階ではメインヒロインでした。しかも巨乳でした。それがいつの間にかルナがメインヒロインとなり、胸も慎ましやかになっちゃいましたね。

　ただまあ、エルニをメインヒロインにするという考えが色濃く残った応募時の原稿では、エルニが忍にキスしています。唇奪ってます！　果たして、今度そんな展開はあるのか！　それは作者にもわからない！



　さてさて、このあたりでお世話になった方々に謝辞を贈らせていただきます。

　まずは担当の庄司様。今回も本当にご迷惑をおかけしました。あなたがいなければ『つきツキ！』の三巻は出ていません。仕事の速さには驚嘆するばかりであります。これからもどうぞよろしくお願いします。

　そして、今回も素晴らしいイラストを描いてくださった梱こり枝えりこ様。各キャラのコスプレ姿には心底痺れました。イラストを見るたび、どんどんキャラのことが好きになり、色んなネタも思い浮かびます。ご多忙の中、本当にありがとうございました。

　また、編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様、出版や販売に関わって下さったすべての方々、そして、読者の皆様にも心からの感謝を。

　最後に、モバイルアンケートで嬉しいメッセージを送ってくださった方々。皆様の言葉には力があります。その力によって、後藤は今日も動いております。――万謝です！

後藤祐迅



    

  


















    
      　著者

　後藤祐迅（ごとう・ゆうじん）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　大阪在住のメガネ野郎。弱い。お寿司が回っていないと落ち着かない。お金もない。力もない。ないないばかりできりがない。されど色男でもない。そして寂しいと死に、暑くても死に、寒くても死ぬ飼育の難しい生き物。……昔は強くなろうとロッキーを目指していたが、いまではすっかりグロッキー。



　イラスト

　梱枝りこ（こりえ・りこ）

　　普段はゲームの原画家、イラストレーター。

　　好きなものはヴィジュアル系、可愛いもの。

　　趣味はライブに行くこと。

　　ほとんど家にいないどころか地方に飛んでます。

　　ＨＰ「無人少女」http://nekomimi.ws/~non-girl/



    

  
    
      つきツキ！３



著者名……後藤祐迅

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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